


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





















　CONTENTS






口絵　『蛍火』

第一話『共に掲げよ誇りのジョリー・ロジャー』

幕間　『シュプルの宝物』

第二話『うしろの正面、だぁれ？』

第三話『キミノココロ』



あとがき









[image: シュプルのおはなし２ Grandpa’s Treasure Box]







[image: ]

　シュプルの住む村は〝パロース〟と呼ばれている。パロースとは古い言葉で〝新芽〟であり、生命の息吹いぶきが連れん綿めんと繫つながっていくさまを示している。

　パロースは四方を山に囲まれた小さな村だ。外界との接点はほとんどなく、この村だけは世界の歯車から外れ、時間もゆるりゆるりと進んでいく。唯一といっていい貿易品は、この村だけでしか採れない〝チコの実〟だ。この実をすりつぶしてお湯にとくと、咳せきに驚おどろくほど効く薬となる。その香りも良く、外界では香水としても重ちよう宝ほうされている。チコの実は都会に流れ出し、パロースに多くの富をもたらすのだ。




　目の前にいる葉っぱお化けにシュプルは絶句した。

　シュプルの身体からだを覆おおい尽くせるほどの枝葉の固まりが、がさがさと音を立てながらゆっくりと移動している。その葉っぱの陰から、先ほどからチラチラと覗のぞくものがあった。女の子の服だ。その服には見覚えがある。

　シュプルの隣となりにはお母さんがおり、いつものようにシュプルの手を優やさしく繫いでくれている。そのお母さんの腕には、大きなバスケットが下げられていた。パロース特産の〝チコの実〟を摘つむためのものだ。シュプルはお母さんを困惑の表情で見上げた。お母さんは驚いたふうもなく、先ほどからくすくすと笑っている。シュプルはどうしようかとしばらく考えたが、やがてその葉っぱお化けに声をかけた。

「……アロワ、何してるの？」

　葉っぱお化けがびっくりしたようにガサッと音を立てた。やがて、恐る恐るというふうに、枝葉の陰から女の子が顔を覗かせる。近所に住む同おない年の女の子、アロワである。アロワはシュプルの姿を認めると、安あん堵どしたようにほっと息を吐いた。しかしすぐさま真剣な表情になり、両手に握っていた枝を一方の手に束ねると、空いた手で口くち許もとに人差し指を当てて「シッ！」と、静かにするように促うながす。

　シュプルは慌てて口を噤つぐむと、ひそめた声で再び問いかける。

「……アロワ、何してるの？」

　アロワは葉っぱの陰から目一杯に首を伸ばし、周囲を探るように見渡しながら言う。

「お部屋の掃除をしなさいって言われたんだけど、こっそり抜け出してきたの。シュプル、あんまり大きな声を出さないでね。パパに見つかっちゃう」

　アロワは家の手伝いをサボっては、よくシュプルを遊びにと誘う。今日もいつものように、家の手伝いを放り出してきたようだ。

「でも……」

　シュプルは困ったように眉まゆ尻じりを下げ、葉っぱのせいでアロワからは死角となっているであろう方角を見る。その先には、可愛かわいらしい赤い屋根の家があった。アロワの家だ。その窓辺で、アロワのお父さんがこちらをジーッと眺めていた。その視線はまず間違いなく葉っぱお化けに向けられている。そうとは知らず、シュプルのお母さんがくすくす笑いながら葉っぱお化けの枝を摑つかんで揺すっている。アロワは「おば様やめて！　見つかっちゃう！」と抗こう議ぎの声を上げている。

　シュプルとアロワのお父さんの目が合った。アロワのお父さんは眉み間けんに手を当ててかぶりを振り、「もういいから連れて行ってくれ」とばかりに手を振った。呆あきれ果てて叱しかる気力もないといった感じだ。




　アロワの加わった三人で緩ゆるやかな勾こう配ばいを登って行くと、やがて丘の上に一軒の家が見えてきた。小さいが頑丈な煉れん瓦がづくりのそれは、ひっそりとパロースの風景に溶け込んでいる。シュプルのおじいちゃんの家だ。

　シュプルたちがおじいちゃんの家に足を踏み入れると、ロッキングチェアに座るおじいちゃんが、すぐさまお母さんに声をかけた。

「今日はいつにもまして遅いな。まったくお前は、いつになったら余裕を持って来られるようになるんだ？」

　おじいちゃんにジロリと睨にらまれ、お母さんはびくっと首をすくめる。お母さんはこれ以上なにか言われる前にと、シュプルに向かっていつもの科白せりふを少しばかり早口に言う。

「それじゃあ、お母さんは畑に行ってくるから。シュプル、いい子でお留守番してるのよ？　おじいちゃんに迷惑をかけちゃ駄目よ？」

　お母さんはおじいちゃんにぺこりと頭を下げると、逃げるようにして畑へと向かった。

　それを見ていたおじいちゃんは、

「……まったくあいつは、逃げ足ばかり速くなりおって…………」

　と、ぶつぶつと呟つぶやく。

　シュプルは何だか可お笑かしくてくすくすと笑うと、暖炉の傍そばにある木箱へと足を向けた。

　この木箱はおじいちゃんの宝箱だ。

　この宝箱の中には、おじいちゃんの思い出が詰まった、かけがえのない宝物がたくさん眠っている。シュプルは最近、おじいちゃんの宝物から様々な物語を紡つむぐのを楽しみにしている。おじいちゃんもシュプルがする話をどうやら心待ちにしてくれているようなので、シュプルとしては物語る甲か裴いがあるというものだ。

「シュプル、これからお話するの？」

「うん」

　シュプルの返事を聞くと、アロワもシュプルの隣となりにやって来てちょこんと座った。今度はどんなお話が聞けるのかと、その瞳ひとみは好奇心に輝かがやいている。アロワもシュプルのお話を心待ちにしてくれているのだ。おじいちゃんもよっこらせと腰を上げ、宝箱の傍そばに座り込んだ。お話を聞く準備は万全だ。

　シュプルは宝箱の中身をごそごそと探る。やがて、手に触れた一枚の黒い布切れを取り出した。広げてみると手を拭ふくタオルより少し大きいくらいのそれは、どうやら何かを引き裂いた切れ端らしく、布の端がぼろぼろにほつれている。それを見て、アロワが露ろ骨こつに顔をしかめる。

「何その布？　なんだか汚い。それに……」

　アロワは布に顔を近付け、くんくんとその匂においを嗅かぐ。眉み間けんに走る小さな皺しわの数がさらに増え、アロワは鼻をつまんで言った。

「なんだか変な匂いがする。お鼻が曲がっちゃう」

　シュプルはアロワに倣ならい、布の匂いを嗅いでみる。確かに、これまで嗅いだことのないような、変な匂いがした。

「ほんとだ。変な匂いがする」

　二人のやりとりを見ていたおじいちゃんが、「おじいちゃんの宝物をそんなに貶けなさんでも……」とばかりに眉まゆをひそめ、どれどれと匂いを嗅ぐ。おじいちゃんはやがて言った。

「……ああ、これは潮しおの香りだな」

「潮の香り？」

「ああ。海の匂いさ」

「海って、水がいーっぱいあるっていう、あの海？」

　あまりぴんと来ないといったふうに話すアロワとは違い、シュプルはその単語に気持ちを昂たかぶらせた。山に囲まれたパロースで生活する住人は、海というものを目にする機会がなく、海に関する知ち識しきもそれほど深くはない。シュプルたちの年ねん齢れいでは、「水がいっぱいあるところ」ぐらいにしかわからないのだ。

　けれど。

　シュプルは、知っている。シュプルが読んできた本の中には、海を舞ぶ台たいにした物語も数多くあった。大好きな本である『ムルカの冒険』でも、大おお海うな原ばらを舞台に選び、冒険家であるムルカが大だい活かつ躍やくしていた。そういった本の挿さし絵えや写真で、何度も目にしてわかっているのだ。海と呼ばれる、見渡す限りに水をたたえた、とてつもなく広大な冒険の場所があることを。

「これが海の匂いなの!?」

　シュプルは興こう奮ふんした口調でおじいちゃんに問いかける。

「そうだよ。これが海の匂いだ。いや、懐なつかしいな……」

　おじいちゃんはそう言って、感慨にふけるように目を細めて笑う。

「すごいや！」

　シュプルは瞳ひとみを輝かがやかせ、海の匂においがする黒い布をまじまじと観察した。

　シュプルは本が好きだ。物語が大好きだ。幼いがゆえに発達した想像力を目一杯に活用し、何も語らない布切れから、澄ちよう明めいなストーリーを紡つむぎ出す。

「そうだ！　これはね──」

　おじいちゃんがどんな人生を歩んできたかは知らない。どんな思い出を飼っているかは知らない。

　けれど。

　想像することはできる。語ることはできる。

　シュプルは語り出す。自分自身が主人公、おじいちゃんに成り代わって。

　そう。これはおじいちゃんが大おお海うな原ばらを駆け抜けた、ある冒険の物語だ──。
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　一隻の帆はん船せんが海上を進んでいた。周囲には悪意をも孕はらんだような濃こい霧きりが満ち、視界はほとんどきかない。帆船は波なみ頭がしらを蹴け立たてながら進んでいるはずなのだが、濃のう霧むは海面と大空の境界線すら朧おぼろにしている。海面も不気味なほどに静まり返り、本当に大海原を航海しているのか疑ってしまうほどだ。

　帆船の舳へ先さきで、シュプルは小さく嘆たん息そくした。シュプルは新しん米まいの船員である。今回が初の航海であり、新しく船員を募集していたこの商船『メリジェーン号』に意い気き揚よう々ようと乗り込んだ。しかし、乗り込んでからわかったのだが、この商船、どうやらあまり人ひと様さまに知られたくないような商品を運んでいるらしい。他ほかの船員も何だかごろつきの集まりみたいで、シュプルとしてはとても居い心地ごこちが悪い。加えて、港を離れて三日もしないうちにこの濃霧である。辺りをじっとりと包むこの霧は、航海の行く末を占う暗雲のようでもあり、シュプルは先ほどから不吉な予感に苛さいなまれていた。

「シュプル、そこにいるのか？」

　ふと、背後から声をかけられた。シュプルは振り返るが、霧は甲かん板ぱん上をも白く覆おおい尽くし、そこにはぼんやりとした人ひと影かげしか目に映らない。しかしシュプルは僅わずかに表情を緩ゆるめて言う。

「うん、ここだよムルカ」

　霧の中からムルカが姿を現した。ムルカは先せん輩ぱいの船員である。海かい賊ぞく崩れのような船員たちのなか、ムルカだけは優やさしく、面めん倒どう見みもとてもいい。船乗りとしても一流であり、シュプルにも色々と世話をやいてくれるので、今では一番の友人となっている。

「まったく、この霧には参るな。ほとんど何も見えない」

　ムルカはぼやくように言い、シュプルの許もとにやって来た。

「うん、すごい霧だね。ここらへんはいつもこうなの？」

「ああそうだ。船長の意向でな、こういった劣悪な航路をわざわざ選んで航海するんだ。まっ、こんな航路を選んでる限り、海軍に見み咎とがめられることもないしな」

　ムルカは平淡な口調で言うが、シュプルと同様、この商船のことをあまり快くは思ってないらしい。ムルカほどの腕ならば他にいくらでも働く船はあるだろうに、どうしてこんな船に乗っているのだろう？

　シュプルは黙だまったままムルカを見上げる。するとムルカはその沈ちん黙もくを誤解したらしく、冗じよう談だんめかした口調で問いかける。

「何だシュプル、もしかして霧が怖いのか？」

　シュプルは目を丸くし、ぶんぶんとかぶりを振った。

「そ、そんなことないよ！　僕は新米だけど、ちゃんとした船員なんだよ？　霧なんかへっちゃらだよ！」

　そう断言するが、しかしふと不安になる。

「ただ……」

「ただ、何だ？　何か気になることでもあるのか？」

　ムルカは笑みを浮かべたまま重ねて問いかける。シュプルは上うわ目め遣づかいにムルカを見やり、ぼそりと呟つぶやいた。

「……ほ、ほら。こんなに霧きりが深いと、出るって言うじゃない？」

「出る？　何が？」

「その……幽ゆう霊れい船」

　ムルカはきょとんとした表情を見せたあと、面おも白しろい冗じよう談だんを聞いたとばかりにくっくっと喉のどを鳴らした。

　シュプルは顔を赤くして、ムルカを見上げて抗こう議ぎの声を上げる。

「だ、だって、港では噂うわさになってるでしょ？　だから気になっただけだよ！　怖いとか、そういうんじゃないよ!?　本当だからね！」

　ムルカはシュプルの必死な抗こう弁べんに納得したのか、笑い声を収めた。口くち許もとにはまだ薄うす笑わらいが浮かんでいるが、その笑みはいつもムルカが刷はいているものだ。シュプルはむぅと頰ほおを膨ふくらます。

　そんなシュプルを見て、ムルカはぽんぽんとその頭を撫なでる。

「笑って悪かった。だが、幽霊船が出るなんてただの噂さ。船乗りである以上、いもしない幽霊船の影かげに怯おびえるよりも、現実の脅威に目を向けることが大切だ」

「現実の脅威って？」

　シュプルが口を尖とがらせたままぶっきらぼうに問うと、ムルカは苦笑しながら答える。

「まずはこの霧……言いかえれば、自然の脅威ってやつかな？　それと……」

「待って」

　シュプルはムルカの言葉を途中で遮った。ムルカは眉まゆをひそめる。

「どうしたんだ、シュプル？」

　シュプルはムルカの遥はるか後方、霧が立ち込める海上へと視線を馳はせて言った。

「いま、あっちに何か見えたんだけど……」

「あっちって、海上にか？　幽霊船でも出たかな？」

　ムルカは少し意地悪な笑みを浮かべて話を混ぜ返し、シュプルの視線を辿たどって『メリジェーン号』の左さ舷げん後方を振り返る。

　二人の視線の先で、霧のベールの奥から確かに何かが見えた。やがてその輪りん郭かくが、濃のう霧むの中から仄ほの見みえてくる。姿をぼんやりと見せてくるそれは、帆はん船せんの船せん影えいだった。

「ゆ、幽霊船!?」

　はっと顔を強こわ張ばらせてシュプルが言う。ムルカはすぐさま望ぼう遠えん鏡きようを手にして覗のぞき込んだ。そして、ひどく緊きん張ちようした声を洩もらす。

「……何てこった。もう一つの現実の脅威が向こうからやって来たぞ」

「え？　なに？　幽ゆう霊れい船じゃないの？」

　シュプルは安あん堵どしたように言う。

　ムルカは望ぼう遠えん鏡きようを下ろし、シュプルに向き直って言った。

「そっちの方がまだましかもな。あの帆はん船せんのマストの上にはためいてるもの、黒地に髑どく髏ろの旗……ジョリー・ロジャー海賊旗だ。海かい賊ぞく船だよ」

「──え？」

　他ほかの船員たちも海賊船の出現に気付いたのか、船内がにわかに騒さわがしくなった。幻であってくれという祈りにも似た思いは、やがてパニックへと取って代わる。

「海賊船だ！　海賊船が出たぞ！」

「黒地に……赤髑髏だと!?　なんてこった！　〝赤ひげ〟だ！　ちくしょうっ、見張りはいったい何をやってたんだ！」

「全速前進だ！　逃げ切れ!!」

　警けい鐘しようが鳴り響ひびき、人が慌ただしく行き来する足音が聞こえ始める。甲かん板ぱんは一いつ瞬しゆんで狂きよう騒そう状態に陥った。シュプルは身体からだが竦すくみ、声も出せない。

　ムルカは舌打ちすると、慌てふためいて駆けて行く船員仲間の襟えり首くびを摑つかみ、叱しつ責せきするように言う。

「おい！　今の命令を出したバカはどこのどいつだ!!　相手は足を重視した海賊船だぞ！　この距離で逃げ切れると思うのか!!」

「し、知らねぇよ！　俺おれじゃねぇ!!」

「チィッ！　バルザー船長はどこだ!?」

「朝から見てねえよ!!」

「あんのアル中が……！」

　ムルカは船員を解放し、徐じよ々じよに大きさを増す海賊船を睨にらみつける。海賊船はどうやら先にこちらに気付き、霧きりに紛れて襲しゆう撃げきの手はずを整えていたらしい。さっきまで沈ちん黙もくしていたというのに、こちらが気付いたと見るや、甲板上から威い嚇かくするような雄お叫たけびが上がった。空めがけて放ったものだろう、数回の銃声も聞こえる。

「ム、ムルカ！　どうしよう!?」

　シュプルは泣きそうな声で問いかける。ムルカは海賊船を睨みつけたまま、シュプルに指示した。

「こいつじゃ逃げ切れない。戦うしかないだろ。大砲の威力だけなら負けないだろうが……間に合うか!?　シュプル、上うわ手て回しで旋回するぞ！　皆に伝えてくれ！　俺は砲の準備に回る!!」

「う、うん！」

　シュプルだって、ムルカのような立派な船乗りを目指しているのだ。怯おびえてばかりではどうにもならない。シュプルは目一杯の勇気を振り絞り、急いで甲かん板ぱんを駆ける。その後ろ姿めがけ、ムルカの声が掛かった。

「シュプル、接近戦だとこっちに勝ち目はない！　奴やつらが接せつ舷げんして乗り込んで来たら、応戦せずに降伏するんだ!!　無抵抗で降伏すれば、奴らも下へ手たに手出しはしないはずだ!!」

「わかった!!」

　シュプルは振り返りもせずに返事をした。




　シュプルは旋回の旨むねを叫びながら舵かじの許もとへと急いだが、甲板は思った以上に混乱していた。それもそのはずだ。〝赤ひげ〟といえば、年とし端はもいかぬ子供でさえその名を知っている、音に聞こえた大海かい賊ぞくだ。最近では噂うわさもめっきり聞かなくなっていたが、まさかこんな辺境の海域に姿を現すとは思わなかった。いくら『メリジェーン号』の船乗りたちが荒らくれ者の集まりとはいえ、〝赤ひげ〟相手では荷が勝ち過ぎる。浮き足立って意思統一がなされぬまま、霧きりをかき分けて迫る海賊船の不気味さだけが強調される。海賊船の足は予想以上に速かった。こちらの船とは対照的に、足も操そう舵だも確実に上だ。

　旋回する余裕も逃げ切ることも不可能なのは、もはや誰だれの目にも明らかとなった。海賊船は左舷後方から、こちらを嘲あざ笑わらうかのように接近してくる。海賊たちの咆ほう哮こうがすぐ近くで上がり、銃声が響ひびく。

　挨あい拶さつ代わりとでも言うふうに、海賊船の大砲が火を吹いた。

　白煙はすぐさま霧と同化するが、砲弾の軌跡だけが白いベールに刹せつ那なに穴を穿うがつ。被弾した船体の腹が無気味な音を立てて破砕され、木の破片が吹き飛んだ。大砲の弾を一発食らったぐらいでは船は沈まないが、シュプルは当然のことながら船上で砲ほう撃げきを受けたことなんてない。肌が粟あわ立だち、彫像の如ごとくその場から動けなくなる。

　──そして、濃のう霧むでも相手の顔が見えるほどに海賊船が肉迫した。

　シュプルと一人の海賊の視線が、確かに交こう錯さくした。シュプルはぶるっと身を震ふるわす。海賊はべぇっと、舌を出して笑う。

　と、次の瞬しゆん間かん。

「乗り込め!!」

　海賊の号令が響いた。

　漂う霧を吹き払うかのような雄お叫たけびが上がった。海賊たちはマストの端からぶら下がるロープを手にし、振り子の要領でこちらの船へ次々と乗り移ってくる。いたるところから悲鳴が響き、シュプルはどうしていいかわからず、ただオロオロと辺りを見渡す。

　と、

「ハッハァ!!」

　獲え物ものを狩る喜びに打ち震える獣けもののような笑い声を上げ、巨きよ軀くの海賊が突如としてシュプルの前に姿を現した。その海かい賊ぞくは頭をきれいに剃そり、顔の左側に炎を象かたどったような刺青いれずみを入れている。右手には抜き身の三シ日ミ月タ刀ーが握られていた。

「!?」

　シュプルは驚おどろき、両手を上げて降参の意思を示す。シュプルは丸腰だし、目の前の海賊とシュプルとは倍ほどの身長差がある。勝ち目はないし、ムルカの言葉もある。下へ手たな抵抗は命を落とすだけだ。

　しかし海賊はそんなシュプルを目にしたあと、誰だれも見ていないことを確かめるように周囲を見渡した。周りからは混乱の極みとばかりに種々雑多な音が聞こえてくるが、濃のう霧むのせいもあり、こちらに気を配っているような人ひと影かげは認められない。海賊はやがて満足そうにニヤリと笑い、三日月刀を大きく振りかぶる。その双そう眸ぼうは喜き悦えつに満ちた虐殺者のそれだ。じっとりとした霧きりで微かすかに濡ぬれる三日月刀が、やけに鈍にぶい光を放つ。

「わあっ!!　ムルカ、助けてっ!!」

[image: ]

　シュプルは大きな声で叫び、頭を抱えてうずくまった。時間の密度が増したかのように、全すべての動きがスローモーションで流れる。シュプルが死をも覚悟した、そのとき──

「シュプル！」

　先の叫び声に気付いてくれたのか、唐突に横合いからムルカが現れ、海賊へと強烈なタックルをかました。海賊の身体からだが浮き上がり、三日月刀がシュプルを狙ねらう軌道から僅わずかにずれて、濃のう霧むを斜めに切り払った。二人は絡み合ったまま甲かん板ぱんを転がる。

「ムルカっ!!」

　シュプルが叫んだ。

　ムルカはシュプルの安否を確かめるためか、チラリとこちらに視線を振る。と、その隙すきを狙ねらい、下になっていた海賊がムルカを蹴けり飛ばした。ムルカはその勢いで甲板上を滑ったが、すぐさま起き上がる。

「ムル──」

「来るなっ!!」

　ムルカは鋭するどく言い放ち、海かい賊ぞくと対たい峙じした。ムルカは丸腰だが、その瞳ひとみには怯おびえの色はなく、代わりに酷ひどく剣けん吞のんな光が宿っている。

　ムルカは低く問いかけた。

「……おい。いくら海賊でも、丸腰で降参している相手を殺そうとするのはどうだろうな？」

　海賊は残忍な笑みで応こたえる。

「──うるせえよっ!!」

　海賊が動いた。

　間合いを一気に詰め、三シ日ミ月タ刀ーを力任せに横一いつ閃せん。ムルカは身体からだを沈めてその必殺の一いち撃げきをかわした。残像、というよりも人ひと影かげに切り取られて渦を巻く霧きりを、三日月刀が豪快に両断する。

「！」

　かわされるとは思っていなかったのか、海賊の顔が戦せん慄りつで引きつった。ムルカは冷淡な眼まな差ざしで相手を見上げたあと、両足のバネを効かせた拳こぶしの一撃を、その海賊の鳩みぞ尾おちに深く沈める。

「──カッ」

　海賊は微かすかな空気を吐き出すと、ぐりんと白目を剝むき、その場に静かに崩れ落ちた。ムルカは何の感慨も抱いていない様よう子すで、気を失ったその海賊を冷ややかに見下ろす。

　シュプルははっとなり、ムルカに駆け寄った。

「ムルカ、大丈夫!?」

　ムルカは笑みを刷はき、大丈夫だということを示した。シュプルが興こう奮ふんして歓声を上げようとすると、先んじて声が掛かった。

「お見事!!」

　パチパチという拍手の音が響ひびく。シュプルたちは声がした方を同時に振り返った。そこには、カーブした広いつばのある平たい帽子を被かぶり、右目を黒い眼帯で覆おおっている一人の海賊がいた。漆しつ黒こくのマントを羽は織おったその男の風体は、海賊と言うよりも流れ者といった印象を受ける。

「ボルバサがまるで赤あか子ごだな。やるねぇ、おたく。どうだい？　俺おれとも闘やろうじゃないか」

　男はそう言い、腰に下げた短刀カトラスをすらりと引き抜いた。

「ほら、なにボサッと突っ立ってんだ？　ボルバサの刀を拾えよ。丸腰の奴やつを相手にしたって面おも白しろかぁない」

「……嫌いやだと言ったら？」

「そいつは駄だ目めだな。仲間に手を上げた以上、おたくは処刑確定だ。生き残りたいなら、その刀を取るしか道はねぇよ」

「………………」

　ムルカは無言で、足元に転がるボルバサの手から三シ日ミ月タ刀ーを拾い上げた。

「ムルカ……」

「シュプル、下がってろ」

　ムルカは思いがけず強い力でシュプルを押す。

　シュプルはよろけるようにして後ろに下がった。ムルカと男の間に、声をかけることも憚はばかられるような鋭するどく張り詰めた空気が満ちる。シュプルはその迫力に気け圧おされ、さらに一歩、二歩、三歩と下がり…………どん。背後にいる誰だれかとぶつかった。左肩に手が置かれる。

　シュプルは助けを求めるために背後の人物を振り仰いだ。が、シュプルに向けられたのは救いの手ではなく、冷たい銃口だった。

「!?」

　シュプルは息を飲む。その気け配はいに気付いたのか、ムルカがこちらをチラリと見て、しまったとばかりに唇を嚙かんだ。

　ムルカと対たい峙じしていた男が言った。

「──おいおい、余計なことすんなよ。これから楽しくなるとこだってのに」

「うるさいね。文句あんの？　ロレノア、あんたの遊びに付き合ってる暇はないの。そこのあんた、こいつの頭を吹き飛ばされたくなかったら、その刀を捨てな」

　言葉遣いはぞんざいだが、聞こえてきた声は明らかに女性のものだった。シュプルは驚おどろき、銃を向けている人物をちらりと盗み見る。

　濃のう霧むのなか、まだ二十代半ばと思おぼしき一人の若い女海かい賊ぞくが、威風堂々とした様よう子すでそこに立っていた。

　胸元まで伸びた髪は、燃える炎を容易に連想させるような真しん紅くだ。その勝気な双そう眸ぼうも紅あかき宝玉をはめ込んだように光り輝かがやき、その生気溢あふれる姿は眩まばゆいばかりだ。整った肢体と繊せん細さいな顔立ちは美人と呼ぶに充分すぎる物だというのに、服装は男性のそれだった。黒を基調とした膝ひざ丈たけの前開きの長衣に、襟えり元もとには幅広の布を使用したクラヴァットが結ばれ、頭には三角帽トリコルヌを被かぶっている。

「お、女の人？」

　シュプルは目を瞠みはる。

　女海かい賊ぞくはシュプルを見下ろし、ニヤリと笑って言う。

「文句あるか？」

　ムルカが刀を甲かん板ぱんに放り投げた。ロレノアと呼ばれた男が残念そうに短刀カトラスを下ろす。

「あーあ、俺おれの楽しみがまた一つ減っちまった」

「うるさいね。文句あんの？」

　女海かい賊ぞくは半はん眼がんになってロレノアを見やる。

　ロレノアは、まだ啞あ然ぜんとしたまま女海賊を見上げているシュプルに気付くと、悪戯いたずらっぽく笑って言った。

「──いや、ないよ。キャプテン・メアルルード」

「キャプテン!?」

　シュプルがさらに大きく目を見開いた。メアルルードはそれはそれは得意げな顔で一言。

「文句あるか？」




　甲板の一ひと所ところに『メリジェーン号』の乗組員たちが集められた。手を後ろで縛しばられ、固まって座らされる。シュプルは後ろ手に縛られたまま、辺りをきょろきょろと見渡した。どうやら皆、抵抗せずに降伏したらしい。姿の見えない者がいないことに、シュプルは安あん堵どの溜ため息いきをつく。

　乗組員たちの目の前には、価値があると判断された積荷が積み上げられている。海賊たちの『戦利品』だ。

　乗員たちがひそめた声であれこれと囁ささやく。

　ひそひそ。ひそひそ。

「おいおい、どうなってんだ？　〝赤ひげ〟は、真まっ赤かな髭ひげをたくわえた、二メートルもある巨漢の男だって聞いてるぞ？」

　ひそひそ。ひそひそ。

「知るかよ。だいたい、〝赤ひげ〟はくたばったっていうもっぱらの噂うわさだぜ？」

　ひそひそ。ひそひそ。

「こんな場所に姿を現すのもおかしい。こいつら、偽物なんじゃねえか？」

　ひそひそ。ひそひそ──

「うるさい！　文句あるか!?」

　乗員のひそひそ話を、メアルルードが一いつ喝かつして黙だまらせた。

　ロレノアが隻せき眼がんを細め、くくくと笑って言う。

「まあまあ、そう熱くなるなよ。〝赤ひげ〟のジョリー・ロジャーを掲かかげてんだ。色々と推測したくもなるさぁな。まっ、キャプテンの親おや父じ殿がそれだけ偉大だったってことだ」

「偉大？　ハンッ、あんな奴やつ、大酒飲みのでくの棒で充分さ」

「故人は悼いたむもんだぜ？」

　メアルルードは柳りゆう眉びを僅わずかにひそめて一いち瞥べつすると、どうやら口くち癖ぐせらしい一言を吐く。

「──うるさいね。文句あんの？」

　ロレノアは首をひょいとすくめ、飄ひよう々ひようとした感じで笑う。

「これで全部か？」

　メアルルードが戦利品を見渡し、バルザー船長に問いかけた。船長は酔いが覚めたのか、蒼あお白じろい顔をしたまま、先ほどから下を向きっぱなしだ。返事がないことに気を悪くしたか、メアルルードが険けんのある声で再度問いかける。

「おい、これで全部かと訊きいてるんだ」

「あ、ああ。そうだ」

　バルザーは答えるが、未いまだうつむいたままだ。それを不ふ審しんに感じたのか、メアルルードが眉まゆ根ねを寄せた。バルザーの顔を覗のぞき込もうとするが、バルザーは身を捻ひねって顔を背ける。

「……あんた、どっかで見たような──」

「ああっ!?」

　そのとき、海かい賊ぞくの一人が唐とう突とつに大きな声を上げた。

「どうした、マトック？」

　メアルルードが問いかけると、マトックと呼ばれた髭ひげ面づらの男が、思い出したとばかりに指差して告げる。

「キャプテン、こいつバルザーですよ！　もう十年以上は経たつでしょうが……昔うちらの船から逃げ出した、〝腰抜け〟バルザーです!!」

　海賊の言葉に、『メリジェーン号』の乗員たちがざわついた。シュプルは驚おどろき、隣となりで同じように後ろ手に縛しばられたまま座っているムルカに問いかける。

「ねぇ、船長って元は海賊だったの？」

「ああ。酒場で酔いつぶれては自慢するように言ってたよ。自分は〝赤ひげ〟の一員だったんだとな。まあ、誰だれもが与よ太た話ばなしだと思って気にしてないふうだったがな」

「バルザー？」

　メアルルードは記き憶おくの糸を辿たどるように視線を宙にやる。やがて思い至るものがあったのか、「あー、あー」と、気のない声を上げた。

「そういやいたねぇ、そんな奴やつ。あたしはまだガキだったが、親おや父じがめちゃくちゃ怒ってたのを覚えてる。『あの野郎、必ず見つけ出して千ち々ぢに引き裂いてやる』っていつも怒鳴ってた。こんな辺境を航海してたのか。そりゃ見つからないはずだ」

　バルザーは最悪の船酔いをしてもここまでは蒼くならないだろうと思わせるほど顔色を悪くして、その場で地べたに這はいつくばるように頭を下げた。

「み、見逃してくれ！　この通りだ!!　どうか、どうか命だけは!!」

　メアルルードは呆あつ気けにとられたように目をぱちくりさせていたが、やがて開けっぴろげに笑う。

「アッハハハ！　そんなことしなくても、別にあんたの命なんかいらないって」

　バルザーはがばっと顔を上げ、縋すがるような顔で訊たずねる。

「ほ、本当か？　この俺おれを殺しに来たんじゃないのか？」

　その言葉に、海かい賊ぞくたちからドッと笑いが起きた。

「ハハッ。あんた、自分がそんなに大物だとでも思ってんの？　あのバカ親おや父じはやけにご立腹だったが、あたしには関係ないね。だいたい、あたしがキャプテンになってから〝赤ひげ〟も大分さま変わりしたんだ。まず一つ、余計な殺しはしない。そして──」

　メアルルードは傍そばに置いてあった積み荷の樽たるに足をかけると、それを勢いよく蹴け飛とばした。樽は派は手でに転がり、フタが取れる。表向きにはラム酒が入っているとされていたその樽から、保ほ護ご区域外への持ち出しが禁止されている希少種、ぬるぬるでがざがざでとげとげでぴかぴかの身体からだのようなものを持つ〝ぬらんぴょん〟の子供が転がり出てきた。

「──こういった悪どい商売で金かね儲もうけしている奴やつからしか盗まない。コソコソ隠れるようにして航海してる船を狙ねらったら、たまたまあんたにぶち当たっただけだ。どうだい？　あたしはあのクソ親父とは違うんだ。あんたの命も保証してやるよ」

「ほ、本当か!?　ありがてえっ！」

　バルザーは破は顔がんする。

　メアルルードはもっともっと感かん謝しやしろよとばかりに得意げに豊かな胸を反らしていたが、やがて凄せい艶えんな微笑を浮かべると腰に下げていたピストルを引き抜いた。バルザーが「ひっ」と小さな悲鳴を上げるが、ピストルの銃口はバルザーの眼前をすうっと通り過ぎ──ムルカの額ひたいへ、その照準をぴたりと合わせた。

「──ただし、あんたは仲間に手を出したからね。生かしておくわけにはいかない」

「そうだ！　ぶっ殺しちまえ！」

　まだ痛みが残るのか、ボルバサが腹をさすりながらそう叫ぶ。

　シュプルはムルカに向けられたピストルを見て目を大きく見開き、必死で言った。

「ま、待ってよ！　ムルカを殺さないで！　ムルカは僕を助けようとしただけなんだ!!」

「──あんたを？」

　メアルルードはちらりとこちらに視線を振ると、無ぶ遠えん慮りよにじろじろと眺め始める。どうやら武器の携帯の有無を再度確認しているようだ。やがて彼女は少しばかり驚おどろいたように訊ねた。

「あんた、丸腰のくせに抵抗したのか？」

「してないよ！　両手を上げて降伏したのに、斬きりかかって来たんだ！　それをムルカが助けてくれたんだよ！」

「なにぃ？」

　メアルルードは眉まゆをひそめ、ボルバサに向き直る。

「……どういうことだ、ボルバサ？」

　ボルバサはうっと言葉を詰まらせると、目を泳がせながら言った。

「え？　いや、その……興こう奮ふんしてたからよ。よく覚えてないんだが……」

　しどろもどろの弁解を聞き終わる前に、メアルルードは一つ大きく溜ため息いきをつき、無言でボルバサへと歩み寄った。そして、




　パンッ！




　平手でその横顔をはたいた。他ほかの海かい賊ぞくたちがヒュウ、と口笛を吹いてはやし立てる。

「──抵抗しない者には手を出すな。いつもそう言ってるはずだけど？」

　ボルバサは憤ふん怒ぬの表情を見せるが、メアルルードの鋭するどい眼光に射い竦すくめられて目を逸そらすと、無言で引き下がった。

　メアルルードはムルカに向き直ると言う。

「事情はわかった。よし、あんたの命は助けよう」

　その言葉にシュプルがほっと安あん堵どしたのもつかの間、メアルルードは続けた。

「──ただし、条件がある」

　メアルルードはムルカの傍そばに行くとしゃがみ込み、ずいっと顔を近付ける。そして笑みを閃ひらめかせると、とんでもないことをさらっと言った。

「あんた、強いんだろ？　あたしらの仲間になりな。それが条件だ」

「ええっ!?」

　シュプルは驚きよう愕がくの声を上げる。不ふ機き嫌げんそうな顔でむっつりと押し黙だまっていたボルバサが、轟ごう然ぜんと口を開いた。

「なっ……キャプテン、本気かよっ!?」

　メアルルードはボルバサを一いち瞥べつする。

「本気さ。文句あるか？　……あたしの目は節穴じゃない。こいつはいい仕事をしてくれるよ。それに──」

　何やら感傷に浸るように目を細めてムルカを見ると、

「こいつは、どことなくジャミーに似てるしね」

　独白するようにそう呟つぶやき、メアルルードは昂こう然ぜんと言い放つ。

「どう？　先日大きな嵐あらしに見み舞まわれたんだが、その時にジャミーっていう腕利きの仲間が海にさらわれちゃってね。ちょうど新しい仲間を探してたところなんだ。……バルザー、あんたに否やはないよね？」

　一応、船長からも承しよう諾だくを得ようかとばかりに話を振る。

　バルザーはどうぞどうぞと、迎合する笑みを浮かべている。両手が自由ならば、もみ手すらしていたことだろう。どうやら自分さえ助かればいいと思っているようだ。他の乗員たちも、ムルカにはすごく世話になったというのに、一言も発さない。シュプルは絶句する。

「……きっと俺おれに拒否権はないんだろうな」

　ムルカが確認するように訊たずねた。

　メアルルードは口の端を上げて笑う。海かい賊ぞくの下げ卑びた笑いとは違い、やけに爽さわやかな笑顔だ。

「命を助ける代わりだからね。まっ、そういうこと。なに、心配することはないさ。海賊業もようは慣れ。あたしは人を見る目はあるつもりだ。あんたに後悔はさせないよ」

　ムルカはしばらく考え込んでいたが、後ろ手に縛しばられたままで、器用にひょいと肩をすくめてみせた。

「──まあ、この状況だと仕方ないだろう。わかった。仲間になろう」

「!!」

　その一言に、シュプルは目を白黒させて驚おどろく。メアルルードは満足げにうなずくと、立ち上がって言った。

「決まりだね。よし、こいつの縄なわを解いてやりな。わかってると思うが、変な気を起こすんじゃないよ？　少しでも妙な動きを見せたら、容よう赦しやなく撃うち殺すからね？」

　あまりの出来事に何も考えられないでいるシュプルの目の前で、世界だけが正常に回る。

「さっ、積み荷を船に運ぶよ。ぬらんぴょんは保ほ護ご区へ返す。丁てい重ちように扱いな」

「へい」

　メアルルードが手下にテキパキと指示を与える。ムルカは縄を外されると、手首をさすりながらシュプルの前にしゃがみ込み、優やさしく話しかけた。

「シュプル、ここでお別れだな」

「ムルカ……」

　シュプルが悲痛な顔で見上げると、ムルカはふっと笑う。

「死に別れるわけじゃないんだ。そんな顔をするなよ。大したことは教えられなかったが、立派な船乗りになるんだぞ？　……ああでも、この船は降りるべきだな。わかり切ったことだが、この船はろくでもない」

　シュプルが何か言おうとする前に、ムルカが頭をわしゃわしゃと撫なでた。ムルカはシュプルから離れると、今度はバルザーの前にしゃがみ込み、意地の悪い笑みを閃ひらめかせる。

「……な、何だ？」

　バルザーは怯おびえの混じった瞳ひとみでムルカを見上げた。

「なぁ船長、結果的に給料を踏み倒すことになるんだ。給料の代わりに、こいつをもらっていくぞ？」

　ムルカはそう言うと、バルザーがいつも腰にぶら下げている酒入りのフラスクに手を伸ばし、さっと奪った。

「なっ、それは駄だ目めだ！　返せ！　返しやがれっ!!」

　いつも酒浸りのバルザーは、身を乗り出して必死に喚わめき散らす。すると、二人の傍かたわらで指示を飛ばしていたメアルルードが、バルザーの方を振り向きもせずに短刀カトラスを抜き放った。その短刀は軌跡すら見せぬ速さでバルザーの喉のど元もとに走り、触れるかどうかの位置でぴたりと止まる。

「──その程度の量の酒でセコイこと言うなよ、バルザー。それとも、せっかく拾った命、酒のために捨てる気かい？」

　メアルルードは笑みを張りつけたまま、ちらりとバルザーを見やる。バルザーはごくりと唾つばを飲み込み、喉元に突き付けられた短刀を見下ろした。それでもよっぽど未練があるのか、しばらくはムルカの手て許もとにあるフラスクを眺めていたが、ようやく身を引いた。歯を剝むくようにしてバルザーはムルカを睨にらむ。ムルカは悪びれる様よう子すもない。

「──さあ、引き上げだ」

　積み荷を海かい賊ぞく船に運び終えると、メアルルードがそう宣言した。海賊たちは自分の船に引き上げていく。その中にはムルカの姿もある。

　シュプルは少しのあいだ逡しゆん巡じゆんしていたが、意を決して叫んだ。

「ま、待って！　ムルカが海賊になるんだったら、僕もなる!!」

　これにはムルカが目を丸くし、彼にしてはひどく慌てて言った。

「なっ……ば、バカ野郎！　シュプルまで海賊になってどうするんだ！　お前はこの船に残れ!!」

「ううん、僕も海賊になる!!」

　シュプルは凛りんとして言い切った。

　もとはと言えば、シュプルを助けるためにこんなことになったのだ。自分だけのこのことこの船に残るなんてこと、できるはずがない。シュプルは真剣な表情でムルカを見返す。その頑かたくなな決意を読み取ったのか、ムルカは諦あきらめたように額ひたいに手をやり、天を仰いだ。

　ぽかんとした表情を見せていたメアルルードは、やがてシュプルを値踏みするようにジロジロと見る。

「……基本的に来る者は拒まずだが、あんたはやけにひ弱そうだね。足手まといはいらないんだが、何か特技はあるのか？」

「え？　特技？」

　シュプルは困り果てた。これといった特技なんて持ち合わせていない。シュプルは悩みに悩む。海かい賊ぞくたちから注がれる、冷たい視線がすごく痛い。

　やがてシュプルは、ぼそぼそと気弱に言う。

「あの……僕、本を読むのは好きだけど…………」

「………………」

　啞あ然ぜんとした沈ちん黙もくが甲かん板ぱん上に落ちた。しばらくして、メアルルードがおほんと咳せき払ばらいする。

　シュプルはびくっと首をすくめ、上目遣いにメアルルードの様子を窺うかがった。

　メアルルードは、言う。

「……あんた、本を読むのが好きなのか？」

「う、うん」

「ってことは、字が読めるんだな？」

「よ、読めるよ？」

「その……難むずかしい字も読めるのか？」

「え？　あんまり難しいのは無理だけど……だいたいは」

「──よし。仲間にしてやる」

　シュプルはきょとんとなる。何がなんだかわからない。

　とそのとき、左さ舷げんの手て摺すりに腰掛けていたロレノアが、かっかと笑って言った。

「優ゆう秀しゆうな教師が手に入ったじゃないか。よかったな、キャプテン？」

　その言葉にシュプルはぴんときて、メアルルードに訊たずねる。

「あの……もしかして、字が読めないの？」

　メアルルードはその秀しゆう麗れいな顔を真まっ赤かに染めて怒鳴った。

「う、うるさい！　文句あるか!?」




「──誇り高きジョリー・ロジャーの許もと、信頼と友愛の絆きずなを掲かかげ、ここに仲間になることを厳げん粛しゆくに誓う」

　ムルカが片手を上げ、海かい賊ぞくの仲間に加わる宣せん誓せいをした。シュプルもそれに倣ならって同じように宣誓する。

　二人の服装はすでに海賊のそれに替わっている。上着と粗末な帆ほ布ぬののズボン。頭に巻いたボロ切れは、砕け散る木の破片から頭部を守るためのものだ。しかしシュプルのものはどれもサイズが大きい。頭に巻いた黒い布切れさえも、ともすればずるりとずり落ちて視界を塞ふさぐ。短刀カトラスなどを吊つるすための肩けん帯たいはシュプルには持たせてもらえなかった。小さ過ぎる肩から滑り落ちて、用をなさないからだ。

　仲間入りの宣誓が済むと、ボルバサが底意地の悪い笑みを閃ひらめかせながらやって来た。

「──ほらよ。お前らの初仕事だ」

　そう言って差し出すものは、どう見ても甲かん板ぱん掃除用のモップだ。

「ピカピカにしろよ？」

　ボルバサは豪快に笑ってその場を立ち去った。モップを手にしたシュプルとムルカが顔を見合わせる。

「初仕事は甲板掃除か」

「でも、いつもやってることだよ？」

「違いない」

　ごしごし。ごしごし。

　ごしごし。ごしごし。

　シュプルたちはモップがけをしながら、お互いに声をひそめて話し合う。

　ごしごし。ひそひそ。

「まったく、何でシュプルまでついて来たんだ？」

　ごしごし。ひそひそ。

「だって、ムルカ一人だけ行かせられないよ」

　ごしごし。ひそひそ。

「俺おれはな、隙すきを見て逃げ出すつもりだったんだぞ？　二人だと、それも難むずかしくなっちまう」

「ええっ！　そうなの!?」

「シッ！　声が大きい！」

「ご、ごめん……」

　ごしごし。ひそひそ。

「……弱ったな。二人して上う手まく逃げ出す方法を考えなけりゃいけない」

　ごしごし。ひそひそ。

「ごめんね、ムルカ」

　ごしごし。ひそひそ。

「いや、済んだことはしょうがないが──」

「あんたら、何をひそひそやってんの？」

　背後から唐とう突とつにメアルルードの声が掛かった。シュプルはびくっとなるが、ムルカは平然としたふうで振り返る。

「なに、ただの雑ざつ談だんをしてただけさ。それより、何か用か？」

「あんたに用はないよ。用があるのは……シュプル、だったね？　あんただ。ついておいで」

　メアルルードはちょいちょいと指で呼ぶ。シュプルは不安げに眉まゆをひそめ、自分を指差した。

「ぼ、僕？」

「別にとって食やしない。早く来な」

　メアルルードはそう言い置くと身を翻ひるがえす。シュプルはムルカに問いかけるような視線を送った。

　ムルカは肩をすくめ、おどけるように言う。

「キャプテンの命令には逆らえないだろ。行ってこいよ。なに、とって食われることもないだろ」

「う、うん……」

　シュプルはうなずくと、びくびくしながらメアルルードの後を追った。




　メアルルードの部屋は想像以上に広々とした造りだった。正面奥には頑がん丈じようそうな机が幅をきかせて居座り、手前には食事をとるために使うのであろう丸テーブルが置いてある。左手にある広い張り出し窓からは、思いのほか強い光が差し込んでいた。字が読めないと言っていたのに、本がぎっしりと詰まった大きな本棚も置いてある。部屋のインテリアのつもりか、色々な置物も辺りに鎮ちん座ざしているのだが、盗品を適当に並べただけなのだろう。統一性も芸術性もなく、猥わい雑ざつとした感じを強調するだけとなっている。

　メアルルードは三角帽トリコルヌを脱ぐと頭を軽く振った。斜に注ぐ陽光を浴び、真しん紅くに輝かがやく髪が軽やかに舞まう。その姿は野生動物のようなしなやかな美しさを備えている。

　シュプルが思わず見み惚とれていると、メアルルードはその視線に気付いたのか、シュプルに訊たずねる。

「……何だ？　何か文句があるのか？」

「え？　う、ううん。何でもない」

「そうか。……おい、リンゴ食うか？」

　メアルルードは机の上に置かれたリンゴを手に取って見せる。シュプルがこくりとうなずくと、

「ほらよ」

　と、リンゴが放られた。リンゴはきれいな放物線を描き、シュプルの手に収まる。

「あ、ありがとう」

「ん」

　シュプルはリンゴを手できゅっきゅっと磨みがき、齧かじり付こうとする。しかし、シュプルの小さな口じゃ、リンゴの丸かじりなんてことはなかなかできない。シュプルがリンゴ相手に悪あく戦せん苦く闘とうしていると、メアルルードが苛いら立だたしげに髪を搔かき、シュプルの許もとへやって来て言う。

「ああもうっ、イライラする！　貸してみろ！」

　メアルルードはシュプルの手からリンゴを奪うと、腰に帯びたナイフを抜き、鮮あざやかな手つきで四つに切り分けた。

「ほらよ。これで食えるだろ？」

「うん。ありがと」

　シュプルは切り分けられたリンゴを片手で抱えるようにして持つと、その一つを手にして齧る。

「──おいしい!!」

　リンゴでつられたわけではないが、思っていたよりもいい海かい賊ぞくかもしれない。シュプルがぱっと顔を輝かがやかせると、メアルルードも微かすかに笑みをこぼした。メアルルードは机の横に行って片手をつくと、オホンと咳せき払ばらいをして言う。

「あーその、あんたをここに呼んだ理由だが……もうわかってると思うが、あたしは字が読めない。このあたしに字を教えろ。そのためにあんたを仲間にしたんだからな」

　シュプルは小首を傾かしげて問いかけた。

「あの……メアルルードはさ、」

「キャプテンだ」

　メアルルードが即座に訂正する。シュプルは「ご、ごめん」と素直に謝あやまると、気になっていた素朴な疑問を口にした。

「キャプテンはさ、どうして字が読めるようになりたいの？」

　メアルルードはよくぞ聞いてくれたとばかりに口くち許もとを緩ゆるめるが、オホンと咳せきをして、気を持たせるような間を置く。

「あー……何だ？　そんなに知りたいのか？」

「うん」

「どうしてもか？」

「うん」

「……しょうがないなぁ。特別だぞ？」

　メアルルードは緩んだ口許を隠すように、もう一度オホンと咳をすると、おもむろに口を開いた。

「──あたしはね、バカ親おや父じ……泣く子も黙だまる〝赤ひげ〟も到達することのできなかった海賊の高み、海かい賊ぞく王になりたいんだ。そのためには、ある程度の学がなけりゃ格好がつかないだろう？　だから字を覚えたいのさ」

　想像だにしなかった言葉を聞き、シュプルは目をまん丸に見開く。

「海賊王って……マテウスみたいな海賊王？」

「そうだ文句あ……って、知ってるのか？　マテウスのこと」

　メアルルードは整った眉まゆを上げ、意外そうに訊きく。

　シュプルは弾んだ声で言った。

「知ってるよ！　だって、本で読んだことあるもの！　ずっと昔に活かつ躍やくした、偉大な海賊王でしょ!?」

　そう。

　シュプルは本が大好きで、色々な本を読んでいる。その中に、海賊王の冒険を綴つづった物語もあった。シュプルのお気に入りの本の一つだ。

「すごいや！　キャプテン、海賊王になるの!?」

　メアルルードは胸を張って答える。

「ああそうさ！　七つの海を股に掛ける、大海賊だ!!」

「仲間もいーっぱい集めて？」

「そうだ！　仲間ももっともっと増やして、大船団を築く!!」

「宝物もいーっぱい集めて？」

「悪党どもから絞り取って、この世の全すべてをいただくさ！　そしてその金で、南の島を買うんだ！　最低限のルールさえ守れば後は好き放題の、あたしら海賊の楽園さ!!　その夢を叶かなえるためにも、あたしは──」

　そこでメアルルードは、そのスラリと伸びるきれいな脚をバンッ！　と机の上に載せ、船室の張り出し窓から見える太陽を指差し、断言する。

「あたしは、海かい賊ぞく王になるっ!!」

　メアルルードは余よ韻いんに浸るように、しばらくそのままでいた。

「………………」

　シュプルが呆ぼう然ぜんとしてその姿を見つめていると、その視線に気付いたのか、メアルルードははたと我に返る。太陽を差していた指をのろのろと下げ、そろそろと机の上から脚を下ろした。そして、うつむきがちの顔をほんのり赤く染めて、手を引っ込めた上着の袖そでで、ごしごしと脚を載せていた机を拭ふく。ちょっと恥ずかしかったらしい。

　しかしシュプルは、

「すごい!!」

　と、歓声を上げた。

「すごい！　カッコイイ!!」

　メアルルードは赤い顔のまま、少しはにかんだ笑みを洩もらす。

「そ、そうか？」

「うん！　キャプテンならなれるよ！　頑張って海賊王になってね！　僕、応援する!!」

「嬉うれしいこと言うじゃないか。このぉ！」

　メアルルードはシュプルの傍そばにやって来ると、頭を摑つかんでぐりぐりと撫なでる。

「──ぃよしっ！　勉強は明日からにしよう！　今日は気分がいい。飲むぞ!!　付き合え!!」

　そう言うと、答えも聞かずにドアを開け、甲かん板ばんへと向かって叫ぶ。

「おい、誰だれか酒を持って来い！　早くしろよ!!」

　シュプルは慌てて言う。

「ぼ、僕はお酒飲めないよ？」

「なにぃ？　それでも海賊か！」

「ええっ!?　そんなっ！　僕、さっき宣せん誓せいしたばっかりだよ!?」

　シュプルとメアルルードがぎゃーぎゃーと言い合っていると、やがて酒さか樽だるを抱えたムルカがやって来た。

「何だ？　やけに盛り上がってるな」

　そのムルカに、メアルルードが食いつくように話しかける。

「ちょうどいい。あんた、酒は飲めるな!?」

「ん？　ああ、飲めはするが……」

「よし、じゃああんたも付き合え！　今日は吐くまで飲ませるぞ!!　運が悪かったと思って諦あきらめな!!」

　メアルルードは昂こう然ぜんと言い切り、シュプルとムルカは呆ぼう然ぜんとしたまま顔を見合わせた。

　その五分後──。

「……らからぁ、あたしは海かい賊ぞくおーになるのらぁ！　文句あるかあっ!!」

　椅い子すの上にあぐらをかいて座るメアルルードが、怪し過ぎる呂ろ律れつで言った。

　銅合金のマグを口に運んだままムルカが、

「……恐ろしく弱いな」

　リンゴをもぐもぐと食べているシュプルが、

「……とっても弱いね」

　しかしメアルルードは気付かず、上じよう機き嫌げんで笑う。

「あっはは！　あんた酒強いなぁ！　気に入ったろぉ！　じゃんじゃん飲めー!!　じゃんじゃんー！　じゃん、じゃん──…………」

　メアルルードは胸を大きく反らすと、そのまま後方へばたりと倒れ込んでしまった。

「き、キャプテン!?」

「おいおい、大丈夫か？」

　シュプルたちが顔を覗のぞき込むと、メアルルードは両目を閉じたまま、ニヤニヤ笑いながら呟つぶやく。

「あたしはぁ、海賊王らー。とーっても、えらいんらぁろー？」

　その呟つぶやき声はやがて、規則的ないびきへと取って代わった。ムルカは上着を脱ぎ、メアルルードの上にそっとかけてやる。

「……ねぇムルカ」

「ん？　何だ？」

「この船から抜け出すの、もうちょっと先だよね？」

　シュプルは期待を込めてそう問いかけた。ムルカはふっと笑って答える。

「……ああ。そうだな」

　メアルルードが寝返りをうち、「もー飲めないろー」と、幸せそうな寝言を言った。

「──おやすみ、キャプテン」

　シュプルたちはそう声をかけ、メアルルードの部屋を後にした。




　翌日からシュプルには、メアルルードに字を教えるという日につ課かができた。

　最初のうちは、古参の乗組員はシュプルたちを信用してなかったようだが、日を重ねるごとに打ち解けていった。まだ仲良くなれないでいるのは、ムルカのことを根に持っているボルバサくらいのものだ。

　シュプルはいつものように、帆ほ布ぬののズボンをずるずると引きずり、だぼだぼの上着の袖そでから手を出して、頭に巻いた布がずり落ちてくるのを直しながら歩く。すると、今日もみんなから気軽に声がかけられる。海かい賊ぞくたちは気のいい連中ばかりで、話してみると意外と優やさしいのだ。

　とてとて。とてとて。

「──おいシュプル。魚を釣ったんだが、食うか？」

　航海士のマトックが言った。

「ううん、今はいいよ。ありがと」

　シュプルは答える。

　とてとて。とてとて。

「──シュプル、後で船倉に来いよ。カードゲームを教えてやる」

　船医のベラムが言った。

「うん！　後でね」

　シュプルは答える。

　とてとて。とてとて。

「──キャプテンの勉強、はかどってるかぁ？」

　ロレノアが訊きいちゃいけないことを訊いた。

「………………」

　シュプルが答えられないでいると、皆から笑い声が起こる。と、唐とう突とつにメアルルードの部屋に通じるドアが開き、髪と同じくらいに顔を真まっ赤かに染めたメアルルードが姿を現した。

「う、うるさい！　文句あるか!?」

　乗組員たちは蜘く蛛もの子を散らしたように逃げる。これから勉強を教えるシュプルだけはその場から逃げられない。

　……ずるい。




「──その字、左右反対に書いてるよ？」

　シュプルが間違いを指摘すると、メアルルードはしかめっ面つらになってぶつぶつと文句を言った。

「ったく、誰だれだよ文字なんてもんを作った奴やつは」

「でもそれ、すごく簡かん単たんな字だよ？」

　シュプルがついそんなことを言おうものなら、

「──文句あるか？」

　メアルルードはじろりと一いち瞥べつしてそう言う。




　……コンコン。




　勉強を続けていると、部屋の中に控えめなノックの音が響ひびいた。

「誰だれだ？」

　メアルルードが声をかけると、皿に食事を盛ったムルカが中に入って来る。

「夕食を持って来たんだが……勉強の邪じや魔まかな？」

　メアルルードは天の助けとばかりにペンを置き、明るい口調で言う。

「いや、ちょうどいい。勉強は今日はここまでにしよう」

「え？　でも、今日はその字をきちんと覚えないと……」

　シュプルが教師として至し極ごくまっとうなことを口にするが、

「う、うるさい！　キャプテン命令だ！　文句あるか!?」

　メアルルードはそう反論する。

「……ずるい」




　ムルカが三人分の夕食を丸テーブルに並べていく。初日の宴会以降、シュプルとムルカ、そしてメアルルードの三人で食事を摂とるのが日につ課かとなっているのだ。

　三人が席につくと、メアルルードがテーブルマナーそっちのけで、鳥のもも肉に齧り付いた。海かい賊ぞくらしい荒々しさのある食事風景だが、メアルルードだと品がないと言うよりも何だか愛あい嬌きようがある。食べ物を他ほかの者に取られまいと、口いっぱいに頰ほお張ばる小動物を思わせるのだ。

　シュプルもメアルルードを真ま似ねてお肉に齧かじり付き、もくもくと咀そ嚼しやくする。ムルカは手にしたラム酒をクイッと飲むと、口いっぱいに食べ物を詰めたまま、至福の表情を浮かべているメアルルードに問いかけた。

「……なぁキャプテン、一つ訊ききたいことがあるんだが、いいか？」

「ふぁんら？　ひくはひゃらんほ」

　メアルルードは手にしている鶏とり肉にくを隠すように身を捻ひねる。

　ムルカは一つ苦笑を洩もらして訊いた。

「キャプテンはどうしてこれまで字を習わなかったんだ？　ここ数日でわかったが、有名な〝赤ひげ〟の率いていた海賊団だけあって、乗員たちも優ゆう秀しゆうな人材が揃そろっている。航海士のマトックや船医のベラムなんか、海軍にもそうはいない博学な人間だ。字を教わる機会なんていくらでもあったろう？」

　その言葉に、メアルルードは急に仏ぶつ頂ちよう面づらになった。口一杯に詰め込んでいた食べ物をごくりと飲み込むと、テーブルをどんっと叩たたいて言う。

「それはクソ親おや父じのせいだ!!」

「……〝赤ひげ〟の？」

　ムルカが眉び宇うをひそめると、メアルルードが「そうなんだよ聞いてくれよ」とばかりに、丸テーブルに肘ひじをついて身を乗り出す。メアルルードは香水などつけていないだろうに、はす向かいに座るシュプルの許もとに、動いた空気に乗って仄ほのかにいい匂においが届く。

「あんのバカ親おや父じ、あたしがまだ小さい頃ころに、無む理り矢や理りに文字を教えようとしやがったんだ！　しかも同時に三カ国の文字を覚えさせようとしたんだぞ？　三カ国だぞ!?　三カ国!!」

　メアルルードは「信じられるか!?」と、バンバンと机を叩たたく。

　ムルカは微かすかに眉まゆを上げて言う。

「それはまた……海かい賊ぞくらしからぬ英才教育だな」

「英才教育ぅ？」

　メアルルードは眉を片方だけ上げ、鼻で笑う。

「ハンッ！　そんないいもんじゃないよ。あのクソ親父、あたしが覚えられないって言ったら、グーで殴りやがったんだ！　グーでだぞっ!?　まだ年とし端はもいかない可か憐れんな女の子を、普通グーで殴るか!?」

『可憐な……』

　シュプルたちが一つの単語に違和感を覚えて同時に呟つぶやいた。メアルルードははたと顔を染め、うつむきがちになって呟く。

「……か、可愛かわいいくらいにしとくよ」

　こちらが反応を返す前に、メアルルードはほんのり赤い顔をがばっと上げ、さらに捲まくし立てる。

「と、とにかくだ！　あのクソ親父はただの飲んだくれの大バカ野郎だ！　手を上げるなんてしょっちゅうあった！　見てくれよ！　あのクソ親父の投げつけたビンで頭を切って、今も傷が残ってる!!」

　メアルルードは側頭部の赤髪をかき上げて見せた。確かに、言われて気付くほどの傷が残っている。

「これだけじゃない！　他ほかにも、海賊に彫り物はつきものだって、こんな刺青いれずみまで入れさせやがった!!」

　怒り心頭といった体ていで、メアルルードは襟えり元もとのクラヴァットを解ほどき、胸元をはだけて見せる。胸の谷間の辺りに確かに刺青が彫られているが、シュプルは恥ずかしくて直視できない。

「ほらな!?　まだ十にも満たない時にこんなものを入れさせられたんだぞ！　信じられるか!?　どうせ入れるなら、こんなわけのわからない刺青より、もっとこう……」

　そう喚わめいていたメアルルードが唐突に口を噤つぐむ。その顔がみるみる赤く染まり、やがてメアルルードは胸元を隠して叫んだ。

「ば、バカ野郎！　じろじろ見るな!!」

　シュプルはムルカをちらりと見る。ムルカはシュプルと視線を合わせ、「自分が見ろって言ってたくせにな」とばかりに、肩をすくめた。

　メアルルードは落ち着くためか二、三度深呼吸し、まだ仄ほのかに赤い顔で言う。

「……まあ、そんなバカ親おや父じに反抗してたわけさ。親父が生きている間は絶対に字を覚えない。そう決めてたんだ。まっ、その親父も一年前にとうとうくたばったがね」

「そう言えば去年の夏頃ごろだったか。〝赤ひげ〟の噂うわさをとんと聞かなくなったのは。死亡説も流れたが、本当にそうだとはな。親父さんはどうして亡くなったんだ？」

　ムルカの問いかけに、メアルルードは背もたれに身体からだを預け、散漫な口調で言う。

「なに、追っかけて来た海軍と派は手でにやり合ってね。その時の流れ弾に当たったのさ。海軍との戦せん闘とうからは上う手まく逃げおおせたから、死んだっていう確かな話は流れてないみたいだけどね。まぁ誰だれかから訊きかれたら『病死』で通すことになってる。偉大な海かい賊ぞく〝赤ひげ〟は、海軍なんかにゃやられないってわけさ」

　メアルルードはどうでもいいといった感じに、ひらひらと手を振った。

「なるほど。父親への反抗か……」

　ムルカは手にしていたラム酒を一気に飲み干すと、まだ腑ふに落ちないといった感じで、さらに重ねて訊たずねた。

「だがわからないな。〝赤ひげ〟が亡くなってから丸一年は経たっているんだろう？　どうしてこれまでにマトックやベラムから字を習わなかったんだ？」

「え？　そ、それは……ほ、ほら。あいつらは何かと忙しいから……」

「忙しいといっても、一日数時間、字を教えるために時間を割さくくらいはできるだろう？　なぜ急に、シュプルを専属の教師にしてまで字を覚えようとしているんだ？」

「いや、それは──」

　メアルルードは彼女らしからず、言いよどむ。

　シュプルはその様よう子すを見て、助け舟を出すようにムルカに話しかけた。

「ムルカ、いいじゃないそんなこと。それより、キャプテンは偉いよね。あんまり勉強好きそうじゃないけど、一いつ生しよう懸けん命めいに字を覚えようとしてるもの。キャプテン、僕、応援するからね。一緒に頑張ろうね？」

　シュプルが人ひと懐なつっこい笑顔でそう言うと、メアルルードは虚きよを突かれたように少しばかり呆ぼう然ぜんとなる。だがやがて、思わず見み惚とれるほどの、優やさしげな微笑をその口くち許もとに浮かべた。

「……あんたはいい奴やつだね、シュプル。それに──ムルカ。あんたは頭もキレる。さすがあたしが見込んだだけはあるね」

　メアルルードはうんうんとひとり納得するようにうなずく。そして、

「──よし、決めた。あんたらには見せても平気だろう」

　メアルルードはそう言うと立ち上がり、本棚へと足を向けた。シュプルたちが怪け訝げんな顔で見守るなか、メアルルードはその本棚の真ん中に並んでいる本をごっそりと引き抜いた。そして、その奥に隠されるようにして置かれていた一冊の本を取り出す。

「……それは？」

　ムルカが訊たずねると、メアルルードは少しばかり複雑な顔をして笑った。

「これは親おや父じの日記だ」

「〝赤ひげ〟の!?」

　ムルカが興こう奮ふんしたように言った。それもそのはずだ。あの大海かい賊ぞく〝赤ひげ〟の日記なのだ。その中には、胸踊るような冒険の日々が記されているに違いない。シュプルもわくわくしてテーブルから身を乗り出す。

「親父の遺い品ひんの中から見つけたんだ」

　メアルルードは戻って来ると椅い子すに座り、丸テーブルの上におざなりに日記を置いて言う。

「……あたしはね、この中にどんなことが書いてあるのか知りたいんだ。だから字を覚えようとしたのさ。もちろん、海賊王になりたいってのも本心だがね」

「親父さんのこと、嫌ってるんじゃなかったのか？」

　ムルカがそう問いかけると、メアルルードは慌てたように言う。

「も、もちろん大っ嫌いさ！　それは昔から変わってないよ！　ただ……」

　テーブルの上に置かれた日記に視線をやり、困惑したように呟つぶやく。

「字を知らないあたしだって、自分の名前くらいは読める。この日記、あたしの名前がバカみたいに出て来るんだ。一体どんなことが書かれてんのか、どうしても気になるんだよ」

「でもさ、それならマトックやベラムに読んでもらえばいいんじゃないの？」

　シュプルが疑問に思ってそう訊ねると、メアルルードは「そこなんだよ」と、苦り切った顔で言う。

「それがだな……えーと、ジャミーって奴やつの話はしたことあったかね？」

　シュプルは記き憶おくになかったが、ムルカがうなずいて言った。

「ああ。確か嵐あらしの時に波にさらわれたって言ってたよな？　そいつの代わりに俺おれが引き抜かれることになったんだ。覚えてるよ」

「そうそう。そのジャミーだ」

　メアルルードは少し寂しげにうつむき、言葉を続ける。

「ジャミーはあたしが特に信頼している仲間の一人だったんだ。だから、この日記を見つけたとき、ジャミーに読んでくれって頼んだのさ。ジャミーはあたしと違って、学があったからね。ところが……あいつ、最初の数ページを一人でぺらぺら読んだと思ったら、あたしに日記を突き返してこう言ったんだ。『キャプテン、これはキャプテンが自分で字を覚えて、自分で読むべきだ』ってね。それからは何度頼んでも中に何が書いてあるのか教えてくれなかったし、その話をするたびにニヤニヤ笑うんだ。あたしの名前も出てることだし、何となく他ほかの奴には見せられなくてね。でも字を勉強する気にもなかなかなれないし、結局そのまま放ってたんだが……」

　メアルルードは日記にそのしなやかな指を這はわせて言う。

「──ジャミーがあんなことになっちまって、ふとこの日記のことを思い出したのさ。それでジャミーの言ってた通り、自分で字を覚えて読んでみようとしてたんだが……」

　日記を取り、シュプルへ唐とう突とつに突き付けて言う。

「あんたらになら、中を見られてもきっと大丈夫だろ。シュプル、読んでくれないか？」

「えっ!?」

　シュプルは目を瞠みはり、戸惑いの眼まな差ざしで日記を見る。

「でも……」

「いいから。頼むよ。この通りだ。──あたしは頭が良くないからさ、文字を覚えるのにどれほどかかるかわからない。だからさ、お願いだよ。あんたらと会ったのも、きっと何かの縁えんだと思うんだよ」

「………………」

　シュプルは向けられる暖かい眼差しと視線を交わすと、差し出された日記を丁てい寧ねいに手に取る。大した重みもないだろうに、それはやけにずしりと響ひびく。

　もう一度、確認するようにメアルルードに視線を振った。メアルルードは微笑を返す。ムルカに問いかけるような眼差しを送ると、ムルカは後押しするように深くうなずいた。シュプルはそろりと表紙を開ける。そして、口に出して読む前に、最初の数ページをめくってざっと眺めてみた。

「………………」

「どうした？　早く読んでおくれよ」

　何だかそわそわしながらメアルルードが言う。シュプルは顔を上げた。

「……ねぇ、キャプテン。僕、ジャミーさんの言う通りだと思うんだ。これは、キャプテンが自分で読んだ方がいいよ」

　メアルルードはしかめっ面つらになり、頭を苛いら立だたしげに搔かく。

「──っもう！　いったい何が書いてあるんだよ！　いいから読むんだ!!　キャプテン命令だよ!?」

「そんな……」

　シュプルが気弱な声を出すと、メアルルードが一いつ喝かつする。

「うるさい！　文句あるかっ!?」

「………………」

　シュプルはほうと溜ため息いきをつき、日記を口に出して読む。

　いや。

　それは日記と呼べるものではなかった。日付もばらばらで、メモのような調子で日々のことが書き連ねられているのだ。







　　２・25・Ｗ




　今け朝さからメアルルードの顔色が悪い。どうやら風か邪ぜをこじらせたらしい。雨が降っているというのに甲かん板ぱんに出て遊んでいたからだろう。

　ベラムに薬を出せといったら、あの野郎、この程度の熱で貴重な薬は出せないと言いやがった。子供はすぐ風邪をひくものだと？　メアルルードはあんなに苦しそうにしてるじゃないか。ヤブ医者め。あんまりムカついたんでぶん殴ってやった。てめえの治ち療りようでもしてろ。







　　３・14・Ｍ




　メアルルードも明日で六つになる。そろそろ本格的な勉強を教えてもいい頃ころだろう。

　よーし、明日からさっそく字を習わせよう。世界中の文字を書けるようにしてやる。喜ベメアルルード。この〝赤ひげ〟が誓うぞ。お前を世界一の女海かい賊ぞくに育ててみせる。







　　３・15・Ｔ




　あああやっちまった。

　やっちまった。

　何もグーで殴ることはないだろうグーで殴ることは。メアルルードの奴やつ、口の端を切って血が滲にじんでいた。

　ああ、痛かったろうなぁ。可哀かわい相そうになぁ。後でマトックにぬり薬を持って行かせるからな。

　あああ、何で殴っちまったんだ……。







　　７・８・Ｆ




　もう駄だ目めだ。俺おれは父親失格だ。いや人間のクズだ。

　何ですぐカッとなっちまうんだ。あんなに可愛かわいいメアルルードに向かってビンを投げつけるなんて正気じゃねえ。ベラムは小さいが傷が残ると言っていた。一生残る傷だ。俺おれはクソだ。





ちくしょう。もう死んでやる。









　　７・８・Ｆ




　マストで首をくくろうとしたらジャミーに止められた。

　若造のくせに痛いところを突きやがる。そうだ。俺が死んじまったらメアルルードは誰だれが守るんだ。メアルルードは俺の宝だ。何にも勝る宝だ。俺がこの命に代えても守ってみせる。

　メアルルード、この俺を嫌ってもいい。憎んでもいい。だが、この俺が生きている限りは、どんなことをしても俺がお前を守る。この大海かい賊ぞく〝赤ひげ〟が誓うぞ。命を賭としての誓いだ。




　メアルルードが、

　メアルルードが、

　メアルルードが……。

　こういったものを書くのは苦手なのだろう。ふと思いついて娘の成長日記をつけようとしたが、日付もばらばらで、その時々の自分の感情を書き連ねるだけの代しろ物ものとなった……と、そんな感じだ。だが、娘に対する愛情だけは、すごくよく伝わってくる。

　途中からメアルルードは顔をうつむかせている。紅くれないの前髪がその表情を隠しているので、彼女が今どんなことを考えているのか推し量る術すべはない。

　ムルカがもういいだろうとばかりに、シュプルの手にしている日記にすっと手を伸ばし、読むのを遮った。シュプルはそろそろと日記をテーブルに戻す。うつむいたままのメアルルードが、呟つぶやくように声を洩もらした。

「……あのクソ親おや父じはいつも身勝手だった。気に入らないことがありゃ殴ったし、娘だからって特別扱いもしなかった。あたしの前じゃ、あいつは常に〝赤ひげ〟だった。親父じゃなく、大海賊〝赤ひげ〟だった。〝赤ひげ〟だったんだよ……」

「キャプテン……」

　シュプルが心配して声をかける。メアルルードはテーブルに置いてあったラム酒入りのマグを乱暴に引っ摑つかむと、頭から豪快に被かぶった。真しん紅くの髪が濡ぬれそぼち、前髪の先から雫しずくが滴したたり落ちる。

「……泣いてなんか、ないからな」

　メアルルードはただ一言、そう呟いた。




　少し風が出てきたようだ。船の揺れが僅わずかに大きくなった。

　シュプルは椅い子すに腰掛けたまま、所在なげに足をぷらぷらさせていたが、やがてちらりとメアルルードに視線をやった。メアルルードの顔は伏せられたままだが、先ほどまで微かすかに震ふるえていた肩は、今はもう静かになっている。どうやら大分落ち着いてきたようだ。ムルカに視線を転じると、ムルカは少し前から手にしていた〝赤ひげ〟の日記に静かに目を通しているところだった。

　シュプルは椅子を動かしてメアルルードの隣となりに行き、自分の頭に巻いていた布切れで、メアルルードの髪を拭ふいてあげる。メアルルードは何も言わずにうつむいたままだ。ラム酒に濡ぬれた髪は何だかべとべとした。

　シュプルはメアルルードの髪を拭き終わると、ふとムルカを見る。先ほどから日記を読んでいたムルカだが、ページをめくっていた手がぴたりと止まっていた。その顔には思案するような表情が浮かんでいる。シュプルは怪け訝げんに思い、ムルカが手にしている日記を覗のぞき込んだ。

「……え？　地図？」

　シュプルは頓とん狂きような声を上げる。ムルカが広げているページには、島の地図らしきものが書かれていたのだ。だが何な故ぜか、その左側のページが破かれている。

「ねぇムルカ。それ、何の地図かな？」

　シュプルが訊たずねると、ムルカは不敵な笑みで答えた。

「宝の地図……とかな」

「なんらってぇ!?」

　唐突にメアルルードが顔を上げた。その目は完全に焦点を失っている。

「キャプテン……もしかして、酒を被かぶっただけで酔っちまったのか？」

「お酒くさい……」

　シュプルたちの半ば呆あきれたような声を無視して、

「宝の地図らってぇ？　どれどれ──」

　身を乗り出し、ムルカが手にしている日記を覗き込む。

「──うんっ！　間違いないろぉ。それは宝の地図らー！　よーし、あたしら三人れ見つけ出して、山分けらーっ!!」

　一いち瞥べつしただけでそんな無責任なことを言い放ち、メアルルードは高笑いする。

「おいおい、キャプテン──」

　と、突如としてムルカの瞳ひとみに鋭するどい光が宿った。

「？　どうかしたの、ムルカ？」

　シュプルが不安げに訊きく。ムルカは「静かに」というふうに口くち許もとに人差し指を持って行くと、日記をテーブルの上に戻し、肩けん帯たいに下げた短刀カトラスに手を這はわせたままドアまで足を忍ばせて向かう。

「？」

　シュプルたちが怪け訝げんな顔を見合わせるなか、ムルカはドアを勢いよく開けた。ドアの向こうに広がる甲かん板ばんには、静かな闇やみがたゆたっている。

「どうしたのらぁ？　誰だれかいるのら？」

　メアルルードが緊きん張ちよう感かんに欠ける声で問いかけた。

「…………いや、どうやら俺おれの勘かん違ちがいだったようだ」

　返ってきたその言葉に、メアルルードは据わった目で責めるように言う。

「つたく、一人で先にがばがば飲んでるかららー。酒は飲んでも飲まれるら。これは常じよう識しきらぁろ？」

　メアルルードはそう言うと立ち上がり、新しくラム酒を注いだマグを手にして上じよう機き嫌げんで笑う。

「よーし、今夜は前祝いらー。日記のことらこれくらいにして、飲むろー！　じゃんじゃん飲むろー!!」




　光の斜幕が張り出し窓から洩もれ込んできた。シュプルはその眩まぶしさに目を覚ます。

　最初は自分がどこにいるかわからなかったが、徐じよ々じよに頭がはっきりしてきた。ここはメアルルードの部屋だ。

　昨日あれから、夜遅くまでキャプテンの冒険話を聞いていたのだが、そのまま眠ってしまったらしい。周りには食い散らかした名残なごりがあり、酒瓶も転がっている。ムルカとメアルルードが──とはいえ、メアルルードは喋しやべるのに夢中だったから、ほぼムルカ一人だが──飲んだものだろう。

　ムルカとメアルルードも雑ざ魚こ寝ねしていたように思うのだが、二人の姿は部屋にはない。シュプルが首を傾かしげていると、甲板の方から誰かの怒鳴り声が聞こえてきた。シュプルはびっくりして飛び起き、すぐさま甲板へと出てみる。

　甲板は殺さつ伐ばつとした雰囲気に満ちていた。

　メアルルードとボルバサが甲板の中央で睨にらみ合い、その周囲を乗員たちが取り囲んでいる。

　海かい賊ぞくなのだ。お互いを激はげしく罵ののしり、殴り合いを始めることもしばしばある。しかし今回シュプルが目にしている光景は、そんな生なま易やさしいものとは思えなかった。

　一いつ触しよく即そく発はつ。

　何か小さなきっかけがあれば血みどろの殺し合いが勃発しそうな、そんな緊張感を孕はらんだ空気が満ちている。

　シュプルはびくびくしながらも、集まっている乗員の中からムルカの姿を見つけ出し、声をかけた。

「ム、ムルカ。どうかしたの？」

　ムルカはシュプルの方を見もせずに、険しい表情で言う。

「……やっぱりネズミがいたようだ。昨日の話、ボルバサに聞かれていたよ」

「昨日の話って？」

　怪け訝げんな顔をするシュプルに、ムルカが断言した。

「宝の地図、さ」

　輪わの中心でボルバサが皆に向かって叫んだ。

「みんな、俺おれの話は噓うそじゃねえぞ！　キャプテンは財宝のありかを示す地図を持っていながら、俺たちには黙だまっていた!!　財宝を一部の仲間たちだけで独占するつもりだったんだ!!」

　乗員たちがざわついた。話に懐かい疑ぎ的なのであろう、沈ちん黙もくして事の成り行きを見守っている者もいるが、中にはボルバサの言葉を受けて険けんのある不満の声を上げている者もいる。ボルバサは得意げな表情でメアルルードを見やる。メアルルードは無言のままボルバサを睨にらみ返している。

「──おいボルバサ。お前の言っていることが真実だという証拠はあるのか？」

　乗員の一人がそう問いかけた。マトックである。マトックはボルバサの言葉を信じていないらしく、その声には幾分責めるような響ひびきが宿っている。しかしボルバサは自信ありげに言い切った。

「証拠？　そんなもん、キャプテンの部屋を調べればすぐにわかることだ。キャプテンが隠し持っている宝の地図が見つかるはずだぜ。その地図に記されている財宝をここにいるムルカとシュプルの三人で山分けする相そう談だんをしているのを、俺は昨日はっきりとこの耳で聞いたんだ。みんな、キャプテンはとんだ食わせ者だぜ。表向きは義ぎ賊ぞくを気取ってやがるくせに、陰で何をやってるかわかったもんじゃねぇ。いくら〝赤ひげ〟の娘だからって、こんな奴やつの言いなりになってていいのかよ？　こんな奴をキャプテンなんて呼ぶ必要はねえ！　こいつの部屋から宝の地図を見つけ出して、俺たちで財宝を山分けしようじゃねえか!!」

　ボルバサは勝ち誇った笑みで皆を見渡す。その表情は、自分のぶった演説に陶酔しているようにも見える。

　それまで黙だまっていたメアルルードは呆あきれたように大きく溜ため息いきをつき、かぶりを振った。そして、ボルバサをじろりと睨にらみ据えると言う。

「黙って聞いてれば、ごちゃごちゃと寝ぼけたことばかり言いやがって……あたしが宝の地図を持ってるだって？　ハンッ！　親おや父じの日記のことを言ってんならお笑い種ぐさだね。あんたは見てないから知らないのさ。あんな半切れしかない上に島の位置も記されてないもの、地図とは呼べないよ。ただの紙切れさ！　命令違反をしょっちゅうする上に、口を開けば金、金、金……欲に目が眩くらんだ大馬ば鹿かがっ!!　はぐれ者だったあんたを仲間にしてやったのは誰だれだい!?　あたしだろう！　その恩も忘れて嚙かみついて来るなんて、ノラ犬にも劣るね!!」

　吐き捨てるように紡つむがれた言葉に、周りを取り囲む乗員たちから喝かつ采さいが起こった。その中には、つい先ほど不満げな声を上げていた乗員も数多くいる。海かい賊ぞく王になるための資質と言うべきか、仲間を惹ひき付けるカリスマがメアルルードには確かにある。

　ボルバサは怒りに顔中を赤くした。まるでゆでダコのようなその状態で、ボルバサは猛たける。

「う、うるせえ!!　そんな言葉が信じられるか！　だいたい、地図が紙クズだろうとな、そんなものがあることを俺おれたちには教えず、昨日今日仲間になったような新入りに見せるってえのが気に入らねえ!!　海賊の絆きずなは信頼と友愛だ！　俺たちを信頼せずに、ぽっと出の奴やつらを信頼するとはどういう了りよう見けんだ!!」

　ここに来て初めて、メアルルードがぐっと言葉を詰まらせ、口くち籠ごもった。

「そ、それは……こ、こいつらは特に信頼できると思ったからだ。あたしの人を見る目は節穴じゃない。も、文句あるか!?」

　その説得力を欠いた科白せりふにいくらか余裕を取り戻したボルバサが、昂こう然ぜんと言い切った。

「ああ、文句は大ありだ!!　メアルルード、てめえに決けつ闘とうを申し込むぜ！　無む駄だな殺しはするな？　悪党からしか盗むな？　ふざけるな！　俺たちは海賊だぜ!!　てめえのやり方は前々から気に食わなかったんだ！　てめえを殺して、俺が新しいキャプテンだ!!」

「──あぁ？　なんだって？」

　メアルルードの声こわ音ねが変わり、真しん紅くの双そう眸ぼうがすっと細められた。形のいいその唇から、底冷えするほどの冷たい声が洩もれる。

「あたしを殺す？　あんたが？　……面おも白しろい冗じよう談だんだ。その決闘、受けてやるよ」

　メアルルードの手が短刀カトラスの柄つかに伸びる。それを見て、ボルバサの顔からサッと血の気が引いた。先ほどの威勢の良さはどこに行ったのか、ボルバサはひどく狼ろう狽ばいして言う。

「ち、ちょっと待て。まだ話は終わってな──」

「いまさらごちゃごちゃ言ってんじゃないよ!!」

　鞘さや走ばしりの音すらしなかった。

　目にもとまらぬ迅はやさで、メアルルードの刃やいばがボルバサの首めがけて走り──

　転てん瞬しゆん、甲かん板ばんに澄すんだ金属音が響ひびき渡り、火花が舞まい散った。黒い影かげが二人の間に割って入り、メアルルードの刃をすんでで止める。

「!!」

　メアルルードが驚きよう愕がくに目を瞠みはった。彼女の眼前には、ニヤニヤした笑みを浮かべた隻せき眼がんの男──ロレノアがいる。

　ボルバサはよろよろと後あと退ずさり、やがて笑みとも呼べない笑みを浮かべる。

「……へ、へへ。だから待てと言ったろう？　俺がてめえの相手をするとは言ってない。相手をするのはロレノアだ」

　メアルルードが舌打ちし、ボルバサを一いち瞥べつして吐き捨てた。

「ボルバサぁ、あんたの自信のもとはこれか」

「おいおい、これ呼ばわりはひでぇじゃないか」

　ロレノアはそう言ったかと思うと、メアルルードの腹めがけて猛烈な蹴けりを放つ。メアルルードはすんでのところで後ろに飛びのき、その蹴りをかわした。

「いやー、相変わらずにいい反応をするなぁ」

　ロレノアは広いつばのある帽子を指で正し、嬉うれしそうに称しよう賛さんの言葉を口に乗せる。だがメアルルードはそんなことには構わず、問いを投げかけた。

「ロレノア、あんたは財宝なんかには執着しない男だと思ってたけど……あたしの見込み違いだったかね？」

「いやいや、そんなこたぁない。俺おれは正直、宝の地図になんてこれっぽっちも興きよう味みはない。俺が興味があるのは……強い奴やつと闘やること。ただそれだけさ」

　メアルルードは汗で頰ほおに張りついた赤髪を払い、勇を鼓こ舞ぶするように唸うなった。

「……いいだろ。相手になってやる」

　しかしロレノアはあっさりとかぶりを振る。

「ああいや、俺が闘りたいのはキャプテンじゃない。もっと美お味いしそうな獲え物ものがいるだろ？」

　そう言ってロレノアが隻眼を振る先には、ムルカがいた。

「仲良しなんだろ？　そっちの代表はムルカ、おたくが来いよ」

　周囲の乗員たちがざわつき、ムルカの動向を窺うかがうように視線を集中させる。ムルカは虚きよを突かれたように眉まゆを上げていたが、口くち許もとに苦笑にも似た笑みを刷はくと、短刀カトラスを携えたまま前にすっと進み出た。周囲から大きな歓声が沸わく。

　シュプルが驚おどろいて声をかけた。

「ムルカ!?」

　ムルカは大丈夫とばかりに笑みを浮かべ、問いかける。

「シュプル。俺とあいつ、どっちが強いと思う？」

　シュプルは即答した。

「ムルカ！」

「……だったら、何も言わずに見ているんだ。お前だって、キャプテンを見殺しにはできないだろう？」

「でも……」

「なに、大丈夫さ。俺を信用しろ」

　シュプルは少しだけ躊躇ためらったが、やがてこくりとうなずいた。大丈夫だ。ムルカなら、相手が誰だれだろうとも決して負けはしない。それに、こんな時の闘たたかいを何と呼ぶか、シュプルは知っている。いつかどこかで、耳にしたことがあるのだ。

　ムルカの身体からだを案じる気持ちも確かにある。だが、シュプルは真剣な面おも持もちでムルカを送り出す。

「……わかった。男の闘たたかいってやつだね？」

　ムルカはふっと笑い、答えた。

「そうだ。男の闘いってやつさ」

「ムルカ、絶対勝ってね？　僕、一いつ生しよう懸けん命めいに応援するから！」

「ああ。よろしく頼む」

　ムルカがメアルルードの隣となりまで行くと、メアルルードは憤ふん然ぜんとして叫ぶ。

「ムルカ、あんたは下がってな！　こいつはあたしがやる!!」

「そうはいかない。相手のご指名だし、キャプテンには少し荷が勝ち過ぎる。自分でもわかってるんだろ？」

　メアルルードはぎりっと歯は軋ぎしりして言う。

「あんた、あたしが女だからって馬ば鹿かにしてるのか!?」

　ムルカは一いつ瞬しゆんきょとんとした顔を見せた。だがやがて、ムルカはくつくつと喉のどを鳴らして笑う。

「まさか。キャプテンが男だろうが女だろうが関係ないさ。一人の人間として、キャプテンは尊敬に値する。こんなところで死なせたくない。だから俺おれは、男としてキャプテンのために命を張ろう──そう思っただけさ」

「なっ……そ、そんな理屈が通じるか！」

「わかってないな。キャプテンは海かい賊ぞく王になるんだろ？　だったら変な意地は張らず、胸を張ってこう言えばいいだけのことさ。『ムルカ、あいつをあたしのために倒せ』。未来の海賊王のご命令とあらば、俺は嫌いやとは言わない。死地へも喜んで向かうさ。余計なことかもしれないが、キャプテンは自分の価値を過小評価し過ぎだよ」

　その言葉に、メアルルードは呆ぼう然ぜんとした体ていでムルカを見返す。しばらく二人とも無言だったが、やがてメアルルードは顔を伏せ、ぼそりと呟つぶやいた。

「……あんた、馬ば鹿かだな。大馬鹿だ」

　ムルカは口の端を上げて答える。

「たまに言われる」

　メアルルードはやにわにムルカの胸むな倉ぐらを摑つかみ、自分に引き寄せた。メアルルードは女性にしては長身だが、ムルカと比べるとやはり差が出る。顔を近付けると、上うわ目め遣づかいに、睨にらみつけるようにして言う。

「──負けてみろ。あたしがぶっ殺してやる」

「ああ、わかったよ」

　メアルルードは突き飛ばすようにムルカから手を離し、後ろに下がった。ムルカはうっすらとした笑みを刷はくと、ロレノアと対たい峙じする。

　甲かん板ばん上から雑音が消えた。波なみ頭がしらが船の腹を叩たたく音と、帆ほに受ける風の音だけが、いつもと変わらず流れている。

　ロレノアが口を開いた。

「わくわくするなぁ。なぁムルカ、俺おれたちはよく似ている。そう思わねぇか？」

　ムルカは鞘さやから短刀カトラスを抜き放つと言った。

「否定はしないさ」

　力強い追い風が吹き、マストの上でジョリー・ロジャーがひときわ激はげしくはためいた。

　──瞬しゆん間かん、ロレノアが獣けもののような瞬しゆん発ばつ力りよくを見せる。

　鋭するどい踏み込みから無造作とも言える動作で短刀を横に薙ないだ。ムルカはその紫し電でん一いつ閃せんを身を屈かがめてかわすと、下段から短刀を跳ね上げる。右の脇わき腹ばらから左肩へ抜ける軌道をとったその切っ先は、ロレノアが強引に戻した刃やいばで彼方かなたへと受け流された。

　鋭するどい金属音が、反射するもののない大海原へと溶ける。

　ロレノアは一歩飛び退のいて隙すきなく短刀を構えると、隻せき眼がんの死角を消すように僅わずかに顔を右に引き、流れるような足さばきで甲かん板ぱん上を移動し始めた。羽は織おったマントがまるで漆しつ黒こくの翼つばさのように尾を引いてたなびく。

　それと同様に、ムルカもすべるように甲板上を駆ける。周りを取り囲んでいた乗員たちが波のように引いて二人に道を開けた。シュプルも慌てて横に避よける。

　二人がマストを挟んで移動。刹せつ那な、マストの死角を利用してロレノアから熾し烈れつな突きが繰くり出された。しかしムルカはこれを読んでいたのか、身体からだを捻ひねってその突きをかわすと、連動する動きで身体を勢いよく回転、引き手に追い縋すがる速さで胴を払いに行く。ロレノアが紙かみ一ひと重えでその攻こう撃げきを受けた。火花が風に舞まう。筋肉の軋きしむ音さえも聞こえてきそうだ。
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　見ているだけで息ができなくなるような、ものすごい攻防が展開されていく。その証拠に、物見高いはずの海かい賊ぞくたちが、歓声の一つも上げられないでいる。

「ハアッ!!」

　ロレノアが気合の一声を発し甲かん板ばんを蹴けった。短刀カトラスの刃先がきらめき、風を切りながらムルカの肩口へと迫る。すさまじい勢いの斬ざん撃げきがその身に到達する寸前、ムルカは後方へと飛び退すさった。と、かわされて甲板へと振り下ろされるかに見えた短刀の刃先が空中でその方向を転じる。一拍も置かず凶きよう刃じんが首もとを寸分の違いもなく狙ねらった。ムルカは瞬しゆん間かん的に横へ半身動いて避よけるが、突発的な動きについていけずにその場に流れた長髪が、刃やいばに数本断ち切られて宙を舞う。

　ロレノアの剣けん舞ぶは途と切ぎれを知らぬように走り、一いつ気き呵か成せいと表現するに値する勇壮な連続攻撃が閃ひらめく。しかしムルカは見事な刀さばきでその攻撃をかわしていく。

「──チイッ！」

　焦りが出たか、ロレノアの攻撃の一つが力任せの大振りになった。ムルカはその一撃を難なんなくかわす。と同時に、相手の刃の腹に短刀を打ち下ろした。武器を取り落としこそしなかったが、ロレノアがバランスを大きく崩して前のめりになった。

　──決まる。

　誰だれもがそう思った瞬間、ムルカだけが異変に気付く。

　ロレノアが身につけている肩けん帯たいは、いつもはマントの中に半ば隠れているが、普ふ段だんそこには海賊にとって標準的な武器が吊つられている。今使っている短刀に、一丁のピストル。そして、襲しゆう撃げき用の手ちよう斧なである。激はげしい動きでマントがずれ、肩帯が僅わずかに覗のぞいている。その肩帯に吊られていたはずの手斧が、いつの間にかに消えていた。

　ロレノアの身体が空気を巻き込むように捻られた。ムルカは咄とつ嗟さに身体を反らす。下から舐なめるように投じられた斧おのが、ムルカの脇わきをかすめて勢いよく飛ぶ。その斧は威力を失うことなく走り、舵かじのある一段高くなった後部甲板、そのすぐ上に張り出している、縦じゆう帆はんの下辺を張るために船尾へと伸びる支柱ブームに音高く突き刺さった。

「──これもかわすかよっ!?」

　ロレノアが唸うなり、さらに猛然と打ちかかった。しかしその額ひたいには大粒の汗が吹き出している。

「ロレノアが……負ける？」

　誰かが信じられないというふうに、そう呟つぶやいた。

　シュプルはその呟き声を拾い、誇らしげな笑みを浮かべる。だが、すぐさま眉まゆ尻じりを下げ、心配して叫んだ。

「ムルカ、ロレノアを殺しちゃったら嫌いやだよ!!」

　乗員たちが目をぱちくりさせてシュプルを見やる。ロレノアは、
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　何とも言えない苦り切った表情を見せた。ムルカは口くち許もとにふっと笑みを浮かべる。

　ジョリー・ロジャーがはためいている。

　剣けん戟げきの音が響ひびく。

　ムルカは狭い階段を駆け登り、後部甲かん板ばんへと移動した。ロレノアもすぐさまその後を追う。刃やいばを交わして鍔つば迫ぜり合いとなるが、力比べとなれば長身のムルカに分ぶがある。ロレノアはそれを嫌ったか、横に流れて体たいを入れかえた。ムルカは舵かじを背にし、ロレノアは船尾を背にする。

　ロレノアが対たい峙じしたまま、息を切らせながら話しかけた。

「やっぱおたく、強いねぇ。ここまでやるとは、正直思わなかった」

　ムルカは不敵な笑みをその口許に浮かべると、世間話をするような気軽さで言った。

「誉ほめてもらうよりも、降参してもらった方が俺おれとしては嬉うれしいんだが？」

　ロレノアの眉まゆがぴくりと動く。

「──そいつはできない相そう談だんだなぁ」

　声こわ音ねが変わった。

　勝負に、出る。

　ロレノアは振り絞るような気合の声を発すると、爆ばく発はつ的なスピードで一気にムルカへ肉迫した。刃の届く間合いで沈み込むような低い体勢になり、バネをたわめるように全身の力を刹せつ那なに凝ぎよう縮しゆくする。二人の視線が交こう錯さく、ロレノアの隻せき眼がんにそれまで以上に鋭するどい光が宿る。

　──刃先も見せない獰どう猛もうな突きがムルカめがけて伸びた。

　ムルカは反射的に顔を横に振ってかわす。

　頰ほおに朱色の筋が走るよりも早く、もう一いち撃げき。

　引き手すら見えなかった。狙ねらいはムルカの心しんの臓ぞう。シュプルが一つ瞬まばたきをするにも満たない時間で、二人の間で死し闘とうは決着する。




　ガキィッ！




　ムルカの刃がロレノアの二撃目をからくも逸そらした。視線が絡む。隻眼に驚きよう愕がく、双そう眸ぼうに称しよう賛さん。わずかの間だが、ロレノアが流れた身体からだのまま呆ぼう然ぜんとした体ていになる。ムルカは短刀カトラスを弧を描くように動かして相手の刃を絡め取ると、そのまま大海原へと放った。

「!?」

　ロレノアは自分の短刀が海へ消えていくのを一いつ瞬しゆん目で追う。その間かん隙げきに、ムルカは身体を横にして相手に蹴けりを見み舞まった。ムルカの踵かかとが見事にロレノアの鳩みぞ尾おちに決まり、ロレノアは後方に吹き飛ぶ。

　ここで初めて、乗員たちから大きな歓声が起こった。

　階段の上まで駆け登っていたシュプルがガッツポーズをとる。そのシュプルの頭を押さえるようにして、メアルルードが興こう奮ふんして身を乗り出す。頭に巻いていた布がずれ落ちて視界を塞ふさいだ。見えない。重い。

「どうする？　まだ続けるか？」

　ムルカが舵かじに背を預けたまま、短刀カトラスを肩に担ぐ。ロレノアはよろよろと立ち上がったかと思うと、素早い動きで肩けん帯たいに吊つっていたピストルを引き抜いた。

「！　ロレノア、卑ひ怯きようだぞ!!」

　メアルルードが叫んだが、ロレノアはかさにかかって言い返す。

「うるせえ！　海かい賊ぞくの決けつ闘とうに卑怯も糞くそもあるか!!」

　ロレノアは隻せき眼がんをぎらつかせてムルカを睨にらむが、ムルカは平然として言う。

「ロレノア、撃うつ気もないピストルは人に向けるもんじゃない」

「……ッ！」

　ロレノアはぎりっと歯は軋ぎしりするが、ピストルを下ろす気け配はいはない。

　ムルカは一つ溜ため息いきをついて、散漫な口調で告げた。

「あー、お前さっき言ったよな？　海賊の決闘に卑怯も糞もあるかって。……それじゃこれもアリだな？」

　ムルカは背を預けていた舵に手をやると、それを唐とう突とつに勢いよく切った。

　船体が大きく傾かしぎ、シュプルは階段から転げ落ちそうになる。そのシュプルの身体からだをメアルルードが支えてくれた。

　ロレノアは咄とつ嗟さのことにも拘かかわらず、絶妙なバランス感覚を発揮してその場に身体を残す。

　しかし、それが仇あだとなった。

　縦じゆう帆はんの下辺を張るための支柱ブームは、帆に受ける風を調整するために、左右へと振れるようなしくみになっている。後部甲かん板ばんのすぐ上に張り出しているその支柱が、船体が傾くのに合わせて右う舷げんから左舷へと大きく振れた。ロレノアにはそれが見えていただろう。しかし、隻眼の死角になって見えていないものがあった。

　ロレノアはムルカの動きにだけ注意を払っていた。

　ムルカは笑みを浮かべていた。

　支柱がロレノアの頭上を通過する瞬しゆん間かん、先ほど投じて支柱に突き刺さっていた斧おのの柄つかが、でくの棒のようにその場に突っ立っていたロレノアの横よこ面つらを強烈にはたいた。つば広の帽子が宙に舞まい上がり、ロレノアは甲板上を派は手でに吹き飛ぶ。その手からピストルが離れ、甲板を滑った。

　ムルカはゆっくりと歩を進めると、まだ起き上がれないでいるロレノアに短刀を突きつけて言う。

「同じことを訊たずねるが……どうする？　まだ続けるか？」

　ロレノアはその切っ先に視線をやり、朦もう朧ろうとした様よう子すで答える。

「──いや、参った。おたくの勝ちだよ」

　船を揺るがすほどの大歓声が起こった。




「──さてと。あんたらの処分はどうしようかね」

　メアルルードの視線の先には、甲かん板ばんの隅へと追い詰められる形のロレノアとボルバサがいる。メアルルードはまずはロレノアに問いかけた。

「ロレノア、あんたはどうする？　あたしにつくか、それともまだボルバサに味方するか？」

　ロレノアは血の滲にじむこめかみに手を押し当てたまま、肩をすくめて見せた。

「俺おれはムルカと闘やりあってみたかっただけで、ボルバサの味方をしたつもりはないんだが……まあ、裏切り行為には違いない。どうせ拾った命だ。キャプテンの気が済むようにしてくれや」

「へぇ。覚悟はできてんだね」

「ああ」

　ロレノアが迷いなくそう返答すると、メアルルードは口くち許もとに笑みを浮かべる。その笑みは呆あきれているようでもあり、しかしどこか納得しているような清すが々すがしい笑みだ。

「よし。それじゃあたしの好きにさせてもらうよ。ベラム、ロレノアの傷を診みてやりな」

「!?」

　ロレノアが目を大きく見開いてメアルルードを見つめる。メアルルードは笑みを浮かべたままで言った。

「あたしの好きにしていいんだろ？　ロレノア、あんたのしょうもない性格はわかってるつもりだ。あんたがムルカと闘りあってみたかっただけだと言うんなら、まあその通りなんだろ。裏切り行為には違いないし、この場でその首を刎はねてもいいんだが……あんたのその潔いさぎよさに免じて今回だけは許してやる。もう一度あのジョリー・ロジャーに宣せん誓せいしな。あたしの許もとで働くんだ」

　メアルルードの指示に従い、船医のベラムが傷口を押さえていたロレノアの腕をどけ、その傷の様子を診る。ロレノアは戸惑うような視線をメアルルードに向けていたが、やがて敵かなわないなとばかりの苦笑を浮かべて言った。

「あーあ、参ったなぁ。こりゃキャプテンには一生頭が上がんねぇな」

　メアルルードは腕を組み、至極当然とうなずく。

「わかってるじゃないか。あたしは未来の海かい賊ぞく王であり、あんたの命の恩人なんだ。一生こき使ってやるから覚悟しな。それと、今日のようなことは二度とごめんだよ。あんたには罰として、下したっ端ばの仕事をさせるからね。覚悟しときな」

「う……わ、わかった。仕方ない」

「──よし」

　メアルルードは満足げに一つうなずくと、今度はボルバサに向かって話しかける。

「ボルバサ、あんたはどうしようかねぇ？　あんたの場合、宣せん誓せいしてもそう簡かん単たんには信用できないんだが？」

　ボルバサはぐっと唸うなり、助かるために必死で皆へと話しかける。

「ま、待てよ。みんな忘れてんじゃないか？　こいつ……い、いや。キャプテンは、俺おれたちに重大な隠し事をしていたんだぞ！　これは俺たちに対する裏切り行為だぞ!!」

　メアルルードは白けた眼まな差ざしでボルバサを見やる。

「だから決けつ闘とうを受けて決着をつけたんだろ？　まあいい。シュプル」

「うん」

　シュプルは名前を呼ばれると、メアルルードの許もとに歩み寄った。その手には〝赤ひげ〟の日記が握られている。先ほど取って来るように言われ、ここまで持って来ていたのだ。

　メアルルードはその日記を受け取ると、問題の地図が記されている部分を開いて高々と掲かかげ、皆に見せる。

「これがボルバサの言っていた『宝の地図』さ。見ての通り、半切れしかない上に島の位置も記されていない、単なる紙クズだ。……だがまあ、確かに黙だまっていたのは悪かったと思うし、新入りにだけ見せたってのも気に食わないだろう。あたしが悪かったよ。みんな、許してくれ」

　メアルルードは日記をシュプルに手渡すと、周りに集まる乗員を見渡し、すっと頭を下げる。それに面食らった乗員たちは、お互いに顔を見合わせた。

　やがて、乗員の一人が言う。

「まあ、その……何だ。隠し事をしてたってのは気に入らないが、他ほかのことで不満を覚えたことはないし、俺はこれまで通りキャプテンについていくぜ」

「俺もだ。だいたい、ボルバサをキャプテンだなんて呼ぶのはまっぴらごめんだぜ！」

　違いないとばかりに、辺りで笑いが起きる。

　メアルルードはボルバサに向き直り、ウインクして言った。

「──美人は得だろ？」

　気持ちのいい笑い声が船上で弾はじけた。乗員たちは手を叩たたいてはやし立てる。

「ボルバサ。あんたはどうやら、あたしがキャプテンであることに不満なようだね。でもあたしはキャプテンを辞めるつもりはないし……こうなったら、あんたが船を降りるしかないね？」

　メアルルードは短刀カトラスを抜き、ボルバサの胸元に突きつける。

　それを見たシュプルが、驚おどろいて訊きいた。

「キャプテン、どうする気なの!?」

「ん？　このまま突き殺すか……あるいは、海に落とすか」

　ボルバサが蒼あおくなって言う。

「ひっ……ま、待ってくれ！　ここらはサメがうじゃうじゃいやがるんだ！　助かりっこねえ!!」

「ええっ!?」

　シュプルは目を丸くすると、メアルルードの傍そばに行き、上着の裾すそを引っ張る。

「キャプテン、可哀かわい相そうだよ。助けてあげよう」

　メアルルードが眉まゆを吊つり上げて言った。

「はぁっ!?　あんた、忘れたのかい？　こいつのせいでムルカはロレノアと命のやりとりをしたんだ。一歩間違えば、ムルカが命を落としたかもしれないんだよ？　それでもあんたはこいつを助けるって言うのか？」

「そ、そうだけど……」

　シュプルが言いよどんでいると、ムルカが横から言った。

「俺おれもシュプルと同意見だ。何も殺すことはない」

　後押しするその一言に、シュプルはぱっと顔を輝かがやかせ、メアルルードに懇こん願がんするような眼まな差ざしを送る。

　メアルルードは眉まゆ根ねを寄せたまま黙だまっていたが、やがてほうと溜ため息いきをついた。

「甘い。が……あんたらならそう言うだろうとは思ったんだよね」

　メアルルードは短刀カトラスをボルバサに向けたまま、大おお海うな原ばらを見渡した。そして水平線の先に、小さな島を見つける。

「──おい。あれは無人島だよね？」

　誰だれに問うともなしに問いかけたその声に、マトックが答えた。

「へい、そうですね」

「──よし。あそこに向かうよ。ボルバサ、喜びな。あんたの島だ」

　メアルルードが意地悪くそう言うと、ボルバサは蒼い顔のまま、その場に膝ひざから崩れ落ちた。

「？」

　シュプルがわけがわからずにいると、ムルカがぼそりと呟つぶやく。

「置き去りにする気か」

　シュプルが問いかけるような眼差しでムルカを見上げると、ムルカがそれに気付いて補足するように言った。

「──海かい賊ぞくたちの行う処罰の一つさ。掟おきてを守らない者を船から降ろして、ああいった孤島に置き去りにするんだ。一瓶の水と一丁のピストルだけ持たせてな。運が良ければ通りかかった船に助けてもらうこともできるが、だいたいは──のたれ死ぬか、持たされたピストルで自害する道を辿たどることになる」

「そんなっ!?」

「これも海かい賊ぞくの掟おきてだ。俺おれたちは口を挟めないさ。あいつの悪運を祈ってやるだけだな。まっ、大丈夫だろ。憎まれ者はなかなか死なないもんだ」

　船は徐じよ々じよに孤島へと近付き、やがて泳いでも渡れるほどの場所までやって来た。ボルバサに水とピストルが渡される。

　ボルバサは覚悟を決めたのか、唸うなるように言った。

「覚えてろよメアルルード。いつかお前を殺してやる」

　個性の欠片かけらもないそんな科白せりふを吐き終わると、ボルバサは勢いよく海へと飛び込んだ。そして、猛然と島に向かって泳ぎだす。

　メアルルードはその姿を面おも白しろくもなさそうに眺めていたようだったが、やがてついと視線を逸そらし、ムルカの許もとへと歩み寄った。少しばかり背伸びをし、その首にガシッと腕を回すと、肩をバシバシと叩たたいて上じよう機き嫌げんで笑う。

「よーしよし、よくやったぞムルカ！　さすがあたしが見込んだ男だ!!　何か褒ほう美びをやらなきゃいけないね。何がいい？　遠えん慮りよせずに言いな！」

「──何でもいいのか？」

　ムルカが重ねて訊たずねると、メアルルードは「ああ、もちろんさ！」と、胸を叩いた。

　ムルカは、言った。

「それじゃあ、一つ頼みを聞いてもらおうかな。──俺とシュプルを、この船から降ろしてくれ」

「!?」

　メアルルードの動きが止まった。周りにいた乗員たちも、何を言い出すんだとばかりに眉まゆをひそめる。

　シュプルはムルカを見上げる。ムルカは静かにシュプルを見返し、うなずいた。

「──本気でそんなことを言ってんのか？」

　メアルルードが真剣な面おも持もちで低く問いかける。

「ああ、本気だ」

　その返答を聞くと、メアルルードはシュプルへと視線を転じ、問い詰めた。

「シュプル、あんたもか？　あんたも本気で、この船を降りるなんてバカげたことを考えてんのか？」

　シュプルは一いつ瞬しゆん躊躇ためらった。

　キャプテンやみんなと別れたくはない。本心からそう思う。仲間になったあの日、キャプテンの部屋のなか、熱く語られたあの言葉──今でも、鮮せん明めいに覚えてる。

『仲間ももっともっと増やして、大船団を築く!!』

　そうだ。名前を覚え切れないほどの仲間と共に、大おお海うな原ばらを駆けるんだ。

『悪党どもから絞り取って、この世の全すべてをいただくさ!!』

　そう。悪者たちをやっつけて、世界に名を轟とどろかす英雄となる。

　誰だれもが噂うわさすることだろう。「海かい賊ぞく王・メアルルード」と、その傍かたわらにいる二人の男のことを。伝説よりも鮮あざやかに、三人の勇姿は人々の記き憶おくに刻まれる。

　そして──築くんだ。南の島に、海賊たちの楽園を。

　考えるだけでわくわくする。いや、想像の域を出ないからこそ、ここまで胸が躍おどるんだ。

　シュプルは、船乗りだ。海で生きるということは同じでも、海賊とは決定的な違いがある。憧あこがれが夢に変わるには覚悟がいる。シュプルは、キャプテンが望むような海賊にはなれない。それだけは、きっとこの船に乗る前からわかっていたんだと思う。

　シュプルがムルカの言葉を肯定するようにうなずくと、メアルルードはムルカを突き放し、柳りゆう眉びを逆立ててがなった。

「シュプル、あんたはあたしが海賊王になることを応援すると言ったよね!?　あの言葉、噓うそだったのか！」

　シュプルはぶんぶんとかぶりを振る。

「そ、そんなことないよ！　僕、キャプテンのことは応援するよ!!」

「それじゃあなぜ、船を降りようとするんだ!?」

「それは……」

　言葉を探しあぐねているシュプルを代弁するように、ムルカが続けた。

「俺おれもシュプルと同じ考えだ。キャプテンのことは応援するよ。その度胸といい誠実さといい、海賊王になる人物がいるとすれば、それはキャプテンをおいて他ほかにはないだろう。しかし、だ。キャプテンが海賊の高み……海賊王になったとき、その傍そばに俺たちがいるかどうかは俺たちの問題だ」

「だから裏切ると？」

「人聞きが悪いな。別の道を歩むと言って欲しい。キャプテンもわかっているだろう？　海賊業、俺はそこそこ楽しめそうだが……シュプルには向いてない。足を洗うなら今のうちだ」

　メアルルードはきゅっと唇を嚙かむが、すぐさま激はげしくかぶりを振って言う。

「駄だ目めだ！　駄目だ駄目だ駄目だ!!　あたしは許さないよ！」

　そして、この話はもう終わりだというように、踵きびすを返して自分の部屋へと向かう。

「キャプテ……」

　声をかけようとしたシュプルは、その途中で口を噤つぐんだ。こちらを僅わずかに振り返ったメアルルードの横顔が、ちらりと見えたからだ。

　見間違いだろうか？

　メアルルードは、今にも泣き出さんばかりの顔をしていた。




　──翌日。

　シュプルたちはいつも通り、下したっ端ばの仕事である甲かん板ばん掃除をしていた。ぶかぶかの上着とだぼだぼの帆ほ布ぬののズボン、そしてずるずるとずり落ちてくる頭に巻いた布切れに悪戦苦く闘とうしながらも、シュプルは甲板に丁てい寧ねいにモップをかける。掃除が半分くらい終わった頃ころだろうか。向こうからメアルルードがやって来た。

「──あれ？　もう勉強の時間？」

　シュプルが小首を傾かしげて太陽を仰いだ。太陽は船の真上にある。おかしい。まだそんな時間じゃないはずだ。

　メアルルードは口くち許もとに微笑を浮かべているものの、その瞳ひとみには少し悲しげな色が浮かんでいる。

「……キャプテン？」

　シュプルが不ふ審しんに思って声をかけると、メアルルードは静かに話し始めた。

「あたしは頭は良くないけどさ、バカなりに一いつ生しよう懸けん命めいに考えてみたよ。それで……これがきっと、一番イイ方法だと思うんだ」

「？」

　シュプルとムルカは怪け訝げんな顔を見合わせる。しかしメアルルードは何も言わず、シュプルの背丈に合わせて屈かがみ込んだ。そして、

「……サービスだぞ？」

　そう呟つぶやいたかと思うと、メアルルードはシュプルが頭に巻いている布を少し上にずらし、おでこに軽くキスをした。

「!!」

　シュプルはわけがわからず、ただただ顔を真まっ赤かに染める。

　メアルルードは笑みを刷はいたまま立ち上がると、今度はムルカの胸むな倉ぐらを摑つかんで引き寄せた。ほんのりと頰ほおを染めて、早口に言う。

「あ、あんたはおでこに届かないからな。それだけだぞ？　文句ないな？」

　そして、背伸びをして唇を重ねる。

　甲板にいた乗員たちから悲鳴にも似た声が上がった。

　メアルルードが離れると、ムルカは頰をぽりぽりと搔かいて訊たずねる。

「……これはどういうことだ？」

　メアルルードは恥ずかしそうにうつむいていたが、やがてその真っ赤な顔を上げ、用意してましたとばかりの科白せりふを紡つむぐ。

「うわっ、何てこった！　こいつら、あたしの唇を奪いやがった!!」

　そして、ごしごしと袖そでで唇を拭ぬぐう仕し草ぐさをする。だが実際に拭ってないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「あたしはね、偉大な海かい賊ぞく〝赤ひげ〟が残した、この世の至宝なんだよ!?　その唇を奪うなんて、とんだ反逆行為だ!!」

　シュプルたちと一いつ緒しよになって甲かん板ばん掃除をさせられていたロレノアが、近くにいる乗員に訊たずねた。

「……ちと大げさじゃないか？」

　それに対し、メアルルードが一いつ喝かつする。

「うるさいっ！　文句あるか!?」

　ロレノアは「おーこわ」と呟つぶやいて口を噤つぐんだ。

　メアルルードはシュプルたちに向き直って続ける。

「まったく、とんでもない奴やつらだ。あんたらみたいな奴らは船に置いとけない！　マトック！」

　名前を呼ばれた航海士のマトックが、慌てて返事をする。

「へい、何でしょう？」

「この付近に孤島があるって言ってたね？　そこに船を向けな。こいつらをそこに置き去りにしてやる！」

「え？　し、しかしキャプテン。この付近の孤島は昨日も言ったように……」

「うるさい！　文句あるか!?」

　マトックは目を瞬しばたたくが、やがて得とく心しんがいったように笑みを浮かべた。

「へい、わかりました。進路を変えます」

　困惑気味のシュプルが、ムルカを見上げて不安げな視線を送る。

　ムルカはメアルルードの真意を確かめるように、ただ黙だまって佇たたずんでいた。




　海かい賊ぞく船が孤島の近くまで進んだ。

　そこは確かに孤島だった。人もいない、視界にすっぽり収まるほどの、小さな小さな無人島だ。

　だが。

　視線を海の向こうに転じれば、陸地がくっきりと見えた。しかも大きな港町があるのか、町並みや、海を行き交う帆はん船せんが見て取れる。

　ここにきて、シュプルは気付く。

　メアルルードは、シュプルたちを解放してくれるつもりなのだ。シュプルたちが海賊であることに不満を覚えていると知って、元の生活へと返してくれようとしているのだ。そのことに皆も気付いているだろうに、誰だれ一人として異を唱えない。シュプルは胸がじんわりと熱くなる。

　そんななか、メアルルードだけが意地を張るように、元気な声で下へ手たな芝居を続ける。

「さーて、着いたね。それじゃまずピストルを渡し……おおっと!?」

　メアルルードは手が滑ったとばかりに、手にしていたピストルを取り落とす。しかもわざわざ、二メートルほど離れた海面にピストルを放る。

「ああ、しまった！　渡すピストルを落としちまった!!　どうしようかねぇ……」

　乗員たちはそのわざとらしさに苦笑するが、ロレノアが見ちゃいられないとばかりに芝しば居いに乗る。

「そいつは酷ひどいな。自害することもできないじゃないか。完全にこっちの手落ちだし、何か別のものを持たせるってのはどうだよ？」

　メアルルードはぽんと手を叩たたいた。

「そいつはいいね。例えば何を持たす？」

「そうだなぁ……水と食料、一週間分ってのはどうだ？　まあ、そんなに必要ないとは思うがね」

　ロレノアは港町を見やり、くくくと笑う。

「ああ、そいつはいい考えだ！　皆、こいつらに一週間分の水と食料を持たせな。ええい、ついでだ！　金貨もいくらか持たせてやりな。あの世への駄賃だ!!　みんな、文句はないね!?」

　乗員たちは異い議ぎはないとばかりに笑みをこぼす。

「キャプテン……みんな……」

　海賊なかまの優やさしさが胸を締しめ付ける。シュプルは知らず知らずのうちに、ぽろぽろと涙をこぼしていた。

「……なっ!?　ば、バカ野郎！　泣くんじゃない!!」

　シュプルの涙に気付いたメアルルードが慌てて言う。

「泣くな！　男だろう!?　涙なんか見せず、胸を張って自分の道を行け!!」

　メアルルードのその言葉に、シュプルは袖そででごしごしと涙を拭ふくと、こくりと力強くうなずいた。

「うん。僕、もう泣かないよ。少しの間だったけど、僕も海かい賊ぞくだったんだもの。未来の海賊王が率いる、誇り高い海賊団の一員だったんだもの。泣いたりなんかしない」

「!!」

　メアルルードは感極まったというような表情を見せて口をへの字に結ぶと、ぷいっとそっぽを向いた。

「……キャプテン、泣かないで」

「う、うるさい！　泣いてなんかいない！」

　やがてシュプルたちの許もとに一週間分の水と食料が運ばれて来た。身を屈かがめてそのチェックをしていたロレノアが、ぼそりと独り言を呟つぶやく。

「……ここらを通る船は島の南側に航路をとるそうだ。助かりたい奴やつは、南側で野宿するだろうな」

「ありがとう、ロレノア」

「はて、何のことやら」

　ロレノアは立ち上がると、ムルカと視線を交わす。

「……達者でな。機会があればまた会おうぜ」

「ああ。だが今度は決けつ闘とうなしで会いたいもんだな」

「そりゃこっちの科白せりふだ。おたくとは二度とごめんだよ」

　ロレノアはそう言い、頭に巻いた血の滲にじむ布に手を当てて、痛いててとおどけてみせた。

　そっぽを向いていたメアルルードが袖そででごしごしと顔を拭ぬぐい、傍そばに控えていたマトックの手にある服を少しばかり乱暴に引っ摑つかむ。それはシュプルたちが海かい賊ぞくの服装になる前に着ていた服だ。メアルルードはシュプルたちにその服を差し出す。

「ほら、あんたらの服だ。島で着替えな」

「え、いいよ。僕、この海賊の服装、気に入ってるもの」

「バカ。どっかの船に運良く助けられても、そんな格好じゃ下へ手たすりや縛しばり首だよ？　島についたら着替えて、その服は燃やすんだ。狼煙のろし代わりくらいにはなるだろ」

「そんな……」

　シュプルが残念な気持ちでうつむくと、頭に巻いていたボロ布がずり落ちてきて、視界を半分ほど塞ふさいだ。シュプルはそのボロ布を外し、言う。

「それじゃあ、これだけ大事に持ってる。これだけだったらいいよね？」

「その布切れを？」

「うん！　僕の宝物にするんだ!!」

　シュプルが元気にそう言うと、メアルルードは「宝物ぉ？」と素すっ頓とん狂きような声で反復し、ぷっと吹き出した。そして、お腹なかに手を当ててアッハハと楽しげに笑う。やっぱりキャプテンには笑顔が一番似合っている。映はえる赤髪で太陽のように明るく笑うその姿は、一般的に言われる海賊という暗あん澹たんたる存在の中にあっても、千里を照らす灯台のように人々を強く惹ひきつけるのだ。

　メアルルードはひとしきり笑うと、無造作に手を伸ばしてシュプルの手からボロ布を奪った。そして、

「……こんなもの、ただのゴミさ」

　メアルルードはそう言って、その布を海へと投げ捨てる。

「ああっ!?」

　シュプルは慌てて甲かん板ばんの縁へりに駆け寄り、海へと放られたボロ布を目で追った。ボロ布は海面に落ちてしばらくぷかぷか浮いていたが、やがて海底へとその姿を消して行く。

「ああ…………ひどいよキャプテン！　何であんなことするのさ！」

　シュプルが憤ふん然ぜんとなって振り返ると、そこにはキャプテンの姿はなかった。

「あれ？」

　シュプルはきょろきょろと辺りを見渡す。そして、甲かん板ばんにいる皆の視線が上の方を向いているのに気付き、シュプルは顔を上げる。

　視線の先では、メアルルードがメインマストをするすると登っていた。その口にはナイフが咥くわえられている。

　シュプルが目を丸くしているうちに、メアルルードはジョリー・ロジャーの掲かかげられている場所まで登り切った。何をする気かと見守っていると──彼女は、咥えていたナイフを手にして、ジョリー・ロジャーの端を切り裂き始めた。

　乗員たちから驚きよう愕がくの声が上がった。当然だ。ジョリー・ロジャーは海かい賊ぞくたちの誇りである。そのジョリー・ロジャーを海賊のキャプテン自らが切り裂くなど、普通では考えられない。

　メアルルードはジョリー・ロジャーの切れ端を手にすると、マストを下り、甲板上へと戻って来た。乗員たちが訝いぶかしげな表情を見せるなか、彼女はジョリー・ロジャーの切れ端をシュプルとムルカに手渡した。

「どうせ宝物にするなら、あんなボロ布じゃなくてそいつにしな」

　シュプルは目を瞠みはって言う。

「そんな！　だ、だってこれ、ジョリー・ロジャーの一部だよ？　とっても大切なものなんでしょう？」

　メアルルードは太陽の光に目を細めながら、ジョリー・ロジャーを見上げる。右隅が切り裂かれているが、それでも力強くはためいているジョリー・ロジャー。

「まあ、確かにあれはあたしら海賊のシンボルであり誇りだ。かけがえのない大切なものには違いないが……」

　そこでメアルルードは、シュプルたちに向き直り、これ以上ない爽さわやかな笑顔で言う。

「あんたらほどじゃないさ。受け取っておくれよ」

　シュプルは呆ぼう然ぜんとなっていたが、やがて満面の笑みで元気にうなずく。

「うん!!」

　メアルルードは満足げな笑みを刷はくと、押し黙だまっている皆に向かって声を張り上げた。

「おい、何ボサッとしてんだ!?　何か文句あるか！」

　ロレノアがにやにやしながら言う。

「いや、異論はないさ。そいつらにやるんだったら本望だ」

「だったらボケッと突っ立ってんじゃない！　小舟を下ろすんだ！」

「おーこわ……」

　乗員たちが小舟を海面に下ろす作業に取りかかった。どうやらシュプルたちが孤島に渡るための小舟まで提供してくれるらしい。泳いで渡ったボルバサとはえらい違いだ。

　小舟が海面に下ろされ、島に渡る準備が整った。

　それに乗り込む前に、ムルカがメアルルードの前にすっと立つ。

「な、何だよ？」

　メアルルードが少しばかりどぎまぎしたように答えると、ムルカは肩けん帯たいから吊つるしていた酒を入れるフラスクを取り出した。『メリジェーン号』の船長、バルザーから奪ったあのフラスクだ。ムルカはメアルルードの腕を取り、その手にフラスクを握らせる。眉び宇うをひそめるメアルルードに、ムルカは言った。

「……これはキャプテンが持っておくべきものだ。返すよ」

「返す？　お、おい。どういうことだ？　あたしは酒なんか──」

「いいから、開けてみろよ」

「？」

　訝いぶかりながらもメアルルードはフラスクの蓋ふたを開ける。そこには酒の代わりに、丸められた一枚の紙が入っていた。メアルルードは小首を傾かしげながらもそれを取り出し、開いてみる。

「！　こ、これは!?」

　目を大きく見開き、弾はじかれたように顔を上げる。ムルカは無言でうなずくと、優やさしく告げた。

「そうだ。親おや父じさんの日記の一部……あの宝の地図の片割れさ」

「ええっ!?」

　シュプルは驚おどろき、メアルルードの手にある地図を覗のぞき込もうとする。しかし高くにあり過ぎてよく見えない。そのうち、宝の地図と聞いた他ほかの乗員たちが集まってきて、メアルルードの手にある地図を易やす々やすと覗き込んでいく。何か不公平だ。

「な、何であんたがこれを持ってるんだ!?」

　勢い込んで訊たずねるメアルルードに、ムルカは平然と答える。

「俺おれが持ってたわけじゃない。そのフラスクの持ち主……バルザーが持ってたのさ。バルザーはこの船から逃げ出す時に、地図の片割れも奪って行ったんだよ」

「なんだって!?」

　メアルルードは目を剝むく。ムルカは言葉を続けた。

「バルザーも〝赤ひげ〟から宝を横取りしようなんて大それたことを考えたわけじゃないだろう。その切れ端だけじゃ宝の在あり処かはわからないしな。どうせ二度と会うことはないとたかをくくって、自慢話のネタにでもするつもりだったのさ。実際、酒場で大声で自慢してたよ。俺は元海かい賊ぞくで、あの〝赤ひげ〟から宝の地図を奪ってやったってな。まっ、俺以外の奴やつはホラ話だと聞き流していたが」

　メアルルードは手にしている地図にもう一度視線を落とし、信じられないといった体ていで呟つぶやく。

「なんてこった。バルザーが地図を…………そうか。だから親父はあんなにもバルザーのことを──」

「そういうことだ。ハハッ、〝赤ひげ〟の娘が現れた時のあいつの顔、けっさくだったな」

　ムルカはくつくつと喉のどを鳴らしていたが、やがて地図を覗き込んでいた船医のベラムが言った。

「し、しかし俺おれたちはそんな話、一言も聞いてないぞ？」

　ムルカはふっと笑い、その問いに答える。

「そりゃそうだろうな。〝赤ひげ〟は、この宝をすべて娘に……キャプテンに譲ゆずるつもりだったんだ。信頼する仲間に隠してまで、娘のために残そうとした財宝。しかもその在あり処かを示す地図を〝腰抜け〟バルザーに持ち逃げされたんだ。大海かい賊ぞく〝赤ひげ〟としては、仲間には何も言えないさ」

「そ、それよりこの島はどこにあるんだ？　日記に記されていたあの地図とこの切れ端……二つが揃そろったとしても、この地図は不完全なんじゃないか？　島の位置を示すものが何も記されていない。このままじゃ、やはりこれはただの紙クズだ」

　マトックが地図を見ながらそう言う。

「その通り。このままじゃ、二つが揃ってもただの紙クズだ。バルザーもその辺がわかっていたから、〝赤ひげ〟の所有物にもかかわらず盗み出すなんてことをしたんだろう。盗み出したバルザー自身、宝の地図だということを疑ってたんじゃないかな？　……だがそれは、〝赤ひげ〟が娘に残した正真正銘の宝の地図だ。その証拠が、キャプテンの胸元にある刺青いれずみさ」

「あたしの？」

　メアルルードは咄とつ嗟さに胸元をはだけようとするが、視線が集まっていることにはたと気付いて思い止とどまる。彼女は襟えり元もとをこそこそと正すと、赤い顔で言った。

「あ、あたしの刺青がどうかしたのか？」

「その刺青、一見すればただの模様だが、そうじゃない。その刺青は海流を示しているんだ。抽象化された星座や大陸、それに三カ国の文字を組み込んだ暗号のようなものも記されていたようだから、解読すれば島の位置も割れるだろう。考えてもみろよ。キャプテンの頭に小さな傷をつけたくらいで死のうとした親おや父じさんだぞ？　意味もなく刺青なんか彫るわけがない。キャプテンに、いつか見つけてもらいたかったのさ。そして気付いて欲しかったんだ。自分がどれだけ娘のことを思っていたかをな」

「………………」

　ムルカの言葉を聞き、メアルルードは困惑するような、あるいは照れ隠しのために苦い顔をするような──いわく言いがたい複雑な表情を浮かべて押し黙だまった。だがやがて、静かに顔を伏せて、

「…………あのバカ親父」

　口の端を微かすかに上げてそう呟つぶやくと、そっと刺青のある胸元に手を触れた。その表情は、普ふ段だんの彼女からは想像もできないほどに穏おだやかだ。

　ロレノアが、唸うなるように言った。

「ムルカぁ。お前いったい何者なんだ？　ここまで来て、ただの船乗りだってこたぁないだろう？」

　ムルカは不敵な笑みを浮かべると、人を食ったようにあっさり言った。

「俺おれか？　俺はトレジャーハンターさ」

『トレジャーハンター!?」

　その場に居合わせた全員が、目をまん丸に見開いて大声を上げる。

「ああ、そうさ。……黙だまってて悪かったな、シュプル。酒場でバルザーが〝赤ひげ〟から奪った宝の地図のことを自慢してるのを聞いてな。その地図を手に入れるために、あいつの船に船乗りとして乗り込んでいたんだ。フラスクの中に隠し持っているってのは見当がついたんだが、肌身はなさず持っていたから、なかなか奪う機会がなくてな。そうこうしているうちに──この通りだ」

　ムルカは自分の海かい賊ぞくの服装を見て、おどけるように肩をすくめる。

「すごい！　カッコイイ!!」

　トレジャーハンターと言えば、その命を危険に晒さらしてまでも失われた財宝を追い求める、最高の冒険家だ。噂うわさには聞いていたが、ムルカがその一人だとは思わなかった。シュプルは尊敬と憧あこがれの眼まな差ざしでムルカを見上げる。

　しかし。

　シュプルのきらきらと輝かがやく瞳ひとみが、唐突に翳かげった。

「ん？　どうしたんだ、シュプル？」

　シュプルは眉まゆ尻じりを下げ、寂しげに言う。

「……それじゃ、港に戻ったらムルカはどっか行っちゃうの？　キャプテンと一緒で、もう会えなくなっちゃうの？」

　その言葉に、ムルカは僅わずかに目を細めて優やさしく笑う。

「──ああ、そうだな。俺も次の冒険に旅立つ。もしかしたら、もう二度と会えないかもしれない。……だが、寂しがることはないさ。俺たちには、これがある」

　ムルカはそう言い、先ほどメアルルードから手渡されたジョリー・ロジャーの一部を見せる。

「この誇り高きジョリー・ロジャーを共に掲かかげる限り、俺たちはどれほど離れていようとも仲間だ。そうだろう、キャプテン？」

　ムルカは話の水をメアルルードに向ける。メアルルードははっとなったあと、欠けた姿で風にはためくジョリー・ロジャーをゆっくりと振り仰いだ。そして、鮮あざやかな笑みをその口くち許もとに閃ひらめかせ、静かに断言する。

「──ああ、そうさ。このジョリー・ロジャーを共に掲げている限り、あたしらはかけがえのない仲間だ」




　シュプルたちが用意されていた小舟に乗り込んだ。

　別れの瞬と間きだ。

　甲かん板ばん上から、メアルルードがシュプルへと声をかける。

「シュプル、元気でな？　元の生活に戻っても、あたしらのこと忘れるんじゃないよ？」

「忘れるわけないじゃない。キャプテンも元気でね。ちゃんと勉強も続けなきゃ駄目だよ？」

　その言葉に、メアルルードが引きつった笑みを浮かべた。乗員たちから笑いが起きる。

「わ、笑うな！　文句あるか!?」

　そう一いつ喝かつしたあと、メアルルードはこほんと咳せき払ばらいをした。そして、ふとほろ苦い笑みをたたえ、ムルカへと話しかけた。

「ムルカ。もしも……もしも違う形で出会っていたなら、あたしはあんたに……────いや、すまない。あたしは何を言ってんだろうな。何でもない。忘れてくれ」

　馬ば鹿か馬鹿しいとばかりにかぶりを振るメアルルードに向かい、ムルカはニヤリとした笑みを浮かべ、冗じよう談だんとも本気とも取れる口調で答える。

「なに、俺おれも同じことを考えてたところさ」

「──ッ!?」

　メアルルードは絶句すると、ひどく慌てた様よう子すで後ろを向いてしまう。しかし彼女のすぐ傍そばにいた乗員の一人が、からかうように言った。

「キャプテン、顔が赤いですぜ？」

「う、うるさい！　文句あるか!?」

　小舟へ繫つなげられていたロープが外された。

　ムルカがオールを握り、ゆっくりと小舟が動き出す。海かい賊ぞく船との距離が、徐じよ々じよに広がっていく。

　シュプルは立ち上がり、離れゆく海賊船に向かい大きく手を振りながら、声の限りに叫んだ。

「みんな、元気でね！　キャプテン、立派な海賊王になってね!!　僕、応援してるから！　ずっとずーっと、応援してるからね!!」

　甲板にいる乗員たちが、歓声を上げて手を振り返してくれる。メアルルードは背中を向けたままだったが、肩越しにこちらを振り返った。その口くち許もとには、潮しお風かぜのように気持ちのいい笑みが浮かんでいる。

　メアルルードは顔を背けると、何も言わず、右手の拳こぶしを天高く突き上げた。

　──別れの瞬間だ。

　溢あふれてきそうな涙を拭ぬぐい、シュプルは胸を張って顔を上げる。

　雲一つない青空に、誇り高きジョリー・ロジャーがはためいていた──。










　シュプルがお話を紡つむぎ終えると、その冒険話におじいちゃんもわくわくしたのか、少しばかり上気した顔で言う。

「ああ、そうだよ。おじいちゃんは昔、海かい賊ぞくだったんだ。どれ、貸してみなさい」

　おじいちゃんはそう言うとシュプルの手から布切れを取り、頭に巻きつけた。

「──ほら、この通り！」

　おじいちゃんはシュプルたちに笑いかける。

「………………」

「………………」

　シュプルたちが何も言わないでいると、おじいちゃんは不安げな顔になって訊たずねた。

「？　どうしたんだ、二人とも？　おじいちゃんの顔に何かついてるか？」

　とそのとき、家のドアが開いてお母さんが畑から帰ってきた。

「ごめんなさいシュプル。ミレーヌさんとお話してたら遅くなっちゃって。お腹なか空すいたでしょ？」

　ドアの向こうには薄うす闇やみが広がっていた。お話に夢中で気付かなかったが、いつもよりも大分遅い時間になっているようだ。

　シュプルはすぐさまお母さんに駆け寄ると、その背中に隠れるようにして言った。

「うん、お腹空いた。家に帰ろう？」

　アロワも慌てた様よう子すでお母さんの傍そばまで来ると、シュプルと同様にその背中に隠れるようにまわり込む。

「わたしも早く帰らなくちゃ。パパに怒られちゃう」

「？　どうしたの、二人とも？」

　お母さんは怪け訝げんな顔でシュプルたちを見下ろすが、おじいちゃんに視線をやると、少し驚おどろいた顔をして言う。

「──まぁ、お父さん。何をしてるんですか？　……あっ、わかった。海賊ごっこでしょう？」

　おじいちゃんははっとなり、頭に巻いたままの布切れに手を触れた。おじいちゃんはちょっとバツが悪そうな顔をしたあと、少しだけ嬉うれしそうに言う。

「ああ、そうだ……一目でわかるほど似合っとるのか？」

　お母さんは、

「ええ、とっても！」

　と、楽しげに言ったあと、人差し指を口くち許もとに当てて少しだけ困ったような表情をして、シュプルたちが言えなかったことを口にした。

「でも…………似合い過ぎて、ちょっと怖いですよ？」
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　ロッキングチェアに腰掛けたおじいちゃんが、黒い布切れを手にしたまま、懐なつかしげに遠くに視線を馳はせている。膝ひざの上には手て鏡かがみが置かれているが、それはなぜか伏せられていた。

　おじいちゃんは昔、このパロースから外の世界に飛び出したことがある。外の世界で目にするものは全すべて新しん鮮せんだったが、その中でも強くおじいちゃんを惹ひき付けたものがあった。

　それは、海だ。

　おじいちゃんは外の世界で、生まれて初めて海を見た。

　広かった。

　とてつもなく広かった。

　この大おお海うな原ばらを目にしただけでも、パロースから出てきたかいがあったと、本気でそう思った。

　そしておじいちゃんは、パロースでは決して嗅かげないその香り──潮しおの香りも、とても気に入った。

　おじいちゃんはよれよれになって着なくなった服を裂くと、それを海水に浸した。こうすれば、潮の香りが布に移ると考えたのだ。

　この布には潮の香りが宿っている。

　おじいちゃんが愛した海の匂においだ。

　この布は海を閉じ込めた、おじいちゃんのかけがえのない宝物の一つなのだ。

　だというのに……。

「……変な匂いだと？　シュプルたちには海の匂いの良さがわからんのか」

　おじいちゃんは少し寂しげにそう言って、布を鼻へと持って行くと、もう一度くんくんとその匂いを嗅かいでみる。

「………………」

　──でも、まあ…………うん。
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「それじゃあ行ってくるわね？　シュプル、いい子でお留守番してるのよ？　おじいちゃんに迷惑をかけちゃ駄だ目めよ？」

「うん。いってらっしゃい」

　シュプルは玄関先まで出てお母さんを見送った。お母さんは今日も時間ぎりぎりだ。村のみんなが待っているであろう畑へと、急ぎ足で消えていく。

　お母さんが見えなくなってしまうと、シュプルはドアを閉めて家の中へと入った。すると、シュプルの視線は自然とおじいちゃんの宝箱へと惹ひき付けられる。

　いつもの場所に置かれている宝箱。しかし、今日はその様よう子すが違った。シュプルは「あれ？」と声を上げる。普ふ段だんならば、シュプルがいつでも中身を見られるように、宝箱の蓋ふたは開きっぱなしになっている。だが今日はそうじゃなかった。宝箱の蓋は、ぴったりと閉じられているのだ。

　シュプルが怪け訝げんそうに小首を傾かしげていると、

「──ああ、オホン」

　おじいちゃんがシュプルの気を惹ひくように、小さく空から咳せきした。シュプルは動きを止め、おじいちゃんへと視線を向ける。こちらを窺うかがうようにしているおじいちゃんと目が合った。

「ああ、その……」

　おじいちゃんはちょっと視線を泳がせたあと、ほうと一つ溜ため息いきをつく。そしてシュプルへと視線を戻し、意を決したように言った。

「シュプルや、今日はお話は休きゆう憩けいして、おじいちゃんと釣りにでも出かけないかい？」

　シュプルはその言葉に驚おどろき、大きく目を見開いた。おじいちゃんが釣りに誘ってくれたことなど、これまで一度もなかったのだ。

　おじいちゃんはシュプルの反応を見逃すまいと、こちらをじっと見つめている。シュプルははっと我に返り、そして笑顔で答えた。

「うん！　僕もおじいちゃんと一いつ緒しよに魚釣りしてみたい！」

　シュプルにだって、おじいちゃんと一緒に魚釣りに出かけてみたいという気持ちはずっとあったのだ。しかし、そんな思いは口に出せなかった。だって、おじいちゃんはシュプルのことを嫌っていると思っていたから。

　けれど。

　最近では、そんなことはなかったんだと、なんとなくわかってきた。だっておじいちゃんは、とっても、とっても優やさしいから。こんなことなら、もっと早くに仲良くなってればよかった。

　おじいちゃんは皺しわの刻まれた目め許もとをほころばせ、うんうんとうなずく。

「そうかそうか。シュプルも行きたいか。よしっ、それじゃあさっそく準備をしよう。そこで待ってなさい」

　おじいちゃんは踵きびすを返すと、釣りの道具をしまっている棚へと手を伸ばす。シュプルは瞳ひとみを爛らん々らんと輝かがやかせておじいちゃんの姿を追っていたが、やがて「あっ」と小さく声をこぼした。シュプルは静かに頭こうべを垂れる。胸の昂こう揚ようが徐じよ々じよにしぼんでいき、瞳ひとみには影かげが落ちた。

「ん？　どうしたんだい、シュプル？」

　おじいちゃんが手を止め、シュプルへと向き直った。シュプルはうなだれたまま言う。

「……僕、やっぱり行かない」

　その返答におじいちゃんは眉まゆを上げた。そして、もしやというふうにシュプルに近寄り、額ひたいに手を乗せる。もう片方の手はおじいちゃんの額に当てられていた。

　しばらくそうしたあと、おじいちゃんは安あん堵どするように言う。

「……ふむ、熱はないようだな。どうしたんだ？　気分が悪いのかい？」

「ううん。そうじゃないけど……」

「けど？」

　訊きき返すおじいちゃんに、シュプルは消え入りそうな声で答える。

「僕の身体からだはポンコツだから……魚釣りをしてる時に、熱が出ちゃうかもしれないでしょ？　そうしたら、おじいちゃんがお母さんに怒られちゃうもの。だから僕、行かない」

　おじいちゃんはその言葉に驚おどろいたように目を見開いた。しかしおじいちゃんはしばらくすると、滲にじむような笑顔で優やさしく目を細める。おじいちゃんはしゃがみ込み、シュプルの両肩にぽんと手を置いた。その手はごつごつしているが、とっても暖かい。おじいちゃんは教え諭さとすように静かに告げた。

「シュプルや、そんなことを心配しなくても大丈夫だ。それに、シュプルの身体はポンコツなんかじゃないよ？」

　シュプルは驚いて顔を上げる。おじいちゃんの穏おだやかな笑みがシュプルを出迎えてくれた。

「僕の身体が……ポンコツじゃない？」

　そんなはずはない。みんなが元気に走り回っていても、シュプルはその輪わの中に入ることすらできないのだ。シュプルの身体はポンコツだ。

　だが、おじいちゃんは力強い口調で断言する。

「そうだ。シュプルの身体はポンコツなんかじゃない。そりゃ、他ほかのみんなよりは少し身体が弱いかもしれないよ？　だがね、だからといって、シュプルの身体がポンコツだなんてこと、おじいちゃんは思わない。シュプルはね、他の人よりもちょっとだけ繊せん細さいにできているんだ。繊細という言葉の意味、わかるかい？」

　シュプルはこくりとうなずく。幼い頃ころから本を読み続けたためか、同おない年のアロワたちが頭を悩ませるような難むずかしい言葉も、シュプルはだいたい理解できる。

「そうかそうか。シュプルは賢かしこいねぇ」

　おじいちゃんはほっほと笑い、そして続けた。

「神様はシュプルをポンコツに作り上げたんじゃない。ガラス細工のように繊細にお作りになったんだ。だがね、シュプルが自分のことをポンコツだポンコツだと思い込んでいると、シュプルの身体からだも勘かん違ちがいをして、ポンコツな働きしかしなくなる。それはとても悲しいことだ。おじいちゃんはね、シュプルにそんなふうに育って欲しくないんだ」

　おじいちゃんは優やさしく「わかるね？」と付け加える。

（僕の身体がポンコツじゃない……）

　シュプルは頭の中でおじいちゃんの言葉を反はん芻すうした。

　──いつもいつも思っていたことがある。

　それは、どうしてシュプルの身体はポンコツにできているんだろうということ。

　最初は、シュプルだってそんなこと考えなかった。原因不明の高熱が下がったすぐあとだというのに、医者の話を聞かず、お母さんの目を盗み、アロワやみんなと草原を駆け回ったりもした。しかし、いくらかもしないうちに激はげしい動どう悸きに見み舞まわれた。呼吸が乱れ、歩くことも困こん難なんになり、その場でぺたりとへたり込んだ。そんなシュプルを見て、悪戯いたずらっ子のモールは言ったんだ。

『シュプルの身体はポンコツだ！』

　モールの傍そばにいるみんなも声を合わせてはやし立てた。それに同調せずに心配してくれ、モールたちを憤ふん然ぜんとなって叱しかってくれたのは、アロワくらいなものだ。

　それからというもの、シュプルはいつも思っていた。

（僕はどうしてポンコツなんだろう？）

　どうしてみんなとは違うのか？　どうして走り回ったりできないのか？

　どうして？

　どうして？

　……しかし結局、その答えを見つけることはできず、ただ諦あきらめの気持ちだけでここまできた。シュプル自身でさえ、自分の身体はポンコツだと思い込んだ。

　けれど。

　おじいちゃんは、シュプルのことをポンコツじゃないと言ってくれた。そう力強く断言してくれた。それはシュプルにとって、とてもとても心強いことだった。

（僕の身体はポンコツなんかじゃない！）

　だって、おじいちゃんがそう太鼓判を押してくれたのだから。外の世界に飛び出し、色々なものを目にしてきたであろうおじいちゃんが、そう言ってくれたのだから。

「うん！　僕の身体はポンコツじゃない！」

　シュプルがはっきりと声に出してそう言うと、おじいちゃんは満面の笑みを浮かべた。

「おお、おお。わかってくれるか。そうだよシュプル。シュプルの身体は繊せん細さいにできているだけだ。ポンコツなんかじゃない」

「うん！」

「いい返事だ。シュプルは素直で良い子だねえ」

　おじいちゃんは笑顔のままシュプルの頭を優やさしく撫なでる。おじいちゃんの撫でる手が心ここ地ちよくて、シュプルはしばらくそのままでいた。しかし、どうしても訊ききたいことがあって、やがて口を開く。

「……ねぇ、おじいちゃん？」

「ん？　なんだね？」

「でもさ、神様はどうして僕をこんなふうに作ったのかな？　どうせなら僕、もっと強い子に生まれてきたかった」

　シュプルが寂しげにそう言うと、おじいちゃんは瞳ひとみを曇くもらせた。そして、穏おだやかな声で言げんを継ぐ。

「……さてなぁ。おじいちゃんには神様のお考えはわからない。だがね、一つだけわかることがある。神様はシュプルのことをガラス細工のように繊せん細さいにお作りになった代わりに、ある素す晴ばらしい贈り物をシュプルにくださったんだ」

「贈り物？」

「ああ、そうさ。何だと思うね？」

　シュプルはおじいちゃんのその問いかけに対し、眉み間けんに小さな皺しわを寄せて「うーん」と頭を捻ひねる。しばらく考えてみるが、しかし思いつく答えはなかった。

「……わかんない」

　シュプルが正直に答えると、おじいちゃんはもう一度ほっほと笑う。やがておじいちゃんは優しい声で告げた。

「それはね、シュプルだけに与えられた、ガラス細工のように純粋で透明な心さ。パロースに住む人間は心穏やかで優しい者ばかりだが、シュプルはその中でも格別だ。おじいちゃんが言うんだから間違いない」

　その言葉にシュプルは驚おどろき、ぶんぶんと勢いよく頭を振る。

「そ、そんなことないよ。僕、悪い子だよ？　こないだだってお皿を割ってお母さんに怒られたし、それに、それにね、」

　シュプルが慌てて言葉を紡つむいでいると、おじいちゃんはひときわ大きな声を上げて笑った。シュプルはきょとんとなる。

　やがておじいちゃんははたと気付いたように笑い声を収めた。そして、口くち許もとに笑みを刷はいたまま、重大な忘れ物をしたというふうに付け加える。

「──そうそう。神様の贈り物はそれだけじゃないな」

「え？」

　シュプルがまじまじと見返すなか、おじいちゃんは言った。

「シュプルには、熱を加えたガラス細工のように様々な形に変化する、溢あふれんばかりの想像力が贈られている。おじいちゃんもシュプルの想像力には心底驚おどろいたよ？　アロワもびっくりしてただろう？」

「えっ、そんな……僕はただ、お話が大好きだから……」

　シュプルが照れて頰ほおを染めるなか、おじいちゃんは無言でにっこりと笑い、うんうんとうなずく。やがておじいちゃんは「よっこらせ」と立ち上がり、釣り道具がしまっている棚へと歩み寄った。そして、そこで何やらごそごそとあさったあと、密ひそやかな含み笑いを洩もらしながらシュプルを振り返り、手で「おいでおいで」と呼んだ。

　シュプルは小首を傾かしげたあと、おじいちゃんへと駆け寄る。おじいちゃんは棚からいつも入念に手入れをしていた自分用の釣り竿ざおと、もうひとつ──小ぶりな子供用の釣り竿を取り出した。

「わあっ！」

　シュプルは驚きの声を上げる。おじいちゃんはほっほと笑って言った。

「実はな、シュプルの釣り竿も作っておいたんだ。いつか一いつ緒しよに魚釣りに行こうと思ってな」

　シュプルは差し出された釣り竿を両手で受け取る。よくしなる、節のある木で作られた釣り竿だ。シュプルは好奇心に瞳ひとみをきらきらとさせながら、釣り竿を隅から隅まで観察する。

　おじいちゃんはにっこり笑い、そして言った。

「さあシュプル、釣りにでかけようか？」

　シュプルは顔を上げ、弾んだ声で答える。

「うん！」




　おじいちゃんはいつも決まった場所で釣りをする。シュプルもそのことは知っていたのだが、そこへ行くのは初めてだ。シュプルはおじいちゃんの後をとてとてとついて歩く。

　まずは家の裏手に延びる道をまっすぐに歩く。すると突き当たりに、葉脈鮮あざやかな木々が生おい茂る、ちょっとした森が現れる。その森へ分け入ってしばらく歩けば、唐とう突とつに視界が開け、太陽の光を反射するコの字型の美しい湖面が姿を見せる。その湖の西側、水面から斜めに傾いで伸びる樹きの傍そばに広がる、柔らかな芝しば生ふの上がおじいちゃんの特等席だ。

　シュプルは視界に広がる、大きくて美しい湖を眺めて言った。

「綺き麗れいなところだね」

「そうだろう？　おじいちゃんの秘密の場所さ」

　おじいちゃんはそう言うと、手にしていた釣り竿を芝生の上に置き、バケツを持って湖面へと近寄った。よっこらしょとしゃがみ込み、バケツに半分ほど水を汲くむとそれを地面に置く。釣り上げた魚をこのバケツに入れるのだ。おじいちゃんは釣る気まんまんである。

「魚、釣れるかな？」

　シュプルは期待半分、不安半分でおじいちゃんに訊きく。それに対し、おじいちゃんは自信たっぷりに言った。

「ああ、もちろん釣れるさ。なんたって、ここはおじいちゃんの秘密の場所だからね。もしかしたら、湖の主ぬしだって釣れるかもしれない」

「湖の主？」

　シュプルが小首を傾かしげると、おじいちゃんは悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべ、得とく々とくと物語った。

「そうだ。まあ、これだけ広い湖だからなかなか会えないが……この湖にはね、主とされるとっても大きな魚が住んでいるんだ。おじいちゃんは水面に映る魚の姿を見たことがあるんだが、シュプルの身長よりも大きいんだよ？」

　その信じられない言葉に、シュプルは興こう奮ふんして顔を上気させる。

「本当？　本当にそんな大きな魚がこの湖にいるの？」

「ああ、本当さ。シュプルや、おじいちゃんと一いつ緒しよに、この湖の主を釣り上げようじゃないか」

「うん！」

　おじいちゃんはうんうんと力強くうなずき、持って来ていた少し小柄な方のバケツを取り出した。そのバケツの中には、小魚の身をすり潰つぶして練ったものが詰められている。これが餌えさになるのだ。

　釣り竿ざおには針と糸、そしておもりと浮きがつけられていて、すでに準備万端整っている。おじいちゃんは魚のすり身をだんご状にして針につけると、おほんと咳せきをして立ち上がった。そして、釣り竿を慣れた手つきで振る。釣り竿はひゅっとしなり、糸が芸術的な弧を描いて湖面に落ちた。おじいちゃんは満足げな笑みを浮かべて言う。

「……さあシュプル、やってみなさい」

　シュプルはこくりとうなずき、すり身をだんご状に丸める。最初は大きくなり過ぎておじいちゃんに笑われた。むうっと頰ほおを膨ふくらませ、もう一度チャレンジ。今度はちょうどいいくらいの大きさになり、それを針につける。

　シュプルは立ち上がり、おじいちゃんと同じように釣り竿を振ろうとした。しかし、針が自分に飛んでくるんじゃないかとちょっと怖い。シュプルはしばらく悩んだあと、だんご付きの針を手でそろりと湖面に投げ入れた。だんごは静かに沈んでいき、浮きだけが頭の半分を覗のぞかせる。

「……これでいいの？」

　不安げに訊きくシュプルに対し、おじいちゃんは笑顔で答える。

「ああ。上出来だ」

　湖面で顔を覗かせる浮き。

　ぷか

　　　ぷか

　　ぷ。

　　　ぷか

　ぷか

　　　ぷ。

　浮きは平和に湖面を漂う。

「……もう釣れたかな？」

　期待いっぱいで訊きくシュプルに対し、おじいちゃんは笑顔で応こたえる。

「はっは。まさか。釣り始めたところだろう？　心配しなくても、魚が食いついたら浮きが沈むからわかるさ」

「そうなの？」

「そうさ」

　ぷか

　　　ぷか

　　ぷ。

　　　ぷか

　ぷか

　　　ぷ。

　浮きは平和に湖面を漂う。




　アロワはドアをこんこんとノックした。中から返事が聞こえる前に、腕に持った小さなバスケットに視線を落とし、上にかけてある布を少しだけめくってみる。バスケットの中身は、見るからに美お味いしそうなミラマパイである。お母さんがおやつに焼いてくれたものだ。

　アロワのお母さんが焼くパイは絶品だ。「家のお手伝いが終わってから食べる」という約束だったので、アロワはサボることもせず、急いで家の手伝いを終わらせた。アロワとしてはすぐにでも食べたいところだったが、シュプルとおじいちゃんにも食べさせてあげたいと思い、こうして駆け足でおじいちゃんの家までやって来たのである。

　アロワはうきうきしながら待つ。しかし、ドアの向こうからはなかなか返事が来ない。

「……あれ？」

　アロワは小首を傾かしげるとドアに耳をつけてみた。中からは物音一つしない。

「？」

　不ふ審しんに思い、ドアノブに手を伸ばして回す。ノブはなんの抵抗もなく回った。外の世界では防犯の意味で鍵かぎをかけるらしいが、ここパロースでは鍵をかける家のほうが珍しい。アロワはひょこりと中を覗のぞき込み、なんの躊躇ためらいもなく足を踏み入れた。

「おじゃましまーす。……シュプルどこ？　おじいちゃーん」

　二人の姿を求めて、アロワは辺りを見渡す。しかし、シュプルとおじいちゃんは見つからない。トイレに物置、さらには寝室まで覗のぞいても誰だれもいない。

「えー？　どこ行ったのよぉ……」

　アロワは心配げに視線をさ迷わせる。とそのとき、アロワの視線の端、おじいちゃんがいつも腰掛けていたロッキングチェアに、何か紙が貼はられているのに気付いた。アロワはロッキングチェアに駆け寄り、その紙を見る。紙にはおじいちゃんの文字でこう書かれていた。





『アロワへ

　いつもの場所でシュプルと一いつ緒しよに釣りをしてきます

　興きよう味みがあったら後で覗のぞきに来てください』






　その書き置きを見て、アロワは憤ふん懣まんやるかたなし、といった体ていで頰ほおを膨ふくらませる。

「シュプルひどいっ！　わたしが遊びに誘っても行かないくせに、おじいちゃんと一緒にお魚釣りに行くなんて！」

　これはひとつ文句を言ってやらなければならない。アロワは踵きびすを返し、家の外へと飛び出した。バスケットの中にあるパイが崩れるのも構わず、勢いよく駆ける。しばらくそうして走っていたアロワだったが、しかしその足が突然止まった。

　アロワは草原の丘の上で独り立ち尽くす。その口からは絶望的な声がこぼれた。

「……………………いつもの場所って、どこ？」

　シュプルのおじいちゃんが釣り好きなのは知っている。いつも同じ場所で釣りをするのも知っている。

　けれど。

　その場所がどこなのか、アロワは知らない。

「────っ！」

　アロワは勢いよく振り返り、キッとおじいちゃんの家を睨にらみつける。おじいちゃんの家の中、ロッキングチェアの上にある、ぽつりと取り残された書き置きの紙。そこにあった、「いつもの場所」という部分がなんだかとても憎たらしい。おじいちゃんとシュプルだけの秘密の場所。アロワの知らない場所。

　アロワは憤然と天を仰ぎ、大声で叫ぶ。

「シュプルのばか───────っ！　おじいちゃんの大ばか──────────っ!!」

　空は、驚おどろくほど青い。




「？」

　シュプルはふと背後を振り返った。それを見て、おじいちゃんが声をかける。

「どうしたんだい、シュプル？」

　シュプルはきょろきょろと辺りを見渡しながら言った。

「ねえおじいちゃん。いま、アロワの声がしなかった？」

「アロワの声？」

　おじいちゃんは耳を澄すませたあと、シュプルと同様に辺りをきょろきょろと見渡す。しかしアロワの姿はどこにもない。

「──ただの空耳じゃないか？」

「そう？　怒ってるみたいな声がしたんだけど……」

「怒ってるような声？　おじいちゃんには聞こえなかったがなぁ。まあ、書き置きもしてあるし、用があればこっちにやってくるさ」

「うん…………」

　シュプルがまだ釈然としないままでいると、おじいちゃんは少し意地の悪い笑みをその口くち許もとに閃ひらめかせ、そして訊きいた。

「シュプルや、そんなにアロワのことが気になるのかい？」

「え？」

　突然の問いかけに、シュプルはおじいちゃんをまじまじと見返す。おじいちゃんは人の悪い笑みを張りつけたまま続けた。

「いや、アロワのことを考えるのはいいんだが……あんまりぼーっとしていると、魚に逃げられてしまうぞ？」

　シュプルはおじいちゃんの言わんとすることにはたと気付き、すぐさま反論する。

「そ、そんなんじゃないよ！　ほんとに聞こえたんだもの！」

　その声は思った以上に大きなものとなってしまった。シュプルは慌てて口を噤つぐむ。その様よう子すを見ていたおじいちゃんは、

「はっはっはっは！」

　と、肩を揺らして楽しそうに笑った。

　シュプルはむぅと頰ほおを膨ふくらませ、湖面を漂う浮きに視線を向ける。

（ほんとに聞こえたから言っただけなのに……）

　そりゃ、ちょっとは……ほんとにちょっとだけは、アロワも来ないかなとか考えていたけれど。

「ほんとに聞こえたのに……」

　ぷか

　　　ぷか

　　ぷ。

　　　ぷか

　ぷか

　　　ぷ。

　浮きは平和に湖面を漂う。




　ぷか

　　　ぷか

　　ぷ。

　　　ぷか

　ぷか

　　　ぷ。

　緑さわさわ、

　梢こずえの葉音が風に乗る。

「……なかなか釣れないね？」

「ふむぅ、おかしいな」

　ぷか

　　　ぷか

　　ぷ。

　　　ぷか

　ぷか

　　　ぷ。
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　光きらきら、

　陽ひの欠片かけらが湖面を踊る。

「……いつもこんなに釣れないの？」

「そ、そんなことはないぞ。ああ、決してないぞ。──本当だぞ？」

　ぷか

　　　ぷか

　　ぷ。

　　　ぷか

　ぷか

　　　ぷ。

「………………」

「………………」

　浮きは平和に湖面を漂う。




　太陽が西の空に大きく傾いた。もうすぐお母さんが畑から帰ってくる時間だ。

　おじいちゃんが唐突に釣り竿ざおを置き、大きく背伸びをした。そして、ぼそりと言う。

「……シュプルや、今日はもう帰ろうか」

「え？　でも、まだ一匹も釣ってないよ？」

「まあ、そういう日もあるさ。……すまないな、シュプル。いっぱい釣らせてやりたかったんだが、今日はツキがなかったようだ」

　おじいちゃんは心底すまなさそうに、力なく言った。その元気のない様よう子すを見て、シュプルは励ますように言葉を紡つむぐ。

「おじいちゃん、元気出して。僕、おじいちゃんと一いつ緒しよに釣りができて楽しかったよ？　また一緒に来ようね？」

　おじいちゃんはその言葉を聞き、目め許もとをほころばせた。

「ああ、そうだね。また一緒に来よう。次はバケツに入り切らないほどの魚を釣り上げて、お母さんを驚おどろかしてやろうじゃないか」

「うん！」

　シュプルの元気な返事に勇気付けられたのか、おじいちゃんはうんうんと大きくうなずく。その瞳ひとみはすでに次回の釣りに向けられているのか、闘とう志しに漲みなぎっているようだ。

　おじいちゃんはてきぱきと釣り道具をしまっていく。シュプルも後片付けを手伝おうと思い、餌えさを入れていた小さなバケツを手に取った。

「ねえおじいちゃん、残った餌はどうするの？」

「すぐ腐ってしまうからな。大した量もないし、残っている分は湖に撒まいてしまおう」

「わかった！」

　シュプルは餌を一ひと摑つかみし、ぽいっと湖に投げ入れた。餌の塊が湖面でぽちゃんと音を立て、ぽろぽろと崩れながら湖の底へと沈んでいく。そしてその過程で、どこから湧わいて出たんだ？　というほどの魚の群れが現れ、餌をついばんでいった。

「あっ…………」

　シュプルは言葉をなくし、立ち尽くす。

「……ん？　どうしたんだい、シュプル？」

　おじいちゃんが怪け訝げんな顔をして隣となりにやってきた。シュプルは無言で餌をもう一摑みし、湖に投げ入れる。

　魚たちがまたも現れ、嬉うれしそうに餌をついばむと、悠々と去って行った。その姿はまるで、お前たちなんかに釣られてやるもんかと、馬ば鹿かにしているような感じだ。

　シュプルとおじいちゃんは顔を見合わせ、示し合せたようにむぅ、と渋い顔をする。シュプルは餌をさらにもう一摑みし、叩たたき付けるようにして水面に放った。魚たちが我先にと群がってくる。餌は瞬またたく間に消えていった。

「……シュプル、貸しなさい」

　おじいちゃんがそう言い、餌えさの入ったバケツを手に取った。おじいちゃんはバケツに残った餌をかき集め、ぺたぺたと団子状にしていく。残りの餌すべてで形作ったその団子は、おじいちゃんの拳こぶしほどもある大きなものとなった。

「……よし」

　おじいちゃんはひとり納得するようにうなずくと、団子を持って振りかぶった。そして、食べれるものなら食べてみろとばかりに、それを遠投する。餌の団子は弧を描き、遠くの水面へと落下していき──




　ばしゃっ！




　瞬しゆん間かん、湖の水が奔ほん騰とうしたのかと思われた。まだ空中にある餌めがけ、大きな大きな水柱が立った。

　そこに、シュプルは見た。

　目にしたこともないような大きな魚ぎよ影えい。シュプルの身長どころではない。おじいちゃん……いや、それ以上の大きさを持つであろう雄大な魚の姿。

　その大魚は空中で団子状の餌をぱくりと飲み込んだ。大魚の鱗うろこは沈みゆく最後の陽光を反射して、綺き麗れいな虹にじ色に輝かがやいている。水面へのダイブの姿勢を整えるように、空中で身を捻ひねる大魚。その刹せつ那な、シュプルと大魚の目が合った。

　大魚は、ふっと笑った。

　そう、思えた。




　ばしゃーんっ！




　大魚は巨大な水みず飛沫しぶきをあげて湖へと帰っていった。宙を舞まう微細な水滴が煌きらめき、空中に小さな小さな虹を描く。

　シュプルは声もなく、呆ぼう然ぜんとしたまま湖を眺めていた。七色の虹が、やがて幻だったかのように音もなく消え去っていく。湖面には、水柱の名残なごりである波紋がゆらゆらと広がるだけだ。先ほどの大魚の存在が疑わしくなるほどの静寂のなか、シュプルはぽそりと呟つぶやいた。

「……おじいちゃん、今の見た？」

　おじいちゃんはごくりと喉のどを鳴らし、答える。

「……ああ、見た」

　シュプルはぎくしゃくとした動きでおじいちゃんを見上げた。おじいちゃんもシュプルの方をぎくしゃくとした動きで見る。シュプルは興こう奮ふんを押さえきれない声で、両手を大きく広げて言った。

「こんなに、こんなーに、大きかったよ？」

　おじいちゃんもこくこくとうなずき、両手を広げて言う。

「ああ。こんなに、こんなーに、大きかった」

「目玉も、こんなーに大きかったよ！」

「ああ！　目玉だけでシュプルの頭ほどもあったぞ！」

「それでねそれでね、僕の方を見て笑ったの!!」

「ああ！　おじいちゃんも見たぞ!!」

　シュプルとおじいちゃんは湖に視線を戻す。微かすかな波紋が未いまだ広がる湖を眺めながら、おじいちゃんは満足げに言った。

「シュプルや、魚は一匹も釣れなかったが……今日は来てよかったな？」

　シュプルは笑顔で答える。

「うん!!」

　──波紋は凪なぎ、やがて風渡るさざ波に変わる…………。




　帰りの道すがら、シュプルは自分の釣り竿ざおを眺めながら、おじいちゃんへと声をかけた。

「ねぇおじいちゃん。この釣り竿、家に持って帰ってもいいかな？」

　その言葉におじいちゃんは眉まゆをひそめる。

「ん？　それは構わないが……家に持って帰ってどうするんだい？　おじいちゃんの家に置いておけばすぐ使えるし、手入れもしてやれるぞ？」

　シュプルはおじいちゃんを見上げて言った。

「えとね、これを僕の宝物にしたいの」

「宝物？」

「うん、そう」

　シュプルは瞳ひとみを輝かがやかせて続ける。

「おじいちゃんはいっぱい宝物を持ってるでしょう？　だけど僕は宝物を持ってないから……だから、これから僕も宝物をいっぱい集めて、おじいちゃんに負けないくらいのおっきな宝箱にしまうんだ。だからこれ、家に置いておきたいの」

　おじいちゃんは驚おどろいたように眉まゆを上げたあと、目め尻じりに皺しわを寄せてほっほと笑う。

「そうかそうか。シュプルの宝物にするのか。それじゃあ、傍そばに置いておきたいと思うのも無理はない。よしっ、あとで釣り竿の手入れの仕方を教えてあげよう。ちゃんと手入れをして、いつでも使えるようにしておくんだよ？」

「うん！」

　シュプルは弾んだ声で返事をしたあと、初めての宝物となった釣り竿を眺める。しばらくそうしていると、あることにふと気付いた。

「──ねぇおじいちゃん」

「ん？　なんだい？」

「このおもりのことだけど……」

　おじいちゃんはぴくりと身体からだを硬直させた。

「お、おもりがどうかしたのかい？」

「僕、これと似たようなもの、どこかで見たような気がするんだけど……」

「そ、そんなことはないだろう。気のせいさ」

「そうかなぁ？」

「そ、そうさ」

「そうかなぁ…………」
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　シュプルの住む村は〝パロース〟と呼ばれている。パロースとは古い言葉で〝新芽〟であり、生命の息吹いぶきが連れん綿めんと繫つながっていくさまを示している。

　パロースは四方を山に囲まれた小さな村だ。外界との接点はほとんどなく、この村だけは世界の歯車から外れ、時間もゆるりゆるりと進んでいく。唯一といっていい貿易品は、この村だけでしか採れない〝チコの実〟だ。この実をすりつぶしてお湯にとくと、咳せきに驚おどろくほど効く薬となる。その香りも良く、外界では香水としても重ちよう宝ほうされている。チコの実は都会に流れ出し、パロースに多くの富をもたらすのだ。

　シュプルはパロースで生まれ育った男の子だ。澄すみ切った清せい爽そうな空気に、絵のように映はえる緑。自然豊かなパロースでは、子供たちは純朴に、すくすくと育つ。それはシュプルも同様だ。

　シュプルは他ほかの子供たちと同じように、周囲の人々から愛情を目一杯に注がれ、健すこやかに育っていった。字を覚える頃ころになると読書を好んでするようになり、大人おとなたちは賢かしこい子になるだろうと笑顔で噂うわさし合った。

　けれど。

　大人たちが噂する、そんな〝賢い〟シュプルにも、どうしてもわからないことが一つあった。それは、自分にはなぜお父さんがいないのだろうということ。

　──お父さんは重い病気にかかって、遠い所に行ってしまったの。

　お母さんに聞かされたその言葉の意味は、成長するにつれて何となくわかっていった。それでも、シュプルが感じるものはやはり漠然としていて、お父さんがいないということに特別な感情は抱かなかった。そのことが悲しいことだと知ったのは、ある日の夜のことだ。夜中、トイレのために起きたシュプルは、お父さんの写真を手にしたまま、部屋で一人で泣いているお母さんの姿を目にしたのだ──。




「アロワちゃん、さっきからご機き嫌げんななめだけど……何をそんなに怒ってるの？」

　お母さんがそう声をかけると、アロワは頰ほおを膨ふくらませたまま、シュプルとおじいちゃんをじろりと睨にらんだ。

「……だって、シュプルとおじいちゃんったら、わたしに内ない緒しよでお魚釣りに行ったのよ。わたしも一緒に行きたかったのに！」

　そう言い、アロワはぷいっと顔を背ける。

　シュプルは納得した。さっきからまったく口を利いてくれないと思っていたら、先日の釣りのことで怒っていたんだ。

　シュプルはアロワに話しかける。

「そんなに行きたかったんなら、アロワも後から来ればよかったのに。おじいちゃんが書き置きしてたでしょ？」

　その言葉に反応し、アロワは勢いよくシュプルの方を向く。そして、さらに憤ふん然ぜんとなって言った。

「わたし、おじいちゃんがいつもお魚釣りしてる場所、どこにあるか知らないものっ！」

「あっ…………」

　おじいちゃんがしまったというように声を出した。シュプルもアロワがどうして来なかったのかを悟り、口を噤つぐんだ。シュプルとおじいちゃんは顔を見合わせ、困惑の表情を浮かべる。

　お母さんは穏おだやかな笑みを浮かべ、アロワへと話しかけた。

「アロワちゃん、もう許してあげたら？　あんまり怒ってると、せっかくの可愛かわいらしいお顔が台無しよ？」

　アロワは拗すねたように口を尖とがらせ、お母さんに向き直る。

「だってぇ……おば様は何とも思わないの？　シュプルとおじいちゃんだけで、楽しくお魚釣りしてたんだよ？」

「そうねぇ。そりゃ、ちょっとはズルイなって思うけど……でも、おじいちゃんがいつも釣りをする場所って、裏の森を抜けたところにあるあの湖でしょう？　あんまり一緒に行きたいとは思わないわねぇ」

「え？　どうして？」

　アロワが怪け訝げんな顔で問いかける。シュプルもお母さんの何か含みを持たせた言葉に、不ふ思し議ぎそうに小首を傾かしげた。

　二人のその様よう子すを目にして、お母さんは逆に驚おどろいたような顔をする。

「どうしてって……もしかして、二人ともあの湖の噂うわさ、知らないの？」

「え？　噂って？」

　シュプルが重ねて問いかけた。お母さんは言っていいものかどうか悩むように、顎あごに手を当ててしばらく口を噤む。だがやがて、お母さんは言うことにしたのか、その場で一つうなずいた。そして、ぷらぷらと脱力させた両手を胸の前まで持ってくると、低い声でおどろおどろしく言った。

「……あの湖にはね、出るらしいのよ。幽こ霊れが」

「ひっ」

　アロワが喉のどの奥で小さな悲鳴を上げる。シュプルは驚いて目をまん丸に見開いた。

「だからね、お母さんはあまり行きたいとは思わないの。……シュプルとアロワちゃんも、あまりあの湖には近寄らない方がいいわよ？」

　お母さんが、いつもとは違った妖あやしげな笑みを口くち許もとに浮かべる。

「こ、こらっ！　驚おどろかすようなことを言うものじゃない！　シュプルたちが怯おびえてるじゃないか！」

　おじいちゃんが窘たしなめるように言った。しかしお母さんは、うっすらとした笑みをその口くち許もとに刷はいたままだ。

「……あら？　お父さん、声が掠かすれてますよ？　もしかして、お父さんも知らなかったんですか？」

「ば、馬ば鹿かなことを！　くだらないことを言ってないで、早く畑に行ってこい！」

「……あら大変。もうこんな時間」

　お母さんはシュプルに向き直り、いつもの科白せりふを紡つむぐ。

「シュプル、いい子でお留守番してるのよ？　おじいちゃんに迷惑をかけちゃ駄だ目めよ？」

「う、うん」

　シュプルが返事をすると、お母さんはうふっと笑った。そして戸口へと向かいドアを開ける。外の空気が部屋の中へと忍び込んできた。

「……今日の風は生暖かいわね。こういう日は危ないのよね…………」

　そう言って、お母さんはうふふと笑う。




「……ねぇおじいちゃん。おば様が言ってたさっきのお話、本当なの？」

　アロワが泣きそうな声でおじいちゃんに訊きいた。

　おじいちゃんは引きつった笑みを浮かべる。

「ば、馬鹿な。そんなのはただの噂うわささ。あの湖は深くて、子供たちが遊ぶには危険な場所だからな。子供たちがあの湖に近寄らないように、村の大人おとなたちがでっち上げたんだろう。ゆ、幽ゆう霊れいなんて出ないさ」

「そうなの？」

　シュプルが訊たずねると、おじいちゃんは自分に言い聞かせるように言う。

「あ、ああ。おじいちゃんはあの湖によく行くが、幽霊など見たことがない。ただの噂さ……た、多た分ぶんな」

「なぁんだ……」

　シュプルは少し残念な気持ちでそう呟つぶやく。いい幽霊ならば、一度くらいなら会ってもいいかな？　と、そんなことを考えていたのだ。

「………………」

「………………」

「………………」

　三人が三様の思いに沈み、その場にぎくしゃくとした沈ちん黙もくが落ちた。その沈黙を嫌ったのか、アロワがやけに明るい声で言う。

「ね、ねえシュプル。今日もお話してよ。それでお魚釣りに連れて行ってくれなかったこと、許してあげる！」

「えっ、本当？」

「うん！　……でも、今度行く時はわたしもちゃんと誘ってよ？　お化けが出ないんだったら、わたしもお魚釣りしたいから」

「うん、わかった！」

　シュプルは笑顔を見せると、おじいちゃんの宝箱へと駆け寄った。アロワとおじいちゃんもその後に続き、みんなで宝箱の前に腰を落とす。

　シュプルは宝箱の中を探り、やがてひとつの宝物を取り出した。

　それはランプだった。

　使い古され、年季の入ったランプ。おじいちゃんのかけがえのない宝物──。

「それでお話するの？」

　アロワが身を乗り出して訊きいてきた。

「うん、そう。このランプはね……────」

　シュプルは言いかけて、アロワとおじいちゃんをチラリと見やる。興きよう味み津しん々しんといった体ていで、シュプルの紡つむぐ物語を待ち侘わびる二人。

　思いついた物語の内容が内容だけに、シュプルは本当に話していいのかな？　と一いつ瞬しゆん迷った。するとアロワが、

「どうしたのシュプル？　早くお話してよ。早く早く！」

　と、シュプルを急せき立てる。

「う、うん……」

　シュプルはその勢いに負けてこくりとうなずくと、言葉を続けた。

「そう。これはね──」

　おじいちゃんがどんな人生を歩んできたかは知らない。どんな思い出を飼っているかは知らない。

　けれど。

　想像することはできる。語ることはできる。

　シュプルは語り出す。自分自身が主人公、おじいちゃんに成り代わって。

　そう。これはおじいちゃんが体たい験けんした、背筋も凍る物語だ──。
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　世界が眩まばゆいばかりの閃せん光こうに照らし出され、その刹せつ那なに雷鳴が低く轟とどろいた。

　外ではバケツの水をひっくり返したようなどしゃぶりの雨が降っている。断続的に閃ひらめく稲光によって、左右から覆おおい被かぶさるようにして生はえる木々が、まるで歪いびつで巨大な生物のような影かげを落としてくる。

「……ねえムルカ。大丈夫だよね？　ちゃんと家に帰れるよね？」

　雨音に負けないよう、助手席にいるシュプルが少しばかり大きな声を出して問いかけた。

「ん？　ああ、大丈夫だ。もう少し走れば、きっと大通りに出るさ。……なんだシュプル、もしかして雷が怖いのか？」

　そう言って、運転席のムルカが笑みをこぼす。稲光でその顔が一いつ瞬しゆんだけ照らされ、口くち許もとから覗のぞく鋭えい利りな牙きばが怪しく光った。

　シュプルは驚おどろいて言う。

「む、ムルカ！　き、牙を取ってよ！」

「……ん？」

　ムルカはきょとんとした表情を見せたあと、バックミラーで自分の顔を見る。その口に変装用の牙を入れたままだということに気付き、苦笑しながらもそれを外した。

「はは、悪い悪い」

「もう……」

　シュプルは一度跳ね上がった心しん臓ぞうを落ち着かせるように、助手席に座り直す。

　今夜は知人宅で盛大な仮装パーティーが催された。シュプルとムルカもそのパーティーに参加し、今はその帰り道である。

　仮装パーティーの服装のまま家路についているので、二人ともヘンテコな格好をしたままだ。シュプルは『狼おおかみ男おとこ』の着ぐるみを着ている。これならみんなをビックリさせられると思っていたのに、狼男の口からシュプルの顔が覗くようになっているので、傍はたから見ると何だかとても愛あい嬌きようがある。着ぐるみ自体、シュプルの身長には大き過ぎてだぼだぼしてるし、パーティーでも終始マスコットキャラの扱いを受けた。

　隣となりのムルカは『ドラキュラ伯はく爵しやく』の衣装を着ている。これがはまり役で、ムルカはパーティーでも異彩を放っていた。ムルカ自身もドラキュラ伯爵の格好が気に入っていたようで、楽しみながらドラキュラになり切っていた。漆しつ黒こくのマントに身を包んだまま、真まっ赤かなトマトジュースを啜すするムルカの姿は、シュプルでさえゾクッとした。

　シュプルは楽しかった仮装パーティーのことを思い浮かべたあと、窓へと激はげしく叩たたきつけてくる雨を目にして憂ゆう鬱うつな気分になる。

「……近道なんてするんじゃなかったね」

　そう。

　シュプルたちは近道をするため、鬱うつ蒼そうとしたこの山道に入ったのだ。しかし、道は悪いし天気は崩れるし、おまけに迷まい子ごになってしまった。ムルカはもうすぐ大きな通りに出るというが、その保証はない。もう踏ふんだり蹴けったりだ。

「ん？　シュプル、何か言ったか？」

　どうやら雨音でシュプルの声が届いてなかったらしい。ムルカがこちらを横目で窺うかがい、そう問いかけた。

「ううん、何でもない」

　シュプルがかぶりを振り、重い溜ため息いきをついた、そのとき──。

「おわっ！」

　ムルカが唐とう突とつに声を上げ、ブレーキを踏んだ。急きゆう激げきな制動が車体に掛かり、シュプルは前のめりになる。シートベルトが身体からだに食い込み、瞬しゆん間かん息が止まる。

「……ど、どうしたのムルカ？」

　けほけほと咳せきをしながらも、シュプルは何とかそう訊たずねた。ムルカは顎あごをしゃくって前方を見るように促うながす。

「？」

　シュプルはフロントガラスの向こうに視線をやり、驚おどろきに目を見開いた。前方の道を塞ふさぐような格好で、巨大な木が横倒しになっている。

　ムルカはヘッドライトに照らされた巨木を眺めたあと、呟つぶやいた。

「……なんてこった。こりゃ、落雷にあって倒れたな」

　シュプルはそのくりくりとした目で、フロントガラスに張りついて倒木を見やる。が、大雨のせいで視界はとても悪い。はっきりと見ることができず、シュプルは残念そうに眉まゆ尻じりを下げる。

　しかしそのすぐあとに、シュプルは重大なことに気付いて言った。

「ムルカ、どうしよう！　これじゃ先に進めない！　家に帰れないよ！」

　ムルカはすでにそのことに思い至っていたようで、困り果てたように言う。

「そうだなぁ。もと来た道を帰るといっても、さっきよりも雨足が強くなってる。これじゃ視界もほとんどきかないし、山道を行くのは危険だ。……最悪、車の中で一泊することになるな」

「ええっ!?　この嵐あらしの中で？」

　シュプルはフロントガラスに叩たたきつける大粒の雨を眺め、不安げに顔を曇くもらせた。天気の良い日ならばまだしも、こんな嵐の日に車の中で寝たくない。車体に激はげしく打ちつけてくる雨音は、複数の人間が恨みを込めて車を叩いているようにも聞こえる。時おり走る稲光によって照らされる世界に、何だかこの世ならぬ者の姿を見たような気がする。

　シュプルはぶるりと身み震ぶるいし、ムルカに言った。

「……僕、嫌いやだよ？」

「そんなことを言ってもなぁ。どこか近くに民家でもあれば、泊めてもらえるように頼むんだが……こんな場所じゃなぁ」

　ムルカはお手上げだというふうに、ハンドルに手をやったまま肩をすくめる。しかしシュプルは諦あきらめない。どこかに家はないかと、サイドガラスへとへばりつくようにして外を眺める。

　と、

「……あれ？」

　シュプルはサイドガラスの先に、車一台がやっと通れるほどの道を見つけた。

「ねぇムルカ、ここに道があるよ？」

「道が？」

　ムルカはそんな馬ば鹿かな、というふうに身を乗り出し、シュプルの指差す先を見た。そして目を瞠みはり、呟つぶやく。

「──本当だ。しかし……さっきまで、こんな横道あったか？」

　その言葉にシュプルはびくりとなる。遠雷が光り、尾を引く低い雷鳴が響ひびいた。

「……こ、怖いこと言わないでよムルカ。暗いし、大雨で視界もすごく悪いから、気付かなかっただけだよ」

「そう……だよな。はは、馬鹿なことを言っちまったな。すまない」

「ううん、いいよ。それよりムルカ、この道を行ってみよう？　家があるかもしれないし、上う手まくいけば、大通りに出られるかもしれないよ？」

「ああ、そうだな。行ってみるか」

　ムルカは車をいったんバックさせ、その小道へと侵入した。




　小道をいくらも行かないうちに、シュプルは強く後悔していた。

　強風に弄もてあそばれる枝葉がまるでトンネルのように辺りを覆おおう。雨足は弱まる気け配はいを微み塵じんも見せず、断続的な雷鳴はまるで獣けものの咆ほう哮こうのよう。そんな周囲の様よう子すは、一見すれば先ほどから何も変わっていない。

　しかし。

　何かが、決定的に違っていた。足を踏み入れてはいけない場所に迷い込んでしまったような、不気味な違和感がシュプルを襲おそう。シュプルと同じような不安を抱いだいているのか、ムルカもこの小道に入った時から一言も発さない。

　やっぱり引き返そうよ。シュプルがそう言おうとした、刹せつ那な。

「……驚おどろいたな」

　ムルカが、安あん堵どと不安がない交ぜになったような、そんな呟き声をこぼした。

「──え？」

　シュプルは何事かと、ムルカの視線の先を追う。

　最初に目に飛び込んできたのは石造りの立派な門柱だった。そしてその先、水煙の向こう側に見えてきたのは──こんな場所にはおよそ似つかわしくない、大きな館やかただった。

　門もん扉びは開いている。ムルカは館のすぐ傍そばまで車を走らせ、適当な場所に停車させると言った。

「ちょうどいい。今夜はここに泊めてもらって、明日の早朝に帰ろう」

「う、うん」

　シュプルはその館に何か不吉なものを感じたが、考え過ぎだと頭を振る。

「……さ、行こう」

　ムルカは後部座席から傘かさを取り出した。ドラキュラ伯はく爵しやくだけにコウモリ傘。なかなか凝こっている。

「うん」

　シュプルは足元を照らすためのランプを手にする。ガラス製の容器に口金と取っ手をつけた、手提げ式の石油ランプである。

　これはシュプルの宝物だ。今夜の仮装パーティーで、人気を博した者に贈られた商品の一つなのだ。シュプルがパーティー会場でことあるごとに「がぉー」と、狼おおかみ男おとこの真ま似ねをした成果だろう。

「そのランプ、いきなり大活かつ躍やくだな？」

　ムルカが笑みをこぼす。

「うん！」

　シュプルも久し振りに笑みを浮かべると、ムルカからライターを借り、ランプの芯しんに火を灯ともした。

　ランプの明かりが優やさしく闇やみをぼやかした。




　重厚な扉の前面には、ライオンの彫刻がされたノッカーがあった。ムルカが嵐あらしの音に負けないよう、少し強めにノックする。しばらくして扉が開き、一人の男が姿を現した。

「!?」

　シュプルはその男を一目見て、心しん臓ぞうが口から飛び出すんじゃないかと思った。そこにはフランケンシュタインの怪物のような大男がいた。顔には亀き裂れつのような大きな傷が走り、瞳ひとみは感情を微み塵じんも表さない。その男はじろりと二人を一いち瞥べつすると、淡々と言った。

「……どちら様ですか？」

　シュプルは驚おどろきで口が動かなかったが、代わりにムルカが対応してくれた。

「夜分遅くにすいません。実は道に迷ってしまいましてね。この嵐じゃ山道を走り続けるのも危険だし、困り果てていたところだったんです。そうしたら、このお屋や敷しきが目に入ったもので……もしよろしければ、今晩だけこちらに泊めていただけませんかね？」

　大男は不ぶ躾しつけな視線で二人を観察する。どうやら訝いぶかしんでいるらしいが、それもそのはずだ。ムルカはドラキュラ伯はく爵しやくの格好をしているし、シュプルは狼おおかみ男おとこだ。

　ムルカははたと気付き、言う。

「ああ、違うんですよ？　この格好は仮装パーティーの帰りで──」

「どうしたの、フランク？　お客様？」

　ムルカの弁解の声に被かぶさるようにして、艶つややかな女性の声が掛かった。シュプルとムルカはその声がした方に視線を振る。

　扉の奥は吹き抜けのエントランスになっており、真ん中に真しん紅くの絨じゆう毯たんを敷しいた大きな階段がある。その階段の中ほどに一人の女性が佇たたずんでいた。その女性は黒いドレスに身を包み、腰まで伸びたストレートの黒髪を無造作に流している。均整のとれた身体からだは妙になまめかしく、まるで魔ま女じよのような妖あやしさを放っていた。

「……奥様。このお二人、どうやら道に迷われたようです」

「あら、そうなの？」

　女性はゆったりとした足取りでこちらへやって来る。距離が縮ちぢまるにつれ、女性の顔立ちもはっきりと見えるようになってきた。年ねん齢れいは推し量り辛づらいが、彫りの深い顔に艶えん麗れいな笑みを浮かべた美しい女性だ。彼女は玄関までやって来てシュプルとムルカを見ると、微笑するように目を細める。

「……まぁ。可愛かわいらしい狼男さんに、素す敵てきなドラキュラ伯爵」

「奥様。お二人は今夜泊めていただけないかと仰おつしやってますが？」

「そうなの？　ええ、いいわよ」

　女性はあっさりと言った。その言葉にムルカは安あん堵どの溜ため息いきをつく。

「本当ですか。ああ、よかった。この嵐あらしに困り果ててたところだったんですよ。……よかったな、シュプル。車で一晩明かさなくて済むぞ？」

　シュプルもほっと胸を撫なで下ろした。

「うん。よかったね、ムルカ」

　二人のやりとりに女性は艶えん然ぜんと微笑ほほえむ。

「シュプルさんにムルカさん……と仰るのね。私はキエトーラ。隣となりにいるのが執事のフランクよ。よろしく」

「うん！　よろしく、キエトーラさん。フランクさん」

　シュプルが元気に挨あい拶さつする。キエトーラは微笑し、フランクも心なしか口くち許もとを緩ゆるめた。




「……どうもすいませんね。食事までいただいて」

　ムルカが恐きよう縮しゆくして頭を下げた。シュプルは両手にナイフとフォークを持ったまま、もぐもぐと口を動かしながら、キエトーラに顔だけ向けてその場で頭を下げる。しかし狼男の頭を被ったままなので、狼おおかみ男おとこがキエトーラと視線を合わせたぐらいにしか見えない。

　ここは広々としたダイニングルームだ。ゆうに十人は座れるであろう長大な長方形のテーブルが、燭しよく台だいの光に照らされてゆらゆらと影かげを落とす。キエトーラはテーブルの端に。シュプルとムルカはその傍そばで、向かい合うようにしてテーブルを囲んでいる。フランクは給士に終始し、キエトーラのすぐ後ろに控えていた。

　シュプルたちが館やかたに着いたすぐあと、キエトーラから夕食を一いつ緒しよにどうかと誘いを受けた。仮装パーティーにも食事は出たのだが、ほとんどお喋しやべりで費やしてしまったシュプルたちは、実はお腹なかがぺこぺこだったのだ。そこでキエトーラの好意に甘えて、こうして夕食をご馳ち走そうになっているのである。

　夕食といっても、時刻はすでに十二時を回っている。遅すぎる晩ばん餐さんだが、キエトーラはいつもこの時間に食事をとるそうだ。少し変わっている。

「そんなに恐きよう縮しゆくなさらないで。ここ最近はいつも一人で食事をしていたから、私としてもとても嬉うれしいわ」

　シュプルは口の中にあるステーキ肉をごっくんと飲み込んでしまうと、訊たずねた。

「え？　こんなに大きな家なのに、キエトーラさんとフランクさんしかいないの？」

　キエトーラは微笑して答える。

「賑にぎやかに食事をする方が楽しいから、少し前までは使用人たちと一緒に食事をしていたのだけど……使用人たちは今は長期休暇に入っていて、この家にいないの。今は私とフランク……そして、私の一人娘エルトナの三人だけ。寂しいでしょう？」

「フランクさんやエルトナさんは一緒に食べないの？」

「エルトナはきちんとした時間に食事をとるから。……フランクは妙に律りち儀ぎなところがあってね。私と同じテーブルでは食事をとらないの」

　キエトーラはふふっと笑ったあと、思い出したようにフランクに訊ねる。

「そうそう。フランク、エルトナは夕飯をきちんと食べてた？　あの子は少し瘦やせてるから、もっといっぱい食べさせなければね」

「………………はい。残さずに食べておいででした」

　フランクは不自然な間を挟んだあと、慇いん懃ぎんに頭こうべを垂れる。

「そう。ならいいわ……」

　キエトーラは満足そうにうなずくと、手て許もとのステーキをナイフで切る。焼きの浅いレア肉は、ナイフの入った箇所から血の混じった肉汁がじゅわりと溢あふれる。

　シュプルがじっとその様よう子すを眺めていると、その視線に気付いたキエトーラが言った。

「……シュプルさん、お食事足りなかった？　それなら、これもどうぞ」

「おいおい、シュプル……」

　ムルカが呆あきれたように呟つぶやく。

　シュプルは慌ててぶんぶんと頭を振った。

「ち、違うよ。僕はもうお腹なかいっぱい。とってもおいしかった。ありがとう」

「あら、そう？　じっと見ているから、私はてっきり……」

「あの、それは……」

　シュプルは問うべきかどうか迷ったが、すごく気になったので、おずおずと訊たずねる。

「その……キエトーラさん。さっきからお肉を切るばかりで全然食べないけど……どこか具合悪いの？」

　キエトーラの前に置かれたステーキは、キエトーラ自身の手によって、食べやすいサイズに小さく切り刻まれている。しかし、そのステーキ肉が食べられた形跡は微み塵じんもない。切っただけで、手付かずのまま皿に残っているのだ。底の浅い皿には、うっすらと赤い液体が溜たまっている。

　シュプルに言われて、ムルカも眉まゆをひそめた。

「本当だ。キエトーラさん、どこか体調が悪いんですか？」

　キエトーラは目の前の皿に視線を落とし、ニタァッと笑った。その瞳ひとみに一いつ瞬しゆん、狂気じみた光が宿る。

「……ああ、これね。私はお肉は駄だ目めなの。ベジタリアンだから、野菜しか食べないのよ」

「え？　そ、それじゃあ何で……」

　シュプルがそう問いかけると、キエトーラはナイフでさらにステーキ肉を切りながら、言う。

「私はお肉は食べられないけど……お肉を切り刻むのがとっても好きなの。とくにレアなお肉はいいわね。したたる血がとってもキレイ」

　キエトーラは笑いながら肉を刻み続ける。

「うふ、うふふ、うふふふふふふふ……」

　シュプルとムルカは顔を見合わせた。シュプルの背筋を、ぞくりとするほどの冷たい汗が伝い落ちた。




「……シュプル様はこちらの部屋を。ムルカ様は隣となりの部屋をお使いください」

　燭しよく台だいを手にしたフランクが、二人を部屋へと案内してくれた。これほど大きな館やかたで三人暮らしだと、やはり部屋数はかなり余るらしい。とはいえ、まさか一人に一部屋貸してもらえるとは思わなかった。

「先ほども申しましたが、この館は十二時を過ぎると電力を自動カットするようになっております。部屋にあるライトの類たぐいは点つきませんので」

「うん、大丈夫だよ。僕にはこのランプがあるもの」

　シュプルは自慢げにランプを掲かかげる。本当にこのランプは大だい活かつ躍やくだ。

　フランクは微かすかにうなずくと、ムルカに問いかけた。

「ムルカ様、本当に明かりは必要ないのですか？　予備の蠟ろう燭そくならいくらでもありますから、そちらを使っていただいても結構なんですが……」

　ムルカは口の端を上げ、必要ないと手を振った。

「いやいや。疲れているし、後はもう寝るだけですから」

「そうですか……それでは、何かありましたらお呼びください。部屋の中の電話は使えるようにしておりますので、〇〇四と押していただければ私の部屋に繫つながります」

　それを聞き、ムルカは眉び宇うをひそめた。

「電話？　各部屋に電話が設置されているんですか？」

「はい」

「へぇ。各部屋にねぇ……」

　そこでムルカは、不敵な笑みを浮かべて言った。

「ホテルでもないのに各部屋に電話があるとは……それじゃまるで『冥めい府ふ掛がけ』をしてるみたいですね」

　その言葉に、フランクの眉まゆがぴくりと動く。

「……ムルカ様。そんな非科学的なことを信じておいでなのですか？」

　フランクの声こわ音ねが変わった。言外に余計なことに口を挟むなという響ひびきがある。

「っと、これは失礼。どうやら夕食と一いつ緒しよにいただいた赤ワインが回ってきたらしい。俺おれはほら、この通り──」

　そうしてムルカは自分のマントを広げ、おどけるように言った。

「──ドラキュラ伯はく爵しやくですから。赤い飲み物に弱いんです」

「………………」

　フランクは黙もく礼れいし、踵きびすを返した。どうやら自分の部屋へと戻るらしい。ムルカは黙だまってその後ろ姿を見送った。

　シュプルはムルカを見上げ、話しかける。

「ねぇムルカ」

「ん？　何だ？」

「さっき言ってた『冥府掛け』って、なに？」

「ああ、それは……」

　ムルカは言いかけて、シュプルが被かぶっている狼おおかみ男おとこの頭をわしゃわしゃと搔かく。狼男の頭がずれ落ち、シュプルの背中にだらりと垂れた。

「ああっ!?　もう、何するのさ！」

　シュプルは憤ふん然ぜんとなる。狼男の頭は一度取れてしまうと、一人ではなかなか被り直せないのだ。

　しかしムルカはそんなことには構わず、低く問いかけた。

「……本当に知りたいのか？」

「え？」

「だから、『冥めい府ふ掛がけ』のこと、本当に知りたいのかと訊きいているのさ」

　いつもと違うムルカの雰囲気に、シュプルは少しうそ寒いものを感じる。

「ど、どうしたのムルカ？　そんなに真剣な顔しちゃって。『冥府掛け』って、いったい何なのさ？」

　ムルカはニヤリと笑う。遠雷がその横顔を照らした。

「……『冥府掛け』というのはな、あの世の者との通信手段さ」

「あの世の者との……通信？」

「ああ。昔から伝わる、闇やみの儀ぎ式しきの一種だな。死者と話がしたい者は、家の各部屋に電話を設置して、真夜中の十二時に一斉に電話を鳴らすんだ。それを四十四日間、一日も欠かさず続けていけば、やがて冥府にいる死者からの電話が掛かってくるというものさ。……そんなものはただの迷信だと言う奴やつもいれば、実際に確かめて本当に掛かってきたという者もいる。まあ、俺おれは『冥府掛け』をしている人間を知らないから、本当かどうか確かめる術すべもないがな」

　シュプルはその話を聞き、ごくりと喉のどを鳴らした。

「で、でも……キエトーラさんやフランクさんが、本当にそんなことやっているとは限らないでしょう？　こんなに大きな家だし、便利だから全部の部屋に電話を置いてるだけかもしれないじゃない？」

「それは俺も考えたんだが……」

　ムルカはフランクの消えていった廊下の先に視線を向け、呟つぶやくように言った。

「深夜の食事といい、フランクのあの様よう子すといい、どうやら本当に『冥府掛け』をやってるみたいだな。いったい誰だれにかけているんだろうな？　子供がいると話していたが、旦だん那なの話が出てこなかったから──もしかしたら、旦那はもう亡くなっているのかもしれん。だから『冥府掛け』で話をしようとしているのかもな……」

　ムルカはシュプルに向き直ると、意地の悪い笑みを浮かべる。

「……と、いうことだ。シュプル、大丈夫か？　一人で寝れるか？」

　シュプルは反射的に応こたえた。

「へ、平気だよ！　僕、全然怖くないもの!!」

「本当か？　怖いんだったら一緒に寝てやろうかと思ったんだが……それじゃあ心配ないな」

「え？　……む、ムルカが怖いんだったら、一いつ緒しよに寝てあげてもいいよ？」

「いや、俺は平気だ」

　ムルカは即答する。シュプルはちょっとショックだ。

　シュプルが黙だまっていると、ムルカがふあっ、と欠伸あくびをした。

「……はぁ。今日は疲れたな。だいぶ眠いし、俺おれはもう寝るぞ？　それじゃあな、シュプル」

「え？　う、うん」

　ムルカが部屋のドアを閉めようとしたとき、シュプルははたと気付いて言う。

「あ、あのさムルカ」

「ん？　なんだ？」

　ドアを閉めようとしていたムルカの動きが止まった。シュプルはもごもごと言う。

「えとさ……トイレ、行きたくない？」

　ムルカはきょとんとしたあと、苦笑を浮かべる。

「なんだ？　ついて行って欲しいのか？」

「ち、違うよ！　ほ、ほら。ムルカはランプ持ってないでしょ？　今なら僕も行くから、明かりに困らないよ？」

　ムルカは少し考える素振りを見せたあと、笑って言った。

「いや、俺はいいが……怖いんだったらついて行ってやるぞ？」

「ぼ、僕は一人で大丈夫だよ！　だって、このランプがあるもの！」

　シュプルは宝物のランプを掲かかげる。

　そう。

　これは勇気のランプだ。これさえあれば、どんな場所もへっちゃらだ。……多た分ぶん。

「そうか。それじゃあ俺はもう寝るぞ？　おやすみ、シュプル」

「う、うん。おやすみ」

　ドアがばたんと閉められ、シュプルは独り取り残される。降りしきる雨の音と低く唸うなる雷鳴が、何だかひどく不安な気持ちにさせる。シュプルはランプを掲げ、廊下の先を見ようとした。しかし夜の闇やみは想像以上に深く、ランプの光も大して届かない。

　トイレの場所は前もってフランクに教えてもらっている。シュプルの借りた部屋からだと、隣となりのムルカの部屋を通り過ぎ、廊下をまっすぐ奥に進んだ突き当たりだ。左手にはシュプルが借りた部屋と同じような部屋が連なり、右手には外に面した窓ガラスが並んでいる。降りしきる大粒の雨が窓ガラスをがたがたと揺らす。

（どうせならトイレに近い部屋がよかったのに……）

　シュプルはびくびくしながらも足を踏み出した。宝物のランプの光が、シュプルの影かげをまるで別の生き物のように揺らめかせる。

　とてとて。とてとて。

　雨音にかき消されてしまいそうな、シュプルの小さな足音。

　とてとて。とてとて。

　雷鳴に霞かすんでしまう、シュプルの小さな足音。

　とてとて。とてひた。

　とてひた。とてひた。

　…………ぴた。

　シュプルは足を止めた。誰だれか他ほかの足音が聞こえたような気がしたのだ。シュプルはランプを掲かかげ、背後を振り返ってみる。しかし、ランプの光が届く範はん囲い内には、誰の姿も見受けられない。

　シュプルは一応、闇やみに向かって声をかけてみる。

「そこに誰かいるの？　ムルカ？」

　……しかし、返事はない。

　シュプルはぶるりと身み震ぶるいし、前に向き直る。すると──




　ピカッ！




　稲光に照らし出されるようにして、やけに顔の白い女の子が眼前に立っていた。

「う、うわっ!!」

　シュプルの悲鳴に近いその声は、お腹なかに響ひびくほどの大きな雷鳴によってかき消された。シュプルはその場にひっくり返る。

「……くす、くすくす」

　シュプルのその様よう子すを見て、女の子が静かに笑う。その女の子はシュプルと同じくらいの背せ丈たけで、長い黒髪が何だか暗い印象を与える。顔色がやけに悪く見えるのも、その黒髪のせいかもしれない。

　シュプルが驚おどろきで言葉を失っていると、その女の子が口を開いた。

「……あなた、誰？　お客様？」

「え？　あ、その……」

　シュプルはうろたえながらも言う。

「ぼ、僕はシュプルって言うんだ。今日は、その……パーティー。そ、そう。仮装パーティーに出かけてて、それで帰りに道に迷っちゃって。それでここに泊めてもらうことになったの」

　女の子はニッと笑う。

「……そうなの。私はエルトナ。よろしく」

　エルトナはそう言って手を伸ばしてきた。挨あい拶さつの握手ついでに、倒れ込んだシュプルが立ち上がるのを手伝ってくれるようだ。

　シュプルは手を伸ばし、エルトナの手に触れた。

　──その手は、死人のように冷たい。

「!!」

　シュプルは反射的に手を引っ込める。

「……どうしたの？」

　首を僅わずかに傾かしげるエルトナに、シュプルはぶるぶるとかぶりを振る。

「じ、自分で起きるからいいよ」

「そう」

　エルトナは差し出した手をゆっくりと下ろす。

　気を悪くしたかな？　とシュプルは一いつ瞬しゆん思ったが、エルトナは特に気にしたふうもない。

　シュプルは立ち上がるとすぐさまエルトナに訊たずねた。格好悪いところを見られて、少し恥ずかしかったのだ。

「え、エルトナはこの家の子だよね？」

「そうよ」

「そ、そう……あ、あのさ。トイレの場所知らない？　僕、迷っちゃって。それでウロウロしてたら、つまずいて転んじゃったんだ」

　シュプルは誤ご魔ま化かすためにそう言い、エルトナの様よう子すをちらりと窺うかがう。

　エルトナはうっすらと笑い、踵きびすを返した。

「……トイレはこっちよ。私もちょうど行ってたところだったの。案内してあげる」

「う、うん」

　シュプルはエルトナの後について歩いた。




　シュプルがトイレを済ませて出ると、廊下の壁かべにもたれるようにして、エルトナが待っていた。シュプルはバツが悪くなって、もじもじしながらエルトナに問いかける。

「あの……帰りは大丈夫だよ？　部屋の位置は何となくわかるから、自分で探すよ」

　その言葉に、エルトナは亀き裂れつのような笑みを浮かべて答えた。

「……雷が怖いの。シュプル、私の部屋まで送って」

「え？」

　稲光が閃ひらめき、廊下が一いつ瞬しゆん照らされる。雷鳴が轟とどろき、外に面した窓ガラスが激はげしく振動した。しかし、エルトナは笑みを刷はいたままだ。雷を恐れるどころか、楽しんでいるようなふうである。

　シュプルは総そう毛け立だつような不気味さを感じたが、ぶるぶると頭を振ってその不気味な感覚を振り払う。

「……どうしたの？」

「う、ううん。何でもない。いいよ。部屋まで送ってあげる」

　シュプルだって男の子だ。怖がってないとばかりに胸を張り、毅き然ぜんと言う。

「そう。ありがとう。私の部屋はこっちよ」

　エルトナはそう言い、先に立って歩き出す。その足取りはしっかりとしていて、やはり怯おびえているような気け配はいは微み塵じんもない。

「…………？」

　シュプルは不安げに眉まゆ尻じりを下げながらも、宝物のランプをしっかりと握り直し、エルトナの後を追う。

　エルトナの部屋は、シュプルが借りている部屋からトイレに続く廊下を途中で曲がり、さらに奥に進まなければならなかった。大きな館やかただとは思っていたが、実際は想像以上に広い。部屋数はいったいいくつくらいあるのだろうか？

　シュプルがそんなことを考えていると、どうやら目的の部屋に辿たどり着いたらしい。エルトナが一つのドアの前で足を止めた。

「ここが君の部屋？」

「そうよ。……ねぇシュプル、よかったら少しお話しない？」

「え？　で、でも……」

「いいじゃない。それとも、もうお眠ねむなの？」

　エルトナはうふふと笑う。

　シュプルは頰ほおを膨ふくらませて言った。

「そんなことないよ！　僕、子供じゃないんだから！」

「そう？　ならいいじゃない。お話しましょ」

　エルトナはそう言うと、ドアを開けたまま中に入った。シュプルがついて来ることを微塵も疑っていない様よう子すだ。シュプルはほうとため息をつき、部屋の中へと足を踏み入れた。

　部屋に入った向かい側には、外に面した大きな窓があったが、室内は淀よどんだ闇やみに支配されている。シュプルはランプを掲かかげ、中の様子をぐるりと見渡してみる。女の子の部屋だというのに、室内は飾り気のない、シンプルなものだった。窓まど際ぎわにある大きめのソファー。壁かべ際には簡かん素そなベッド。そして──入り口付近にある、ダイヤル式の黒い電話。

　シュプルはびくりと動きを止める。ムルカの言っていた『冥めい府ふ掛がけ』が思い起こされた。やはり、全部屋に電話が設置されているようだ。

「……ああ、その電話？　シュプルも知ってるの？　『冥府掛け』のこと」

「えっ!?」

　まるで心を読まれたようで、シュプルは驚おどろきの声を上げる。しかしエルトナは平然としたままだ。

　シュプルが「う、うん」とこくりとうなずくと、エルトナは口の端を上げてニタリと笑った。エルトナは部屋の奥に進み、窓際のソファーに腰を下ろすと、隣となりの空いている場所をぽんぽんと叩たたく。

「──シュプル、隣に座りなさいよ。お話しましょ？」

「う、うん」

　シュプルはうなずき、電話にちらちらと視線をやりながらもソファーに腰を下ろした。エルトナは遠えん慮りよのない視線でシュプルを舐なめるように眺めると、ふふっと笑う。

「……さっきから思っていたんだけど、面おも白しろい格好をしているわよね。それ、何なの？」

「これ？　見てわかんないの？」

　シュプルは少しむくれた。こんなによく出来た狼おおかみ男おとこなのに、一目見ただけでわからないなんて……。

「──あっ」

　そうだった。狼男の頭の部分は、シュプルの背中でだらりとぶら下がったままだ。これじゃわからなくても仕方ない。

「これ、狼男だよ。ほら、背中に狼男の頭があるでしょ？　これを被かぶるんだ」

　シュプルは得意げにそう言い、ソファーの上で上体を捻ひねり、背中に垂れ下がった狼男の頭をエルトナに見せる。

　エルトナは、

「まあ、本当」

　うふふと笑う。

　シュプルはソファーにきちんと座り直した。エルトナは笑みを浮かべたままこちらを見つめている。

　シュプルは居い心ごこ地ちの悪さを感じながら、ちらちらと電話に視線をやった。今にも電話が掛かってきそうで、何だか落ち着かないのだ。

　その様よう子すに気付いたのか、エルトナが言う。

「うふふ。狼男さんは『冥府掛け』が怖いの？」

　その言葉に、シュプルは慌ててかぶりを振る。

「そ、そんなことないよ！　へっちゃらだよ！」

「あら、そうなの？」

　エルトナはふふっと笑うが、やがてその笑みが悪戯いたずらっぽいものに変わる。

「それじゃあ……もし電話が掛かってきたら、シュプルが出てくれる？」

「え？」

　シュプルは虚きよをつかれて言葉をなくす。

　その様子が面白いのか、エルトナの笑みが深まった。

「いいでしょう？　だって、狼男さんは怖くないんですものね？」

「え？　で、でも……」

「あら？　やっぱり怖いの？」

　からかうような響ひびきの声に、シュプルは反射的に言う。

「そんなことないよ！　いいよ！　もしも電話が掛かってきたら、僕が出てあげる!!」

「決まりね？」

　エルトナの顔に亀き裂れつのような笑みが走った。

　シュプルは、思う。

　大丈夫。

　へっちゃらだ。

　だいたい、あの世から電話が掛かってくるなんて──




　リーン、リーン、リーン。




　電話が、鳴った。

　シュプルはソファーの上でびくっと身を固める。

「──鳴ったわね」

　エルトナは嬉うれしそうにそう呟つぶやくと、すっと立ち上がる。そしてシュプルの腕を摑つかみ、立ち上がらせた。

「シュプル、約束したわよね？　ほら、電話に出てみて」

「え!?　で、でも……ほ、ほら。他人の家の電話に勝手に出ちゃいけないから──」

　シュプルは必死にそう言うが、エルトナは平然と言う。

「そんなの気にしなくてもいいわよ。ほら、早く出てみて」

　エルトナはシュプルの背を押し、電話へと向かわせる。

「え？　え？」

　シュプルはずるずると電話へと押しやられた。




　リーン、リーン、リーン。




　あの世からの怨えん嗟さの声のように、電話のベルがシュプルの身体からだに絡みつく。

「──本当に、あの世からの電話なのかしらね？」

　背後から掛かるエルトナの吐と息いきは、冷気のように冷たかった。

「……ほ、本当に出るの？」

　シュプルは背後を振り返った。エルトナが笑みを浮かべたまま、無言でうなずく。シュプルはごくりと喉のどを鳴らし、電話へと向き直った。そして、腕をゆっくりと受話器へと伸ばす。途中、何度も躊躇ためらうように手を止めたが、エルトナの催さい促そくするような視線を背後に受け、意を決して受話器を取る。

「……も、もしもし？」

『──シュプルか？』

　受話器の向こうから聞こえてきたのは、ムルカの声だった。シュプルは頭の中がこんがらがる。

「えっ、ムルカ？　どうしてムルカが？　……ムルカ、死んじゃったの？」

『はぁ？　何を言ってるんだシュプル。大丈夫か？』

　シュプルのこんがらがった頭が少しずつ晴れていく。同時に少しばかりの余裕も生まれ、シュプルはエルトナに全然へっちゃらだったということを示すように、胸を張って受け答える。

「うん、大丈夫だよ。でも、どうしたのさムルカ。他人の家の電話、勝手に鳴らしちゃっていいの？」

『おいおい、誰だれのせいだと思ってるんだ？　気になって部屋に行ってみたらシュプルはいないし、トイレにも姿がない。どっかで迷まい子ごになって帰れなくなってるんだと思って、フランクさんにお願いして全部屋の電話を鳴らしてもらってたんだぞ？』

「えっ、そうなの？　ごめん。すぐ部屋に戻るね」

　シュプルがムルカと話を始めたので手持ち無ぶ沙さ汰たになったのか、エルトナがシュプルの背中に垂れている狼おおかみ男おとこの頭をいじりだした。背中の方でごそごそと動かすので、シュプルは何だかくすぐったい。

『──あとでフランクさんにお礼を言っておくんだぞ？　それと、キエトーラさんにもご迷惑をおかけしましたと謝あやまっておけよ？　……ところでシュプル、そこはいったいどの部屋なんだ？』

「ここ？　えとね、エルトナの部屋」

『──エルトナ？』

　ムルカの声が不ふ穏おんな陰かげを帯び、やけに低くなった。しかしシュプルは気付かない。

「うん、そうなんだ。トイレに行ってる時に会ってね。今までエルトナの部屋でお話してたの」

『………………』

　電話の向こう側でムルカが息を飲む気け配はいが伝わってきた。シュプルは眉まゆをひそめる。

　ムルカは一字一句、嚙かみ締しめるように言った。

『……シュプル、そこに、エルトナが、いるのか？』

「え？　そうだけど……」

　シュプルの声が尻しりすぼみに小さくなっていく。背後ではエルトナがまだ狼男の頭をいじっていた。背中に感じるもぞもぞは、なんだか悪お寒かんのようなものに取って代わっている。受話器越しに伝わってくる、不吉な気配──。

「……む、ムルカ？」

『………………』

　ムルカは何事か思案しているのか、なかなか言葉を発さない。窓を叩たたく雨音と、低く唸うなる雷鳴の隙すき間まを縫ぬうようにして、エルトナが狼男の頭を触るごそごそという音が室内に漂う。

「む、ムルカ？　どうしたの？　何か言ってよ」

　沈ちん黙もくに耐えかね、シュプルが問いかける。その声は恐怖のために裏返っている。

　ムルカが意を決したように、大きく息を吐く気け配はい。そして、ムルカは告げる。

『……いいかシュプル。これから俺おれが言うこと、落ち着いて聞けよ？』

「え？　う、うん」

　シュプルは心なしか姿勢を正す。何だか部屋の温度が急きゆう激げきに下がったみたいだ。受話器を持つ手が微かすかに震ふるえ出す。

『いいな？　順序立てて話すからな？　──シュプルがいなくなったとフランクさんに話したら、フランクさんはやけに慌ててな。実は全部屋の電話を鳴らして、シュプルの居場所を確かめようと言い出したのもフランクさんなんだ。ただの迷まい子ごだし、そんなことしなくてもと俺おれは言ったんだが……フランクさん、それじゃ手遅れになるかもしれないと言ってな』

　手遅れ？　何のこと？

　シュプルの疑問は言葉にならない。喉のどがカラカラに渇かわき、口が上う手まく動かない。

　ムルカは続ける。

『おかしいと思って、フランクさんを問い詰めたんだ。そうしたらフランクさん、ぽつぽつとこの館やかたのことについて話してくれてな。──この館の主あるじであるキエトーラさんだが、以前は都会の屋や敷しきで暮らしていたらしい。しかし彼女は二年前に最愛の者を交通事故で亡くしてな。そのショックで心を少し病んでいるそうなんだ。その療りよう養ようのために、こんな山奥の館で暮らしているそうだ』

　ムルカ、何を言おうとしているの？

　シュプルの問いかけは言葉にならない。

『フランクさんは前の屋敷からの執事でな。キエトーラさんがまだ小さな娘の頃ころから面めん倒どうを見ているそうだ。フランクさんは心を病んだキエトーラさんを不ふ憫びんに思って、どうにかして元気づけたかったらしい。そして──『冥めい府ふ掛がけ』というものにまで縋すがった。だが、それが間違いだったんだ。半年ほど前から、この館で不ふ可か思し議ぎなことが頻ひん繁ぱんに起こるようになったそうだ。使用人たちは長期休暇でこの館にいないんじゃなく、怪異な現象に怯おびえて辞めていったんだ。そして最近じゃ、キエトーラさんが以前にましておかしな行動を取るようになった。そして、こんなことも口走り始めた。──最愛の者は、死んでなどいなかった、と』

　ムルカ、止やめて。それ以上は言わないで。

　シュプルの願いは言葉にならない。

『シュプル、よく聞けよ？　キエトーラさんが事故で亡くしたのは、彼女の最愛の娘さんだ。その娘の名が──エルトナ』




　ピカッ！




　稲光が室内を白く照らす。豪雨が窓ガラスを激はげしく叩たたく。シュプルは息さえできない。

　やけに遠くから、ムルカの声が届く。

『シュプル、わかったか？　エルトナという人物は、もうこの世にいないんだ。シュプル……お前が話したという人物、そこにいるエルトナという人物は──いったい、誰だれだ？』

「…………うふふふ」

　背後でエルトナと名乗った少女が艶つややかに笑う。

　背中で狼おおかみ男おとこの頭が弄もてあそばれている。

　少女は、言う。

「──ちょうどこんな感じかしら。私ね、事故で死んだの。その時に首の骨を折っちゃって……こんなふうに、頭が垂れ下がったのよ。ぷーらぷーら。ぷーらぷーら。うふふふふ……」

　ムルカが何か叫んでいる。

　シュプルの身体からだは固まったように動かない。

　しかし、頭だけが別の意思を持ったように、背後をゆっくりと振り返って、




　首を横にだらりと垂れ下げたエルトナが、シュプルを見てけけけと笑っ──













「─────────────────────────ッツ!!」

　アロワが声にならない悲鳴を上げ、シュプルのお話を途中で遮った。シュプルは驚おどろいて首をすくめる。おじいちゃんだけが驚いた様よう子すも全然見せず、身じろぎすらしない。

　シュプルは不満げに口を尖とがらせ、アロワを責めるように言う。

「……もう、驚かさないでよ。それに、このお話、まだ続きがあるんだよ？」

　アロワはそれを聞いて、耳を両手でばっと塞ふさぎ、ぶんぶんぶんと頭を振る。

「だめ───────っ！　怖い怖い怖い!!　聞かない聞かない聞かない!!」

「聞かないって……アロワがお話してって言ったんじゃない」

　その一言に、アロワはキッとシュプルを睨にらむ。

「わたし、こんな怖いお話は聞きたくない！　シュプルのばか───────っ！　もう……ばか───────────────っ!!」

　アロワは両手でぽかぽかとシュプルを殴る。

「痛い！　痛いよアロワ！　止やめてよ！」

　おじいちゃんは身じろぎすらせず、その様子を眺めている。




　　　　　　　[image: くぎり]　　[image: くぎり]　　[image: くぎり]




　おじいちゃんは毛布を被かぶって震ふるえている。

　シュプルたちがいる間は、身体からだがカチンコチンに固まっていたが、みんなが帰ってしまうとどうしようもなく震えがきた。

　だから。

　おじいちゃんは毛布を被って震えている。




　………………なに？　ランプ？




　ランプなぞどうでもいい！　それよりもけけけという笑い声がどこからともなく聞こえてきそうでおじいちゃんは気が気でない。

　おじいちゃんは毛布を被って震えている。

　こんな姿はシュプルたちには見せられない。

　おじいちゃんは毛布を被って震えている。

　ぶるぶる。ぶるぶる。

　ぶるぶる。ぶるぶる……。
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　シュプルの住む村は〝パロース〟と呼ばれている。パロースとは古い言葉で〝新芽〟であり、生命の息い吹ぶきが連れん綿めんと繫つながっていくさまを示している。

　パロースは四方を山に囲まれた小さな村だ。外界との接点はほとんどなく、この村だけは世界の歯車から外れ、時間もゆるりゆるりと進んでいく。唯一といっていい貿易品は、この村だけでしか採れない〝チコの実〟だ。この実をすりつぶしてお湯にとくと、咳せきに驚おどろくほど効く薬となる。その香りも良く、外界では香水としても重ちよう宝ほうされている。チコの実は都会に流れ出し、パロースに多くの富をもたらすのだ。

　シュプルはパロースで生まれ育った男の子だ。澄すみ切った清せい爽そうな空気に、絵のように映はえる緑。自然豊かなパロースでは、子供たちは純朴に、すくすくと育つ。それはシュプルも同様だ。

　シュプルは他ほかの子供たちと同じように、周囲の人々から愛情を目一杯に注がれ、健すこやかに育っていった。字を覚える頃ころになると読書を好んでするようになり、大人おとなたちは賢かしこい子になるだろうと笑顔で噂うわさし合った。

　けれど。

　大人たちが噂する、そんな〝賢い〟シュプルにも、どうしてもわからないことが一つあった。それは、自分にはなぜお父さんがいないのだろうということ。

　──お父さんは重い病気にかかって、遠い所に行ってしまったの。

　お母さんに聞かされたその言葉の意味は、成長するにつれて何となくわかっていった。それでも、シュプルが感じるものはやはり漠然としていて、お父さんがいないということに特別な感情は抱かなかった。そのことが悲しいことだと知ったのは、ある日の夜のことだ。夜中、トイレのために起きたシュプルは、お父さんの写真を手にしたまま、部屋で一人で泣いているお母さんの姿を目にしたのだ──。

　その姿を目にしてからというもの、シュプルはもっと〝良い子〟になろうと思った。これ以上、お母さんを寂しがらせちゃいけない。お母さんを悲しませちゃいけない。そう、思うようになった。

　そんなある日、お母さんがこう話しかけてきた。

『シュプル、お父さんがいなくて寂しくない？』

　──え？　うん。寂しくなんかないよ。

『本当に？』

　──うん。だって僕にはお母さんがいるし……それに、おじいちゃんもいるじゃない。

『そうだけど……でもシュプル、おじいちゃんのこと、苦手なんでしょう？　お母さんは何でもお見通しなのよ？』

　──そ、そんなことないよ！　そりゃ、今はあんまり話さないけど……で、でも、いつかきっと仲良しになるんだ！　そして、おじいちゃんともいっぱいいっぱいお話するの！　だから、僕は寂しくなんかないよ？　本当だよ？

　一いつ生しよう懸けん命めいにそう言うシュプルを見やり、お母さんはほんの少し涙ぐむと──優やさしく、笑ったんだ。




「……あら、アロワちゃん。今日もご機き嫌げんななめね。どうしたの？」

　お母さんがそう問いかけると、アロワは頰ほおを膨ふくらませたまま、ぷりぷり怒って言う。

「聞いてよおば様。シュプルったら昨日、とーっても怖いお話をわたしに聞かせたのよ？　わたしが嫌いやがっても、怖いお話を続けようとしたんだから！　もう、信じられない！　シュプル、嫌い！」

　アロワはぷいっとそっぽを向く。

「そんな……アロワがお話してって言うから、僕はしただけなのに……」

　シュプルが反論すると、アロワはキッとシュプルを睨にらむ。

「──わたしはあんな怖いお話、嫌いだもんっ！」

「そんなのわからないよ……」

　シュプルはアロワに聞こえないくらいの小さな声で不平を洩もらす。

　昨日もこのことで、シュプルとアロワは喧けん嘩かをした。結局アロワは怒ったまま、一人でさっさと家に帰ってしまったのだ。一日経たてば忘れるだろうと思っていたのに、アロワはまだ根に持っているようだ。

「あらあら。アロワちゃん、とっても怒ってるわね。シュプル、きちんと謝あやまったの？」

「だって僕、悪いことしてないよ？」

　そりゃ、アロワが怖い話をそんなに嫌いだとは思わなかったから、ちょっと可哀かわい相そうだとは思ったけど……。

「僕、いつもみたいにお話してただけだもの」

　シュプルがそう言うと、お母さんは「お手上げね」とばかりに肩をすくめ、おじいちゃんに話しかける。

「お父さん、シュプルたちが喧嘩してたとき、一いつ緒しよにいたんでしょう？　ちゃんと仲裁して仲直りさせてあげなきゃ駄だ目めじゃないですか」

　シュプルは怪け訝げんな顔でおじいちゃんを見る。

　そういえばそうだ。いつものおじいちゃんなら「もう喧嘩は止やめて仲直りしなさい」くらいの声はかけてくれるのに、昨日ばかりは違った。シュプルたちが喧嘩してるすぐ傍そばで、微動だにせずにじっと座っているだけだった。

「あ、いや、それは……」

　おじいちゃんはしどろもどろになったあと、オホンと咳せき払ばらいをする。

「……け、喧けん嘩かするほど仲が良いとも言うしな。子供どうし、たまには喧嘩するのもいいだろうと思ってな。そ、それより、今日も時間ギリギリだぞ？　大丈夫なのか？」

　おじいちゃんはお母さんをジロリと一ひと睨にらみする。

　お母さんは口くち許もとに手をやり「あら、いけない」と声を上げ、シュプルに向き直るといつもの科白せりふを紡つむぐ。

「シュプル、いい子でお留守番してるのよ？　おじいちゃんに迷惑かけちゃ駄だ目めよ？」

「うん」

　シュプルが素直に答えると、お母さんは急いでドアに向かう。ドアを閉める前に一度だけひょこりと顔を覗のぞかせ、

「アロワちゃん、シュプルを許してあげてね？　シュプルも、きちんと謝あやまって仲直りしておくのよ？」

　と言って、畑へと出かけて行った。

　シュプルはちらりとアロワを見やる。アロワは顔をつんと逸そらしたままで、許してやるもんかとばかりだ。

　シュプルはほうとため息をつき、いつものように宝箱へと向かった。おじいちゃんは心配そうにシュプルとアロワを交互に見やる。しかしシュプルは構わず、宝箱の中を探り始める。

　やがてシュプルは宝箱の中から、一体の人形を取り出した。それはどうやら操あやつり人形のようで、手足等の関節が動くようになっている。だが、人形にはなぜか操るための糸がついていなかった。

　おじいちゃんが「謝っておかなくていいのか？」とばかりに、問いかけるような視線をシュプルに送ってくる。アロワはつんと澄すましたままだったが、お話が気になるのか、こちらをチラチラと窺うかがっている。

　シュプルはそんなアロワの様よう子すに気付いたまま、物語を紡ぎ始めた。

「これはね──」

　おじいちゃんがどんな人生を歩んできたかは知らない。どんな思い出を飼っているかは知らない。

　けれど。

　想像することはできる。語ることはできる。

　シュプルは語り出す。自分自身が主人公、おじいちゃんに成り代わって。

　そう。これはおじいちゃんと操り人形に芽生えた、ある友情の物語だ──。
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　シュプルは慎重に最後の仕上げに取りかかる。シュプルが手にしているのは操あやつり人形だ。木目の浮いた円柱形の身体からだに、少しアンバランスな細長い手足。頭部は球形で、そこには黒く塗っただけのまん丸の目と、印象的な高い鼻がついている。長方形の木を黒く塗って作った太い眉まゆと、顎あごのラインに切り目の入った口は、糸で上げ下げできるようになる。完成すれば、表情豊かな操り人形になることだろう。

　シュプルはその操り人形に、森の妖よう精せいを模した人形用の服を着せていく。最後にトンガリ帽子を載せて完成だ。

「──できた」

　シュプルは顔をぱっと輝かがやかせ、製作台の上に寝かせた操り人形を眺めた。何もかもを自分一人で作ったのはこれが初めてなのですごくシンプルな作りだが、それがかえって愛あい嬌きようがあっていい。

「どれどれ……ほう。最初にしては上出来だな。よく頑張ったな、シュプル？」

　ムルカが背後から身を乗り出してそう言うと、シュプルの頭をぽんぽんと叩たたく。

　シュプルは人形師の修行をしている。まだまだ修行不足で半人前だが、今回は特別に一体の人形を作ることを許可されたのだ。そして、作り上げたのが目の前にある操り人形。あとは操るための糸をつければ完成だ。

　シュプルの師匠はムルカ。ムルカはこの町一番の人形師である。シュプルはムルカの営む人形店に、住み込みで修行を続けているのだ。

「──よし。あとは最後の仕上げだな。シュプル、糸のつけ方は以前教えたからわかるな？」

「うん」

　シュプルは糸を操り人形に取りつけようとする。と、ムルカがふと気付いたように言った。

「……そういえばシュプル、その人形、名前は何て言うんだ？」

「名前？　えとね、名前はフリオって言うんだ」

『フリオぉ？』

　突とつ如じよ、不満げな声がシュプルの耳に届く。シュプルはむぅと口を尖とがらせ、ムルカを振り仰いで言った。

「何さ？　そんなに悪い名前じゃないでしょ？」

　しかしムルカは慌てて両手を振る。

「いやいや、俺おれは何も言ってないぞ？」

「え？　それじゃ……眠ミン眠ミン、娘娘ニヤンニヤン？」

『はーい』

　可愛かわいらしい声がして、ムルカの両肩からひょこりと二体の人形が姿を見せる。おかっぱ髪がよく似合う彼女たちは、ムルカが店のマスコット用に作った、フェルト製の双ふた子ごの人形である。異国の服を着て飛び回る姿はとても愛らしく、その表情も豊かで生き生きしている。さすがムルカが作った人形だ。

「僕の付けた名前に不満なの？」

　シュプルは二人に話しかけるが、眠ミン眠ミンと娘娘ニヤンニヤンは顔を見合わせる。ムルカの右肩に乗った娘娘が言う。

『眠眠姉さん、シュプルくんが怒ってるわよ？　可哀かわい相そうじゃない』

　左肩にちょこんと座った眠眠がむくれる。

『失礼ね。私はそんなこと言わないわよ』

「え？　じゃあ誰だれが……」

　シュプルが戸惑いの表情を見せた、そのとき。

『どっち見てんだよー。こっちだこっちー』

「えっ!?」

　シュプルは声のした方を見る。

　製作台の上で、フリオがかちゃりと起き上がった。

　シュプルは目をまん丸にして叫ぶ。

「う、動いた!!」

　ムルカが目を瞠みはり、呟つぶやくように言う。

「驚おどろいたな……初めて作った人形に、『ヒトノココロ』を宿らせたか……」

　眠眠と娘娘も口をＯの字に開けて驚きよう嘆たんする。

『シュプルくん、すごーい』

『すごーい』

　フリオは集中する視線に照れたように、ポリポリとその頭を搔かいた。

『……何だよ。あんまジロジロ見んなよなー。それより、オイラはもっと格好いい名前がいいぞー。例えば……ロドリゲスとか』

　眠眠と娘娘が即座にブーイングする。

『カッコわるーい』

『それならフリオの方がいいー』

「…………それなら？」

　シュプルが何か釈然としない気持ちで呟くと、眠眠が慌てたように立ち上がり、ムルカの肩からぴょん、とシュプルの頭に飛び降りた。そして、フリオに話しかける。

『私は眠眠って言うの。向こうにいるのが妹の娘娘よ。フリオ、よろしくねー？』

　しかしフリオは腕を組んでついと顎あごを逸そらし、

『ふんっ。オイラが嫌いなものはなー、馴なれ合いと木工用ボンドの匂においだ!!』

　と、挨あい拶さつさえしようとしない。

　眠ミン眠ミンがシュプルの頭をぽんぽんと叩たたく。

『うー。シュプルくん、この子感じわるーい』

　ムルカの肩に乗ったままの娘娘ニヤンニヤンも、姉の声に合わせて『感じわるーい』と言う。

「そんなこと僕に言われても……」

　シュプルがそう抗こう弁べんしようとすると、眠眠が頭の上で偉そうにふんぞり返り、人差し指を立てて言う。

『シュプルくん、ヒトノココロは宿した作り手に大きく作用されるのよ。もっと腕を磨みがきなさーい』

『男も磨きなさーい』

　何だか余計なことまで言われた気がする。シュプルが娘娘を睨にらむと、娘娘は『きゃー』と可愛かわいらしい悲鳴を上げ、ムルカの背後に隠れてしまう。シュプルの頭の上にいた眠眠も、とばっちりを受けると思ったのか、ムルカへぴょんと飛び移り、背後へ回る。彼女たちはムルカの長い髪にしがみついて隠れるのが得意なのだ。

　ムルカは苦笑し、シュプルの頭にぽんぽんと手を置く。

「まあ……性格には少し難なんがあるようだが、ヒトノココロが宿るだけでも大したもんだ。仲良くするんだぞ？」

　シュプルはぱっと瞳ひとみを輝かがやかせ、「うん！」と元気に返事をする。そしてフリオに向き直って挨あい拶さつした。

「フリオ、よろしくね？」

　フリオは腕を組んだままジロジロとシュプルを眺め、そしてぽつりと呟つぶやいた。

『……おまえ、チビだなー』

　シュプルは絶句する。ムルカはくつくつと喉のどを鳴らして笑う。その背後からは『きゃははは』という明るい笑い声。

　こうして、ムルカの店に新しい仲間が加わった──。




　翌日からシュプルは新しい人形作りに取りかかった。もう一度『ヒトノココロ』が宿った人形が作れるか試すのだ。

　今度は操あやつり人形ではなく、眠眠や娘娘のような愛らしい人形を作るつもりだ。そうすればきっと、もっと性格のいい人形が出来上がるはずだ。

　シュプルは店番のためにカウンターに座ったまま、暇を見つけては一いつ生しよう懸けん命めいに人形作りを続ける。そのシュプルの頭の上には、フリオの姿。

『なーシュプルー。んな細かなことやってないで、オイラと遊ぼうぜー』

　シュプルは手を休めずに言う。

「駄だ目めだよ。僕は修行中なんだから。遊んでる暇なんてないの。眠眠と娘娘と一緒に遊べばいいでしょ？」

『あーん？　あんなチャラチャラした奴やつらと格かく闘とうごっこができると思うのかよー』

「……僕とフリオでもできないでしょ？　体格が全然違うんだから」

　シュプルのその言葉に、フリオは唐とう突とつに動きを止める。そして腕を組んで何事か真剣に悩み始めた。格闘ごっこの代わりになるようなものでも必死に考えているのだろう。フリオは口も悪いが頭も悪いようだ。

　シュプルは憂ゆう鬱うつなため息を一つついて、壁かべにある大時計をちらり見た。

「……あ、もうこんな時間だ。そろそろ出かけなくちゃ」

『ん？　遊びに出かけるのかー？』

　フリオは期待に満ちた声で問う。シュプルはもう一度ため息をついた。

「……違うよ。ムルカのお使いに出かけなきゃいけないの」

『何だよつまんねー』

　不満げな声を上げるフリオに、シュプルは据わった目で言う。

「……だったら留守番してる？」

『冗じよう談だん言うなよー。オイラにゃこの世界は狭すぎるぜー』

「だったら文句言わない」

『へいへーい』

　シュプルは立ち上がり、奥の製作部屋に足を向けた。ドアを静かに開けると、真剣な面おも持もちで人形作りに没頭するムルカの姿があった。

　ムルカの前には、シュプルの背せ丈たけほどもある女性の人形がある。その人形は清せい雅がな物腰で佇たたずんでおり、〝着物〟と呼ばれる、蝶ちようをあしらった綺き麗れいな異国の服を着ている。瞼まぶたを閉じたままのその横顔は端たん麗れいで落ち着きがあり、つい見み惚とれてしまうほどだ。

　ムルカは眠ミン眠ミンや娘娘ニヤンニヤンのような愛らしい人形を作るのも上う手まいのだが、こういった、精せい緻ちで趣おもむきのある人形を作り出すことにかけては天才だ。製作しているその様よう子すも、まるで一枚の絵を見ているように芸術的で格好いい。

　ムルカが手を止めてシュプルの方を向き、話しかける。

「……ああ、もう時間か？」

「う、うん」

　シュプルは人形に見惚れながらムルカの許もとに歩み寄る。同じく見惚れていたらしいフリオが、減らず口を叩たたいた。

『おいおいシュプルー、おまえ本当にこいつの弟子かー？　オイラと全然違うぞー』

　シュプルはぐうの音も出ない。

　ムルカがははっと笑い、そして言った。

「なに、頑張っていれば、シュプルもいつかこういうものも作れるようになるさ」

「……ほんと？」

　シュプルが上うわ目め遣づかいに気弱に問いかけると、ムルカはきっぱりと断言した。

「ああ、もちろんだ。保証するよ」

　そしてムルカは、傍そばにあった机の上から一枚の紙を拾い上げ、シュプルに渡す。

「いつものように、買うものは全部そこに書いておいたからな？　頼んだぞ」

「うん！」

　シュプルは元気に答え、制作部屋を後にしようとする。

　その途中、木箱の中で気持ち良さそうに寝る眠ミン眠ミンと娘娘ニヤンニヤンが目に映った。ムルカは人形作りを始めると無口になるから、暇になって寝てしまったのだろう。

　頭の上でフリオが言う。

『なーシュプルー。こいつらの額ひたいに〝肉〟って落書きしてもいいかー？』

　シュプルは答える。

「だーめ」




　シュプルは手に大きな袋を下げ、うんせうんせと足を運ぶ。手提げ袋の中に入っているのは、人形作りに必要な材料だ。材料の買い出しはシュプルの役目なのだ。

　袋の中にちゃっかり入っているフリオが、袋の縁ふちから両手と頭を出したまま言う。

『シュプルー、歩くの遅いぞー。これじゃ日が暮れちまうぜー』

　シュプルは頰ほおを膨ふくらませる。

「……だったら降りて歩いてよ。これ、すごく重いんだからね？」

『何だよだらしねーなー。……よいしょっと』

　フリオはぴょんと石畳の道に飛び降りた。

『ほら、行くぞ。しゃきしゃき歩けよー』

　そう言って、フリオはさっさと先を行く。

「偉そう……」

　シュプルが眉まゆ根ねを寄せてフリオの背中を見守っていると、身体からだをカチャカチャ鳴らしながら歩いていたフリオの足が、はたと止まった。その場でフリオはシュプルを呼ぶように、手をぱたぱたと動かす。

『おいおいシュプルー。あそこにお仲間がたくさんいるぜー』

「え？」

　シュプルはフリオの隣となりまで急いで行き、その視線を辿たどる。目の前にある屋や敷しきの二階の窓辺に、多くの人形たちが置かれているのが見て取れた。その顔立ちは整っているが、「ヒトノココロ」は宿っていないらしい。ただのインテリアのように、綺き麗れいに並べられているだけだ。

「……ああ、ここはジョーミさんのお屋敷だよ」

『ジョーミ？』

「うん。この町一番のお金持ちなんだ。まだ小さな娘さんがいるから、その子に人形とかもよく買ってあげてるみたいだよ？」

　フリオは納得したように腕を組み、うんうんとうなずく。

『それでかー。すげえなー。誰だれかさんじゃ逆立ちしても作れないような、高そうな人形ばっかだもんなー』

　その言葉に、シュプルがぴくりと反応する。

「……誰かさんって、僕のことじゃないよね？」

『男は多くを語らないもんだー』

「ちょっと、何さそれ？　きちんと答えてよ。怒るよ？」

　シュプルとフリオがそんなやりとりをしていると、道の向こうから幌ほろ付きの馬車がやって来た。豪ごう奢しやな作りだからすぐわかる。ジョーミの家の馬車だ。

　シュプルたちが道の端に寄ると、馬車が屋や敷しきの前で止まり、中からフリル付きの服を着た女の子が降りてきた。その女の子とフリオの目がはたと合う。

　女の子はフリオを指差し、まだ馬車の中にいる人物に話しかけた。

「パパ、あの人形欲しい」

「ん？　人形？」

　馬車からジョーミが顔を出した。ジョーミはフリオを見て顔をしかめる。

「ミミル、あんな汚い人形が欲しいのか？」

『汚いとは何だ!!』

　フリオが当然の抗こう議ぎの声を上げると、ジョーミは意外なものを見たとばかりに目を瞠みはる。

「……驚おどろいたな。あんな人形に『ヒトノココロ』が宿っているのか？」

　フリオは怒り心頭といった体ていで言う。

『おいこらオッサン、ワビを入れろワビをー！』

　しかしジョーミはフリオの言葉には委細構わず、シュプルに話しかけた。

「君、その人形を売ってくれないか？　値段はそうだな……五万パールでどうだろうか？」

「五万パール!?」

　シュプルはその大金に驚おどろいたが、すぐさまはっとなり、ぶるぶると頭を振る。

「だ、駄目だよ！　フリオは売り物じゃないもの！」

『そうだぜー。だいたい五万ぽっちでオイラが買えると思うのかー』

「……フリオの材料費、百パールだけどね」

『男は中身で勝負だー。そしてオイラは勝者だー』

　ジョーミは眉まゆをひそめ、やがて何事か気付いたように言う。

「……どこかで見たことのある顔だと思ったら、おまえ、人形師のムルカのところで修行している──」

「え？　う、うん。そうだけど？」

　ジョーミは急に不ふ機き嫌げんそうな顔になり、ミミルに言う。

「ミミル、人形ならもっと上等なものを買ってあげるから、あれは諦あきらめなさい」

「えぇー」

「いいから、早く家の中に入りなさい」

　ジョーミはミミルの背を押し、さっさと家の中へと消えて行った。

「……何だったんだろう？　ムルカがどうかしたのかな？」

　シュプルが首を傾かしげるその横で、フリオは腕を組んで嬉うれしそうに言う。

『さあなー。それにしてもオイラはもてもてだー』




「……ああ、それは俺おれがジョーミの依頼を蹴けったからだろう。まだ根に持ってるんだな」

　人形の製作部屋で一息つきながら、ムルカが平然とそう言う。

「え、そうなの？　何で？」

　シュプルがカップを手にしたままそう問うと、ムルカはさも当然のように答える。

「単純なことさ。あいつのとこじゃ、人形たちは大切にしてもらえない。そんなところに自分の作った人形を送り出そうとは思わないさ」

「大切にしてもらえないって、どうしてわかるの？」

　シュプルが重ねて訊たずねると、ムルカに代わって眠ミン眠ミンと娘娘ニヤンニヤンが答える。

『そんなの、あの屋や敷しきに置いてある人形を見ればわかるでしょ？　シュプルくん、まだまだ修行が足りなーい』

『まだまだー』

「人形を見ればわかるって……そんなの無理だよ」

　シュプルが口を尖とがらせてそう反論すると、ムルカがかぶりを振った。

「そんなことはないさ。たとえヒトノココロが宿っていない人形でも、語りかけて来るものというのはある。それを見落としさえしなければいいだけの話だ」

「難むずかしくてよくわからないよ」

　シュプルが不満げに呟つぶやくと、フリオがまとめるように言った。

『要するにシュプルは半人前ってことだー。オイラのように早く一人前になれよー』

　シュプルは何か言いたげな視線をフリオに送るが、結局ため息をつくにとどめる。そして、ふと視線を動かして言った。

「……ムルカ、『かぐや』、もう少しで完成するね？」

　シュプルが見ているのは『かぐや』。ムルカがいま製作している、あの大きな人形だ。『かぐや』は製作部屋の真ん中で瞼まぶたを閉じたまま佇たたずんでいる。その姿は優ゆう雅がで気品に満ちており、静かな存在感がある。

「ああ。だいぶ時間を食っちまったが、あと三日もすれば完成かな？　依頼主のローズさんにもそう連絡してある。……ところでシュプル、シュプルが作っている人形の製作状況はどうなんだ？」

「僕の人形も、あと三日もすれば完成するよ。ムルカの作った人形に負けないような、すごい人形にするからね！」

　シュプルは胸を張ってそう言うが、それにフリオが茶ちや々ちやを入れる。

『まあなー。シュプルの作る人形は、ある意味アートしてるからなー』

「……ちょっとフリオ、それどういう意味？」

『男は細かい事を気にしないもんだー』

　シュプルはむくれ、ムルカは苦笑する。眠ミン眠ミンと娘娘ニヤンニヤンが、シュプルにわざと聞こえるような声でやりとりしている。

『私たちは女の子だから、細かいこと気にしてもいいわよね、娘娘？』

『そうね、眠眠姉さん』

『シュプルくんの作る人形がアートしてるって、どういう意味かしらね？』

『普通と違うって意味じゃない？』

『普通と違うって、どんなところが？』

『それは……あーん、シュプルくんが睨にらんでるー』

『怖いよー。ムルカ、助けてー』

『助けてー』




　それから三日が経たった。

　シュプルがいつものように買い出しから帰ってくると、店にお客さんが来ていた。『かぐや』の依頼主であるローズである。シュプルの代わりに、眠眠と娘娘がぱたぱたと走り回り、お茶を用意したりして接客している。

　ローズは優やさしいおばあちゃんだ。ムルカに人形作りの依頼をしに来た時も、シュプルにいっぱいお菓子をくれたから、シュプルはローズおばあちゃんが大好きだ。

「ローズさん、こんにちは！」

　シュプルが元気いっぱいに挨あい拶さつすると、ローズは微笑を返した。

「こんにちは、シュプルくん。修行の方は上う手まくいってる？」

「うん！　見てよ。この子、僕が作ったんだよ？」

　そう言って、シュプルは手提げ袋の中にいるフリオを紹介する。

『オーッス。オイラはフリオって言うんだー。見ての通りのナイスガイだー』

　ローズは目を丸くする。

「まあ、ヒトノココロが宿っているの？　すごいわねぇ。シュプルくん、頑張ったじゃない」

　ローズはしきりに感心する。シュプルが照れて頰ほおを染めていると、フリオがまた余計なことを言う。

『ばあさん、こいつは誉ほめると調子に乗るからなー。社交辞令だぞってちゃんと言ってやれよー』

「まぁ。うふふ……」

　ローズは上品に笑う。シュプルはごつんとフリオにげんこつを落とし、そしてローズに訊きいた。

「ローズさん、今日は『かぐや』を迎えに来たの？」

「ええ、そうよ。今日できるって聞いたから──」

　とそのとき、製作部屋のドアがゆっくりと開いた。そこから現れたのは、息を飲むほどの秀しゆう麗れいさを備えた『かぐや』の姿。シュプルたちは言葉をなくし、その場で呆ぼう然ぜんとなる。

　かぐやにも『ヒトノココロ』が宿っているようだ。目を伏せがちにしたまま、自らの足でたおやかに歩く。その所作は舞まいでも舞っているかのように無む駄だがない。

　かぐやの後に続いてムルカも姿を現した。ムルカはシュプルを見てニヤリと笑う。その笑みには、人形師としての満足感と誇りが仄ほの見みえた。

「──まぁ、なんて素す敵てきなお人形なんでしょう……」

　ローズは感嘆するように、ほうと一つため息をついた。

「どうですか？　お気に召されましたか？」

　ムルカがそう訊たずねると、ローズは口くち許もとに手をやり、何度も何度もうなずいた。その瞳ひとみは感動のためか、微かすかに潤うるんでいる。

「それはよかった。……さあ、かぐや。彼女がお前の新しい親だ。ローズさんはとても優やさしい方だから、たくさん可愛かわいがってもらうんだぞ？」

　かぐやはスッと顎あごをひいてうなずく。そして優ゆう雅がな足取りでローズの前に進み出ると、うっすらと上品な笑みを浮かべる。

　ローズも慈じ愛あいに満ちた笑みを返し、「よろしくね、かぐや？」と挨あい拶さつした。ローズはムルカの方を向き、

「ムルカさん、素敵なお人形、本当にありがとうございます」

　その場で深々と頭こうべを垂れた。ムルカは満足げな笑みでそれに応こたえる。

「……さあ、行きましょうか？」

　ローズがかぐやにそう促うながすと、かぐやは「お待ち下さい」とばかりに、雅みやびな手つきでローズを制する。

「？」

　シュプルたちが怪け訝げんな顔で見守るなか、かぐやはムルカに向き直った。そして、帯に差した扇子せんすを取り出して広げたかと思うと、その場ですっと腕を返し、しめやかに舞まい始める。

　嫋じよう々じようと。嫋々と。

　しなやかな線を描き、かぐやはその場で舞ぶ踊ようする。

　嫋々と。嫋々と。

　幽ゆう玄げんの美を思わせて、かぐやはその場で舞踊する。

　その舞いに乗せた思いは、生まれ落ちた感かん謝しやの気持ち。

　ムルカへと伝えゆく、典てん麗れい流りゆう美びな感謝の舞い。

　嫋々と。嫋々と──。

　やがてかぐやは舞いを終えると扇子を閉じ、手を揃そろえてムルカにすっと頭こうべを垂れた。

『……お、オオー。お前すげえじゃねえかー。オイラの弟子にしてやるぞー』

　フリオが、彼にしては最大級の賛さん辞じを送って手を叩たたく。その拍手にはっとなり、シュプルもぱちぱちと盛大に手を叩いた。眠ミン眠ミンと娘娘ニヤンニヤンはまだ夢見心地のように放心している。ムルカが少し照れたように笑みを刷はき、頭を搔かいた。

「……それじゃあ、行きましょうか？」

　ローズがかぐやに問いかける。かぐやは今度はこくりとうなずき、すっとローズの手を取った。

「かぐや、綺き麗れいな黒髪をしているわね？　あとで櫛くしで梳すいてあげますからね？」

『よしなに……』

　そんな会話をしながら二人は店を後にする。

　その後ろ姿をぽーとした表情で眺めながら、眠眠と娘娘が言う。

『ステキー。まるで本当の親子みたいね』

『本当ね。かぐやちゃん、きっと大切にしてもらえるね』

　シュプルはその言葉に同意するように、大きくうなずいた。




「……できた」

　シュプルはぱっと顔を輝かがやかせる。シュプルの手には、今しがた完成したばかりの人形がある。

　フリオがその声に反応し、頭の上から手て許もとを覗のぞき込んできた。

『おー、やっと完成したのかー。…………うーん、ムルカが作ったかぐやとはほど遠いなー。もっと勉強しろー』

　シュプルはむっとしたが、フリオは無視して完成した人形に話しかける。

「君の名前は『ララ』だよ？　僕の名前はシュプル。よろしくね？」

　しかし、ララは返事をしない。それどころか、シュプルの手の中で微動だにしない。

「……あれ？　ララ、寝てるの？」

　シュプルはララを揺すってみるが、やはりララは反応しない。

「ララ、何か喋しやべってよ。どうしたのさ？」

　フリオが頭の上から声をかける。

『おいシュプルー。そいつにはヒトノココロが宿ってねーぜ？　いくら話しかけても無む駄だだー』

「そんなことないよ！　ララにもヒトノココロは宿ってるよ！　フリオは黙だまってて!!」

『オイラの言葉を信じないのかー？　ひでー。オイラの心はいたく傷付いたー』

　フリオのことは放っておいて、シュプルはララに話しかける。何度も何度も声をかけ、何度も何度もその身体からだを揺する。

　シュプルはしばらくそうしていたが、やがて脱力したようにうなだれた。

『ほらなー。オイラの言った通りだったろー？　そいつにはヒトノココロは宿ってねー。シュプルー、オイラにヒトノココロが宿ったの、きっとまぐれだったんだぜー』

　あっさりと紡つむがれたその科白せりふに、シュプルは身体を強こわ張ばらせる。フリオはシュプルの反応に失言を悟ったのか、慌てて言葉を重ねる。

『あっ、いや……今のはちょっと言い過ぎ──っておいシュプル！　放せーっ!!』

　シュプルはフリオの首根っこを摑つかみ、宙ちゆう吊づりにした。そしてそのままドアの方へ行くと、ドアを開け、外へポイッとフリオを放り投げる。

『イテッ！　てめー、なにすんだよー!!』

「うるさい！　フリオなんか嫌いだ！　どっか行っちゃえ!!」

　シュプルは腕を組み、ぷいっとそっぽを向く。

『は、ハンッ！　人形をポイ捨てにするような奴やつはこっちから願い下げだー！』

　フリオも腕を組み、ついと顎あごを反そらす。

「……じゃあね」

　シュプルは棘とげのある声でそう言い捨てると、力任せにバタンとドアを閉めた。

「──何だ、騒さわがしいな。何かあったのか？」

　製作部屋の方からムルカが姿を現した。その両肩には眠ミン眠ミンと娘娘ニヤンニヤンの姿もある。

　眠眠と娘娘はきょろきょろと辺りを見渡し、そして訊たずねた。

『あれぇ？　フリオがいないじゃない。どうしたの？』

『どうしたのー？』

　シュプルは顔を背けたまま、不ふ機き嫌げんに呟つぶやく。

「あんな奴、知らないよ！」

　ムルカが口の端を上げて言った。

「何だ、また喧けん嘩かしたのか？　しょうがないな」

　シュプルは憤ふん慨がいしてムルカに訴える。

「だってムルカ、フリオったら、自分にヒトノココロが宿ったのはまぐれだって言うんだよ!!」

「ん？　今回作った人形にはヒトノココロが宿らなかったのか？」

　ムルカはそう言い、シュプルが完成させた人形を手に取った。それを様々な角度から眺め、顎あごに手を当てる。

「……ふむ。なかなかいい出来だが、確かにヒトノココロは宿ってないようだな。残念だ。……まあしかし、作った人形すべてにヒトノココロを宿らせるなんてのは、よっぽどの名人じゃないとできないことだからな。それも仕方ないさ」

　ムルカは人形を元の場所に戻すと、シュプルの頭をぽんぽんと優やさしく撫なでる。

「──しかし逆に言えば、ヒトノココロはまぐれで宿るようなシロモノじゃないのも確かだ。今回はフリオの口がちょっと過ぎたな」

「でしょう？　フリオったら酷ひどいんだ」

　シュプルはぷりぷりと怒る。ムルカは苦笑し、そして辺りを見渡した。

「フリオにきちんと謝あやまらせなきゃいけないんだが……肝かん心じんのフリオが見当たらないな。どこに行ったんだ？」

「腹が立ったから、外にポイッて投げてやった！」

　シュプルがそう言い切ると、ムルカが眉まゆをひそめる。

「……おいおい、シュプル。人形には愛情をもって接しなければいけないと、いつも言っているだろう？」

　譴けん責せきのこもった声に、シュプルはうろたえた。

「だ、だって、フリオが悪いんだよ？」

「そうは言ってもなぁ……」

　ムルカは言いかけ、やれやれというふうに嘆たん息そくする。そしてドアの方に歩み寄って開けた。

　──表には、フリオの姿はもうなかった。

　ムルカが左右の道をきょろきょろと見渡す。しかし、フリオの姿は見当たらないようで、ふうと肩を落とす。ムルカはドアを閉め、シュプルに向き直って言う。

「フリオ、どっかに行っちまったぞ？　追いかけてやらないのか？」

　シュプルはムルカの言葉に不安げな顔を見せるが、すぐさま強情についと顎を反そらす。

「……知らない！」

　眠ミン眠ミンと娘娘ニヤンニヤンが顔を見合わせ、うなずいた。二人はムルカの肩から飛び降り、シュプルの許もとへ駆け寄る。そして、つんと澄すましたシュプルの身体からだをよいしょよいしょと登り始めた。

　娘娘が肩にまでよじ登り、言う。

『シュプルくん、いいの？　フリオ、一人できっと寂しがってるよ？』

「……知らないよ。フリオが悪いんだもの」

　頭のてっぺんによじ登った眠眠が、ぺんぺんとシュプルの頭を叩たたきながら言う。

『でもさでもさ、もうすぐ日が暮れちゃうよ？　可哀かわい相そうだよ～』

「………………」

　シュプルはぷいと頰ほおを膨ふくらませたままだ。眠ミン眠ミンと娘娘ニヤンニヤンが、悲しそうに眉まゆ尻じりを下げる。ムルカがふうと溜ため息いきをついた。

「……シュプルとフリオはよく似てるな。強情なところがそっくりだ。まぁ、フリオもそのうちひょっこり戻ってくるだろう。その時にはちゃんと仲直りするんだぞ？」

「フリオがちゃんと謝あやまったらね」

　シュプルはそう答える。

　ムルカは肩をすくめた。眠眠と娘娘もそれを真ま似ねるように肩をすくめる。




　──その日、フリオは帰ってこなかった。







　シュプルがぼーっと虚こ空くうを見つめていると、製作部屋のドアが開き、ムルカが姿を現した。その両肩にはいつものように眠眠と娘娘の姿がある。

「……シュプル、もう買い出しに行く時間だぞ？」

　シュプルははっとなり、慌てて大時計を見る。本当だ。ぼーっとしてて気付かなかった。

「ご、ごめんムルカ。すぐ行ってくるね」

「なに、急がなくてもいいさ。のんびりしてこい」

「大丈夫だよ。走って行ってくるから、少し待ってて」

　その言葉に、眠眠と娘娘が同時に溜息をつく。

『シュプルくん、わかってなーい。ムルカはね、フリオを探してこいって言ってるのー。シュプルくんの鈍感ー』

『どんかーん』

　シュプルは思わず唸うなる。

「何で僕がフリオを探さなきゃいけないのさ？　僕、知らないよ」

『気になってるくせに無理しちゃってー』

『しちゃってしちゃってー』

「気になんかしてないってば！」

　シュプルが大きな声を上げると、ムルカが落ち着けとばかりに手で制する。

「わかったわかった。探す探さないはいいから、早く行ってこいよ」

　シュプルは手提げ袋を持ち、ムルカから買う物の書かれた紙を受け取る。シュプルが外へと出る瞬しゆん間かん、ムルカから声が掛かった。

「──本当に急がなくていいからな？」

　シュプルは何も答えずドアを閉めた。




　探しているわけではないが、きょろきょろしながら町を歩く。

　いつもなら重くてしょうがないはずの荷物だが、今日はやけに買う物が少なかった。おかげで動きやすい。

　きょろきょろ。きょろきょろ。

　隙すき間まなんかを見つけては、シュプルは頭を突っ込んでみる。

　きょろきょろ。きょろきょろ。

　物陰なんかを見つけては、シュプルは中を覗のぞき込んでみる。

　きょろきょろ。きょろきょろ……。

　失望しているわけではないが、大きく大きく溜ため息いきをつく。

　シュプルはぼんやりと足元を見る。いつもならそこでちょろちょろと走り回っているフリオ。しかし今日はフリオはいない。彼の姿が残像のように現れては消えていく。

「はぁー…………」

　シュプルはもう一度、大きな溜息をついた。

　もう少しだけ、町の中を散歩してから帰ろうかな？　そんなことを思いながらシュプルはふと顔を上げ──そして、目を瞠みはった。シュプルの目の前にはジョーミの屋や敷しきがあるのだが、その二階の窓辺に、フリオの姿があったのだ。

　フリオは少し慌てたようにカチャカチャと身体からだを動かしていたようだが、やがて腹を据えたように、その場にどっかりと座った。両手で窓を押し開き、シュプルに向かって手を上げる。

『よっ、シュプル。元気か？』

「……何してるの、そんなとこで」

　シュプルはその場にへたり込んでしまいそうなほど安あん堵どしていたが、その心とは裏腹に、ひどく冷たい声を出す。自分でも驚おどろいたが、どうしようもなかった。

　フリオも何だかぶっきらぼうな声で言う。

『見てわからないのかよー。オイラはいま、この家に世話になってんだー』

「えっ!?　そ、そうなの？」

『お、おうよー』

「………………」

『………………』

「あ、あのさ」『え、えとよ』

　二人同時に何かを口にしかけ、お互いがひどく慌てて言う。

「え？　な、なに、フリオ？」

『そ、そっちから言えよー』

「いいよ。フリオから言ってよ」

『ば、ばかやろー。オイラが譲ゆずってやってんだ。そっちから言えよー』

　気まずい沈ちん黙もくが落ちたあと、シュプルがおずおずと喋しやべり出す。

「そ、そう？　それじゃ僕から言うけど……えっと……も、もうその家で暮らしてくことに決めたの？」

『な、何だよシュプルー。オイラがいなくて寂しいのかー？　オイラもそのことを心配してたんだぜー？　しょうがねーなー。そうだよなー。お前はオイラがいないと……』

「ち、違うよ！　フリオがいなくなって、うるさくなくていいよ！」

　シュプルはつい、そんなことを言ってしまう。

『なっ……そ、そうかよ!!　オイラも口うるせー奴やつがいなくてせーせーしてたとこだー』

「そう！　よかったね！　フンッ!!」

『ああっ！　ケッ!!』

　シュプルはふいと顔を背けたまま、屋や敷しきの前を通り過ぎようとする。が、しばらく行ったところでちらりと振り返ってみた。

「……？」

　シュプルは小首を傾かしげた。フリオが窓辺にあるスペースで、身体からだをカチャカチャ鳴らしながら踊っているのだ。

　その踊りは酷ひどいものだった。腰を振ったりお尻しりを振ったり、まるで人を馬ば鹿かにしているようにも見える。

　カチャッチャカッチャ。カッチャカチャ。

　明後日あさつての方を向いたまま、フリオはひとり踊り続ける。

　カチャッチャカッチャ。カッチャカチャ。

　誰だれかに向けたわけでもなく、フリオはひとり踊り続ける。

　カチャッチャカッチャ。カッチャカチャ……。

「──変なの」

　シュプルはそう呟つぶやき、その場を後にした。




「フリオがジョーミのところに？」

　ムルカが驚おどろいたように言った。シュプルはこくりとうなずく。

「そうか。まあ、無事だとわかって一安心だが……シュプル、どうする気だ？　フリオのこと、連れ戻さなくていいのか？」

「そんなことしなくていいよ。あんな奴、知らない」

「またお前は……フリオも寂しがってるんじゃないか？」

　ムルカは諭さとすように優やさしく言うが、シュプルは頑がんとして聞かない。

「フリオ、寂しくないってさ。それどころか、踊りなんか踊ってた」

「踊り？」

「そう。ジョーミさんのところで何かいいことでもあったんじゃない？　楽しそうに踊ってたよ」

「そうなのか？　あいつが幸せにしてるなら、無理に連れ戻す必要もないが……あの家で、そんなに可愛かわいがってもらえるとは思えないんだがなぁ」

　ムルカは釈しやく然ぜんとしない様よう子すだ。眠ミン眠ミンと娘娘ニヤンニヤンがシュプルによじ登ってきて、心配そうに問いかける。

『シュプルくん、本当にいいの？　フリオが平気でも、シュプルくんは寂しいんでしょ？』

『そうよそうよ。無理しててもわかるのよ？』

　シュプルはぞんざいな口調で言った。

「──僕、寂しくなんかない」

『シュプルくん……』

　眠眠と娘娘は沈ちん鬱うつな表情で顔を見合わせた。

　シュプルは窓の外に視線を馳はせる。

　月が出ていた。

　綺き麗れいな月だ。

　窓辺で踊っていたフリオの姿が、ふと思い起こされる。

　フリオも同じ月を見上げ、今も楽しく踊っているかな？




　──翌日。

　シュプルがいつものように、買い出しの帰りにジョーミの屋や敷しきの前を通ると、二階の窓辺には昨日と同じようにフリオがいた。

　フリオは、踊っていた。

　昨日と同じように、身体からだをカチャカチャ鳴らしながら、窓辺で踊っていた。

　シュプルは怪け訝げんに思い、その場に立ち止まって見上げる。フリオはシュプルの存在に気付いているだろうに、こちらを見向きもしない。

「何してるの？」

　その質問は何度も喉のど元もとまでせり上がったが、フリオが何だか一いつ生しよう懸けん命めいに踊っているので、シュプルは言葉をかけられない。

「──変なの」

　シュプルはくすりと笑い、店へと戻っていく。

　その翌日も。

　その翌日も。

　そのまた翌日も。

　フリオはいつも窓辺でヘンテコな踊りを披ひ露ろうする。

　最初こそ訝いぶかしんでいたシュプルだったが、そのうちに、フリオのその踊りを見るのが楽しみになっていた。だって、フリオの踊りを見ていると、何だか勇気付けられるのだ。

　フリオは毎日毎日、飽きもせずに踊りを披露する。

　シュプルは毎日毎日、飽きもせずに踊りを眺める。

　六日が経たった。

　七日が経った。

　八日が経った。

　九日が経った。

　──そして十日が経ったその日、フリオの姿は窓辺になかった。

「あれ？」

　シュプルは目を瞠みはり、背伸びをしたり、ジャンプしたりして、窓の中を覗のぞき込もうとする。しかし二階の窓の中が見えるわけもなく、シュプルは溜ため息いきをついた。

「……どうしちゃったのかな、フリオ」

　シュプルは二階の窓をじっと眺める。しかしどれほど待ってみても、フリオが姿を見せる気け配はいはない。そのまま時間だけが過ぎてゆき、窓ガラスに沈みゆく太陽が映るようになる。シュプルは重い溜息をついてうなだれると、とぼとぼとその場を後にした。




「どうしたんだシュプル、遅かったじゃ──」

　ムルカは言いかけ、すぐさま口を噤つぐんだ。そして、真剣な声こわ音ねで問いかける。

「──どうした？　何かあったのか？」

　シュプルはただ一言、ぼそりと呟つぶやいた。

「フリオが……」

　その一言でムルカは何事か察したように、すぐさま上着を羽は織おった。眠ミン眠ミンがそれを見て、慌てた様よう子すで帽子掛けにある帽子めがけてよじ登っていく。眠眠は帽子のある場所まで登ると、下で待機している娘娘ニヤンニヤンめがけて帽子を放った。娘娘は半ば押し潰つぶされるような形でそれをキャッチしたあと、よいしょよいしょと担ぎ、ムルカへと持って行く。

　ムルカはその帽子を受け取って被かぶると、シュプルへと言った。

「シュプル、行くぞ」

「え？　どこへ？」

　シュプルが問い返すと、ムルカは何をわかり切ったことをとばかりに言う。

「もちろんジョーミの屋や敷しきだ。フリオの様子を確かめるんだよ」

「で、でも……」

　シュプルが躊躇ためらっていると、ムルカは強い口調で言った。

「シュプル。俺おれたちには心があるんだ。たまに衝しよう突とつして喧けん嘩かをするのもいいだろう。いつも我慢ばっかりしていちゃ、心が歪いびつに育っちまうからな。……だがな、シュプル。一度衝突してできた溝を、自分たちの力で修復することができるのも、俺たちに心あるがゆえだ。シュプル、お前には心がある。それも、とびっきりの綺き麗れいな心がな。口は悪いが、それはフリオも同じだ。何たって、シュプルが作り出したんだからな。俺は強制はしない。あとはシュプルがどうしたいかだ。──どうする？　行くか？」

　シュプルは顔を伏せて考える。

　いや。

　考えるまでもなく、答えはすでに出ているのだ。あとは素直になれるかどうかだ。

　フリオは口が悪い。

　フリオは態度も悪い。

　頭も悪いし踊りも下へ手た、いいとこなんて見当たらない。

　でも、それでも。

　フリオは、友達だ。いないとつまんない。素直になる理由なんて、きっとそれだけで充分なんだ。

　シュプルは顔を上げると、意を決したようにこくりとうなずいた。するとそれを待っていたように、眠ミン眠ミンと娘娘ニヤンニヤンがシュプルの頭によじ登り、力強く号令する。

『シュプルくん、発進ー！』

『はっしーん！』




「……誰だれかと思えば、貴様か」

　屋や敷しきの扉の前で、ジョーミが嫌けん悪お感も露あらわに吐き捨てる。

　ムルカは言葉を選びながら言う。

「ジョーミさん、お久し振りです。こんな時間に押しかけてすいません。実はお願いがありまして」

「お願い？　ふんっ、貴様の願いを聞き届ける義理はないぞ？」

　ジョーミは取りつく島もないといったふうだ。しかしそのとき、

「──パパ、どうかしたの？」

　ミミルが扉の隙すき間まからひょこりと現れた。その腕には、フリオが抱えられている。

「フリオ!!」

　シュプルはミミルから半ば奪い取るようにして、フリオを手に取った。

「きゃっ！　ちょっと、何するのよ！」

　ミミルは眉まゆを吊つり上げるが、シュプルはそれどころじゃない。なぜかぐったりしたままのフリオに、必死で声をかける。

「フリオ、どうしたの？　何か言ってよ！　フリオ！」

　シュプルはフリオを揺すってみるが、フリオからの反応はない。シュプルの手の中でぐったりとしたままだ。

「……フリオ？」

「その人形、壊こわれてるわよ？　さっき爺じいやに直してもらおうとしたんだけど、爺やじゃ無理だって。つまんないから、欲しかったらあげるわよ？」

　その言葉に、シュプルはミミルを責めたてるように言い募つのる。

「壊れたって……何で？　どうしてさ!?　フリオに何をしたの!!」

　ミミルはその剣けん幕まくに気け圧おされながらも弁解する。

「わ、わたし知らないわよ。何もしてないけど、動かなくなったの」

「そんなはずないよ！　だってフリオ、窓辺で毎日毎日踊ってたんだよ？　どうして動かなくなるのさ!!」

「だ、だからわたしは知らないわよ。わたし、その子とほとんど遊ばなかったもの。だいたいその子、気持ち悪いのよ。いつも決まった時間になったら窓辺に行って、身体からだをカチャカチャ鳴らしながらずーっと踊ってるのよ？　わたしが止やめてって言っても、聞いてくれなかったんだから」

「──え？」

　シュプルはフリオに視線を落とす。あの踊り、家の中で何か楽しいことがあったから、踊っているんだとばかり思ってた。それじゃあ、あの踊りはいったい……。

　シュプルが思い悩んでいると、眠ミン眠ミンと娘娘ニヤンニヤンが悲しげに言う。

『シュプルくん、フリオは壊れたんじゃないわ。ヒトノココロが消えているの』

『そうなの。ヒトノココロが消えてるの』

　シュプルは驚おどろいて訊きき返した。

「えっ!?　ヒトノココロが？」

『そう。ヒトノココロはね、持ち主の愛情が注がれないと、消えてしまうの』

『そうなの。可愛かわいがってもらえないと消えちゃうの』

「そんな……」

　シュプルはフリオを手にしたまま、その場で呆ぼう然ぜんと佇たたずむ。ミミルだけがやけにはしゃいで、眠眠と娘娘を指差して言った。

「きゃー、可愛い人形！　パパ、この人形買って買って!!」

　ジョーミは困ったように眉まゆを下げる。

「ミミル、昨日新しい人形が届いたばかりじゃないか」

「えー、いいじゃない。買って買ってー」

　眠ミン眠ミンと娘娘ニヤンニヤンが、誰だれがお前なんかにとばかりに舌を出す。しかしそれがまた愛らしくて、ミミルは黄色い声を上げる。

　するとムルカがしゃがみ込み、ミミルの瞳ひとみを覗のぞき込んで言った。

「──ミミルちゃん」

「え？　は、はい。なんでしょう？」

　ミミルはムルカに見つめられて、急にしおらしくなった。その顔はほんのり赤く染まっている。そんなミミルに対し、ムルカは真剣な声こわ音ねで告げる。

「ミミルちゃん、人形は消耗品じゃないんだ。そんなふうに使い捨てていたら、いつかバチが当たるぞ？」

「──え？　バチが？」

「そうだ。ヒトノココロはな、愛情だけで宿るものじゃないとされているんだ。愛情と紙かみ一ひと重えの強い感情──憎しみによってもヒトノココロは宿ると言われている。持ち主が人形を大事に扱わないと、人形の持つ憎しみがヒトノココロを生み出すこともある。人形をあまり粗末に扱っていると、いつか仕返しされるぞ？」

　人形師であるムルカの言葉にはさすがに説得力がある。ミミルの顔色がさっと変わった。怯おびえるような目でフリオへと視線を送る。

「ムルカ！　貴様、うちのミミルを怯えさせるようなこと言うんじゃない！　用が済んだんならさっさと帰れ!!」

　唾つばを飛ばしながら大声でそう言うと、ジョーミはミミルを家の中に入れ、勢いよく扉を閉めた。

　眠眠と娘娘が言う。

『ムルカ、ジョーミさんと仲悪いね』

『心があるのに、仲直りしなくていいの？』

　ムルカは呟つぶやく。

「……なに、相手によりけりさ」




　シュプルはフリオを抱き締しめるように持ったまま、とぼとぼと石畳の道を歩く。すでに濃こい暮ぼ色しよくが町を包んでいる。

　眠眠と娘娘はシュプルの両肩に乗っているのだが、声をかけあぐねているように、お互いに顔を見合わせている。

　夕ゆう闇やみのなか、沈ちん黙もくだけが存在感を増す。

　しばらくして、シュプルの隣となりを歩くムルカが口を開いた。

「──なぁ、シュプル」

「……なに？」

　シュプルの声はかぼそく、注意していないと聞き取れないほどだ。

　ムルカはひどく優やさしい声で続ける。

「フリオだが、いつも窓辺で踊っていたと言ってたよな？」

「……うん」

「少し考えたんだが……もしかしたら、フリオはお前に謝あやまっていたのかもしれないな」

「──え？」

　シュプルは足を止め、ムルカを見上げる。

　ムルカはふっと笑い、続けた。

「これは俺おれの勘かんだから、ただの思い違いかもしれない。だけど、何となくそんな気がするんだよ。──ほら、かぐやは俺に『ありがとう』を伝えるために、舞まいを見せてくれただろう？　フリオもそれを真ま似ねて、シュプルに『ごめん』を伝えるために踊っていたんじゃないかな？」

　シュプルは大きく目を見開き、フリオを見る。もはや喋しやべらない。動きもしない。そのフリオを、見る。

　フリオはシュプルの手の中でこちらを見上げている。その顔には何の表情も浮かんではいないが、なんだかちょっぴり満足げに見える。

「かぐやは口くち下べ手ただが、フリオは頑固だからな……」

　ムルカは感慨深げにそう呟つぶやいた。




　──シュプルは想像してみる。




　フリオはミミルの部屋にいる。

　時計の前に座ってる。

　時間になった。

　フリオは窓辺へと移動する。

　腕を振って、イチニッ。イチニッ。軽く準備体たい操そう。

　角からシュプルの姿が見えた。

　フリオは慌てて踊り出す。

　カチャッチャカッチャ。カッチャカチャ。

　シュプルに『ごめん』を伝えるために、一いつ生しよう懸けん命めいに踊り続ける。シュプルが見ている間中、ずっと、ずっと、ずっとだ。

　やがてシュプルが帰って行くと、見えなくなったその後ろ姿めがけ、一言だけ呟いて窓辺から離れる。

　独りぼっちのフリオは、また時計の前に座る。シュプルが買い出しから戻る時間が来るのを待つ。

　その翌日も。

　その翌日も。

　そのまた翌日も──。

「……そんなのないよ」




　──ぽつん。




　シュプルの涙が、フリオの頰ほおを濡ぬらす。

「そんなのってないよ。きちんと……きちんと言ってくれなきゃ、わからないじゃない。僕、まだ人形師として半人前なんだよ？　きちんと口で言ってくれなきゃ、そんなのわからないよ……」

　眠ミン眠ミンと娘娘ニヤンニヤンが、シュプルの頭をよしよしと撫なでながら、慰なぐさめるように言う。

『シュプルくん、泣かないで。元気出して』

『泣かないでー』

　シュプルは嗚お咽えつを洩もらしながら、言う。

「ムルカ……僕、一人前になるから。一人前の人形師になって、またフリオに『ヒトノココロ』を宿らせるんだ。そして、『ごめん』って、きちんと謝あやまらせるんだ。絶対、謝らせてやるんだから……」

　ムルカは無言でシュプルの頭をくしゃくしゃと撫でる。

　滲にじんだ世界のその先で、フリオがこちらを見上げている。

　シュプルは半人前だ。ヒトノココロが宿っていない人形が、いったいどんなことを語りかけているのかなんてわからない。

　でも。

　それでも。




　──この前はゴメンなー。がんばれよー。お前なら立派な人形師になれるぜー。




　そんなフリオの声が、聞こえたような気がしたんだ。







　シュプルは物語を紡つむぎ終えると、手にしていた操あやつり人形の腕を持ってパタパタと振り、口くち真ま似ねをしながら言う。

「アロワ、ごめんね？　まだ怒ってる？」

　アロワは両目を閉じたまま、つんと澄すましていたが、片目だけ開けてこちらをチラリと窺うかがう。そして、なんだか呆あきれたようにほうと溜ため息いきをついた。

「……もういい。許してあげる」

「ほんと!?」

　シュプルが弾んだ声で言うと、アロワはこくりとうなずく。シュプルは人形を腕に抱えてアロワの許もとに行くと、手を出した。

「……？」

　怪け訝げんな顔をするアロワに、シュプルは言う。

「仲直りの握手だよ。手を出して」

　シュプルは少し強引にアロワの手を取って、仲直りの握手をする。

「仲直りだね？」

　シュプルが笑顔で言うと、アロワは虚きよをつかれたように目を丸くし、うーと唸うなって顔を伏せてしまう。その耳はほんのり赤い。

「？　どうしたの、アロワ？」

「な、なんでもない！」

　アロワはばっと手を離すと慌てたように言う。

「そ、それよりシュプル。そのお人形、お話しできないんでしょう？　ヒトノココロは宿らなかったの？　何だか可哀かわい相そう……」

「あっ……」

　アロワのその言葉に、シュプルも瞳ひとみを翳かげらせ、手にした操り人形を見やる。

　すると、おじいちゃんが傍そばにやって来て、悪戯いたずらっぽく笑った。

「いや、そんなことはないぞ？　その人形に、ヒトノココロをもう一度宿らせることはできたんだ」

「え？」

　シュプルとアロワは目を丸くする。おじいちゃんはほっほと笑い、「貸してみなさい」と言って、シュプルの手から人形を取る。

　おじいちゃんは人形をシュプルたちに向けたまま、おほんと咳せき払ばらいする。

「……さあ、二人に挨あい拶さつしなさい」

　おじいちゃんがそう言った、その刹せつ那なである。

『やぁこんにちは。僕は君の友達だよ。仲良くしてね？』

　人形が挨拶するように自分で腕を持ち上げ、おじいちゃんのものとは明らかに違う声質で喋しやべった。

　シュプルとアロワは目を瞠みはる。

「すごい！」

「お人形が喋しやべった!!」

　おじいちゃんは得意そうに笑った。

「どうだい？　ヒトノココロはちゃーんと宿っているだろう？」

「うん！　すごいねアロワ!!」

「本当！　すごいすごい!!」

　シュプルとアロワは二人で明るい笑顔をこぼす。おじいちゃんはほっほと笑う。

　するとそのとき、家のドアが開いてお母さんが帰ってきた。

「──あら？　何か楽しそうね。どうしたの？」

「あっ、お母さん。えとね、この人形が──」

　シュプルは人形を指差して説明しようとするが、おじいちゃんが慌てたように人形を背に隠した。

「お人形？　お人形がどうかしたの？」

　おじいちゃんはあたふたしながら言う。

「い、いいや、何でもない。それより今日はもう遅いから、早く帰りなさい」

「え？　おじいちゃん、まだいつもと同じくらいの時間よ？」

　アロワは小首を傾かしげるが、おじいちゃんは「いいから、早く帰りなさい」と促うながす。

「？」

　シュプルたちは顔を見合わせ、怪け訝げんな表情を見せた。
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　おじいちゃんは人形を手にして懐なつかしそうに眺める。おじいちゃんが手にしている人形。これは外の世界で買った、機械仕掛けの人形だ。背中のボタンを押すと動いたり喋ったりするようにできているのだ。

　パロースにはこんな人形はないから、シュプルたちも本当に『ヒトノココロ』が宿っているんだと驚おどろいていた。

　おじいちゃんは、シュプルたちの心底驚いた顔を思い出して微笑ほほえむ。しばらくそうしていたあと、呟つぶやいた。

「……それにしても危なかったな。もう少しでシュプルたちにバレるところだった」

　この人形は昔、まだ小さかった娘に──つまりはシュプルのお母さんに、プレゼントとして買ったものだったのだ。しかしお母さんは、この喋る人形が怖い怖いと言って泣いた。新品だというのに捨てるのは忍びないし、かといって家の中に置いておくと、お母さんが目にした時にまた怖がって泣く。仕方なく、おじいちゃんは自分の宝箱の中にこの人形を大事にしまっておいたのだ。

「小さかったからもう覚えてないかもしれんが、あいつはつまらんことをよく覚えているからな。そんなところはばあさんそっくりだ」

　おじいちゃんはひとり苦笑しながら、人形の服についた埃ほこりを優やさしく払う。

「それにしても……」

　おじいちゃんはもう一度人形を眺めて呟つぶやく。

「もう何十年も使ってないというのに、よく動いたな。電池だって使えなくなっていておかしくないんだが……」

　おじいちゃんは小首を傾かしげながら、人形の背中にあるスイッチを再度押してみる。

　カチッ。




　──オーッス。オイラの名前はフリオって言うんだーー。よろしくなー、じいさん？
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　　あとがき







　どうもお久し振りです。雨あま宮みや諒りようです。




　…………夏よのぅ（遠い目）。




　というわけで、今回は『シュプルのおはなし・夏バージョン』と勝手に銘めい打って書いたのですが、いかがだったでしょうか？

　あとがきから先に読まれる方も多いと聞きますので、あまりネタバレになるようなことは書けませんが、シュプルが「アツ～イ海」や「スズシ～イあれ」が出てくるお話をしてくれます。もちろん、童話的なお話もしてくれますよ。シュプルの『おはなし』は一巻同様、時代にもジャンルにも捕われない自由なものですが、『シュプルのおはなし』の根底に流れるテーマの一端は、「童話チック」ですので。暖かかったり切なかったりするお話は必然的に入ってくるのです。初心忘れるべからず、といったところでしょうか？

　──よし。何やら上う手まいこと本の宣伝ができました。前回はすぐさまお世話になった方々へのお礼に雪崩なだれれ込んだのですが、今回は脇わき道みちにも逸それてみましょう。

　犬っていいですよね。

　ええ、いいんですよ。特にぴんと尖とがった耳を両手で押して無む理り矢や理りに垂れ耳にして、「なにすんだよぅ」とばかりの表情をさせるのがたまりません。一般的に「雑種犬は賢かしこい」と言われてるような気がするんですが、あれはデタラメですね。もう…………バカです。我家の犬はほんとバカです。でもそこが良かったりもします。

　犬の話にオチがつかないんですが、気にせずこのままお礼へと雪崩れ込みます（実はあとがき書くの苦手）。

　担当様…………原稿、遅くなってすみませんでした。夏バージョンとしながらも季節が巡めぐるところでした。危ない危ない。怖い怖い。

　でもまあ、お約束通りに夏に出すことができましたし、自分もアホウドリらしく、ここらで羽を伸ばして一休みしたいな～なんて………………駄だ目めですかそうですかすみません。僕はアホウドリですが馬車馬のように働かせて頂きます。──鳴あ呼あ。誕たん生じよう日び、ドコヘイッタ？　ＧＷ、遊ビタカッタ…………。

　イラストレーターの丸まる山やま薫かおる様、今回もステキな絵をありがとうございます。感かん謝しやの意を込めまして、本編には丸山さんが愛して止やまないアジア系でおかっぱ（←ここが重要！）の可愛かわいらしい女の子を出してみました。どうぞお納めください。へへ～。

　色々な形でお世話になってます同期の皆様。また、先せん輩ぱい方や編集部の皆様にも深く感謝を。ありがとうございます。

　今回の出版にご尽じん力りよくしてくださった全すべての方々、どうもありがとうございました。もうちょい原稿書くのが早かったらご迷惑をおかけしなくていいんでしょうが──努力はしているのですが、なかなか難むずかしいのです。

　地元の友人一同、「何で俺おれたちの名前が出てないんだ！」とか言わないよーに。ちゃんと感かん謝しやしてますから。また皆で集まって飲みにでも行きましょう。べろんべろんに酔っ払って足腰立たなくなったＩ君が、ぷるぷる震ふるえながらも四つん這ばいになって見せたあの幻の一発芸、『生まれたての小こ鹿じか！』が久し振りに見たいのです。

　本書を手にしてくださっている読者の皆様、ありがとうございます。中にはファンレターなるものまで送って頂いた方々もおられ、感無量です。何度も何度も読み返して日々の励みにしております。ファンレターを読む時は無む意い識しきにニヤニヤと怪しい笑みを浮かべている、ということをつい先日に発見しました。気味の悪い癖くせがつきそうですがとても嬉うれしいです。これからも頑張りますので、応援して頂けたらと思います。

　それではこのへんで。

　あとがき、おわり！







[image: ]







雨あま宮みや 諒りょう

１９８０年生まれの愛媛県人。夏は好きです。ええ、好きです。でも夏の暑さに弱かったりします。ついでに言えば冬も好きです。ええ、好きです。でも冬の寒さにも弱かったりします。……そんなアホウドリ（自分）はきっと、恒温動物として弱いのだと思います。
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イラスト／丸まる山やま 薫かおる

東京都在住の零細イラストレーター。ＦＬＡＳＨアニメーターなどという肩書もあるらしいが、最近はムービー制作の時間が取れないのが悩みの種。
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